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皿　調査結果と考察　：Ergehnisse　URd　Diskussion

　1．植物群落PflanzeRgesellschaften

　沼田市内に生育する現存植生を調査し，得られた230に及ぶ植生調査資料（一部未発表資料を

含む）をもとに群落区：分作業を行なった結果，以下にのべる42群集20群落の存在が確認された。

これらの群落はヤブツバキクラス域，ブナクラス域およびコケモモートウヒクラス域に分けて記

載されている。しかし，代償植生など群落の種類によっては異なるクラス域にまたがるものも少

なくはない。この場合は各群落の分布の中心となるクラス域に含めている。

　各クラス域の植物群落は自然植生から，人為的影響下に持続生育する代償植生のll頂序に配列さ

れている。

　A．ヤブツバキクラス域　Camellietea　japonicae－Gebiet

　沼田市のヤブツバキクラス域の上限は地形や斜面方向により異なるものの海抜およそ550mを

境界としている。したがって，市街地の位置する沼田台地の植栽林や斜面林，子持山山麓の農耕

地植生，利根川本流や片1晃川の河辺林や冠水草原，発知川ぞいの樹園地や植林地の大部分がこの

ヤブッバキクラス域に含められる。

　（a）自然植生Na揃r蓋iche　Vegetatio亘

　ヤブツバキクラス域の自然植生（自然に近い植生も含む）として，段丘塵に発達するケヤキ林，

利根川の氾濫原に生育するいくつかの植物群落が述べられている。なおやブッバキクラス域の代

表的な自然植生であるシラカシ群集の主要構成種，シラカシは本地域ではほとんど植栽起源の屋

敷や社寺に単本的に生育するため，その植分は代償植生に含めて扱かわれている。

　　a．夏緑広葉樹林　Sommeyg出ne　Laubw益1der

　　　1．　ケンポナシ～ケヤキ群集

　　　　　Hovenio　dulcis－ZeIkove北um　serratae　］Miyawakietal．

　　　　1977　（「rab．2）

　利根川，片品川，薄根川に囲まれた台地乙部や河岸段丘崖，段丘斜面には，列状あるいは点状

に小面積でケヤキが生育している（Fig．12）。これらのケヤキはかつて植裁されたと思われるも

のもあるが，ケヤキの生育状態はよく，4属構造をもったケヤキ林を形成している。

　調査されたケヤキ群落は高木層にケヤキが高丁度で優乱し，ケンポナシを混生している。植生

高は25m以上に達している。亜高木隙こは，エノキ，ケヤキ，キヅタ，ツリバナが生育している。
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　　Fig．8　出隅蜥崖上に生育するケヤキ林；ケソポナシーケヤキ群集

　　　　　（新町，海抜340m）。

Am　Steilabfall　gegen　den　Fu廊wachsender急伽。σ5θア7伽一Waid；Hovenio

dulcis－ZeIkovetum　serratae（Silnmachi，340m廿．NN）．

低木閣の植被率はllll扮により差が大きいが，ケンポナシ，シナノガキ，イボタノキ，エノキ，ヤ

マグワ，ケヤキ，ムラサキシキブなどの夏緑広葉樹，ヤダケ，アズマネザサなどのササ類，ツル

マサキなどが生育している。草本層はオオバジャノヒゲ，イヌワラビのほかは出現！回の種が多

く，コチヂミザサ，フタリシズカ，アズマザサ，オドリコソウ，イラクサ，ドクダミ，ミズヒキ，

スイカズラなどがみられる。出現種数は，29，53種と植分により差がある。このような組成をも

つケヤキ林は，ケンポナシ，エノキ，キヅタ，オオバジャノヒゲ，イボタノキ，シナノガキ，イ

ヌワラビを標徴種区分種としてケソポナシーケヤキ群集にまとめられた。

　ケソポナシーケヤキ群集はゆうらん坂の上襲顧および岡谷町の落合橋4寸近の段丘斜面から植生

調査資料が得られている。爾植分は共に水分条件に恵まれた立地で，団粒状構造の発達した厚い

土壌上に生育している。

　ケンポナシーケヤキ群集は主に日本海側を中心とした常緑広葉樹林帯；ヤブツバキクラス域に

生育するケヤキ林である。沼田駅や園道17号線沿いなど海岸段丘底から台地部をみあげた時にま

ず目に入る植生は段丘三部のケヤキ林である。ケンポナシーケヤキ群集は沼田市の景観を特徴づ

ける代表的な植生の一つといえる。
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　ケンポナシーケヤキ群集は植生体系上の上級単位としてケヤキ群団，コナラーミズラオーダー，

ブナクラスにまとめられている。

b．河辺生ヤナギ林　Auen－Weiden・Gesel互schafもen

　常に流水の影響を受ける河川敷で，比較的冠水期間が短かい安定した立地にはヤナギ属植物を

主とした木本群落が形成される。ヤナギ属植物は一般に日光の十分当たる陽地生の植物で先駆性

があり，生長が早い。したがって，変動のはげしい河ノ珂敷にはしばしばヤナギ群落が形成さる。

　沼田市内を流れる利根周本流およびその支流である片品川，薄根川は利根川流圭或全体では上流

域に位置している。そのため流量の変動がはげしく安定した河川敷の面積は比較ll勺狭い。しかし，

発知川ぞいに細帯状にヤナギ林の生育する三分がみられる。これらの河川敷にはタチヤナギ群集

とコゴメヤナギ群集の先駆相が生育している。

　　　2．　タチヤナギ群集

　　　　　Salicetum　subfrag員is　OkHda1978（？ab．3）

　タチヤナギ群集はタチヤナギの生育する河陛林でタチヤナギを標徴種として他のヤナギ群落か

ら区分される。タチヤナギ群集は植生高6～81nで時に！0mに達する場合もあるが，一般的には

亜高木林である。沼Ei三1市に生育するタチヤナギ群集の三分は高さ3．51nの発達途上のものであっ

て，しかもオノエヤナギの植被が高い。さらにイヌコリヤナギも混生している。

　草本層にはスギナ，オニウシノケグサ，ヤガミスゲ，セリなどの多年生草本植物やミゾソバ，

アメリカセンダングサなどの1年生草本植物も2昆生している。出現種芋は15種目あった。

　タチヤナギ群集は最初関東地方で記録され（奥田1978），その後各地方で報告されている。タ

チヤナギの分布は沖縄をのぞくわが圏金土に広く分布するため，群集の分布も広い。しかし，そ

の生育立地には特徴がある。すなわち，河川の中～下流に多く，土壌は上流から運搬された砂泥

土が厚く堆積し，適潤でしかも比較的栄養塩類に寓むことである。沼田市のタチヤナギ群集も，

利根周本流の岸に近く，土壌堆積の多い立地に生育している。

　　　3．　コゴメヤナギ群集

　　　　　Salicet“瓶　serissaefohae　Ohba1973（Tab．3）

　わが圏の主として夏緑広葉樹林域の太平洋岸側に発達するコゴメヤナギ群集が沼田7｝丁内にも生

育する。しかし，その現存三分は6～9mの植生高をもつ，発達途上の植分である。

　沼田市の利根州（薄椥町）右岸部に比1咬的まとまった州が形成されているが，その一部にコゴ

メヤナギ群集の植分が記録された。亜高木層にはコゴメヤナギが優占している。低木融こはオノ

エヤナギ，イヌコジヤナギ，タチヤナギなどのヤナギ属植物がごく低い被度で共存している。他

の木本植物にはニセアカシヤ，ヤマハンノキ，ノイバラがみられ，ノブドウ，ヘクソカズラなど
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Tab．3河畔ヤナギ群落

Auen，Weiden．Gesellschaften

A：タチヤナギ群集

Bニコゴメヤナギ群集

Spalte：

　Lfd．　Nr．：

　Feld－Nr．：

DatUm　d　Aufn。（1983）

Sahcetumsubfragilis
Salicetum　serissaefo玉iae
　　　　　　　群落区分

　　　　　　　通し番号

　　　　　　　調査番号

Hδhe〔i。　Meer〈m）l

GrδBe　d．　Probefl謡che（m2）：

1｛6he　d．】3aun、schicht　（ln）：

Deckしmg　d．　Baumschicht（n⇒：

｝1～～he　d，　Strauchschicht　（11｝）：

Deckしm黛d．　Strauchschicht（％）

1｛δhe　d．　K二rautschicht　（！n）：

Deckしmg　d．　Krautschlcht（％）：

Artenzah1：

調査月日

調査面積

高木暦の高さ

高木ノ鐸横被率

低木繍の高さ

低木層の植被率

曜じ：制定の高さ

草本層極i〔被率

出現種数

Kem職rt　d．　Ass，

　＆γ1辞S～‘zゾ）τ～μ～丞

Kemりart⊂L　Ass．：

s々1氏s6ノ奮∫‘1¢わ伽

K：ennarten　d．　Sa｝icetea

　　Sピ～1な5召c1～〃ノη83．～s～6

　　勲1なノ1．～～（響1η

Begle詫er：

　　A1％77爵劾カガァ～ごψs

　　忍（μ乞∫o々’ηzω画oρ2？s8

　　ルノ～k‘・〃1．～11～～鰐∫～η〔η1sな

　　0ω．π刀1〃躍惣‘眉ηノごα

　　ご01．1．ηη8～ノ1．～αα♪ノ，．η1η〃廊

　　P1～ノη9η．～1’θSメ妙ω．～～加

　　ル10η‘5わ07ηδy6空

出現1測の種　Au6erdem　je　eillmai　i！、　Lfd．　Nr．1

群集標徴種

　タチヤナギ

群集標徴種

　コゴメヤナギ

オノエヤナギクラス標徴種

　オノエヤナギ

　イ．ヌコリヤナギ

随．業種

　ヨモギ

　スギナ

　ススキ

　セリ

　ツユクサ

　ツルヨン

　ヤマグワ
：

S，盈

B
S

B，S

　S

　K
　K
　K
　K
　Iく

　K
B，K

1

NS
207

9

10

340

18

3・4

90

1

40

15

2

NS
204

9

10

340

15

6

80

1

30

11

3

NS
208

9

10

340

50

9

80

4

10

1

40

17

國 ● 土

●

，

5・4 5・4

1・1

4・4

1・1

十

1・2

一｝一

十

十

1・1

1・2

1・2

十

。

2・2

十

1・1

1・2

1・2

　十

　十

十・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥∫’～καω7〃？面π1cθθオニウシノケグサK－2・2，．47｝鋤η81θ

〃拶4αオオブタクサK－1・2，β～4ω？s．βηη40sαアメリカセンダングサK一十，、Po4｝博。η〃〃2〃～～〃．2δωg～～ミゾソバK一＋，

勘競〃ηz傭～．礁認～θπヌカキ・ビK一十，1～～θ．ηθκoわ々’5荻液～βエゾノギシギシK一十，C灘雛η？照6嬢ヤガミスゲK一十，

in　2：Po塘。解〃η∫ゴθδo～〃ガアキノウナギツカミK一÷，瓦’・忽61ηηぐμ1～αぬη∫齢ヒメムカシヨモギK一＋，ひ」η？照

力ρo加。πハルニレK一＋，0醐。〃～6耀ゐ～81？7．～乞∫アレチマツヨイK一＋，i113：Roδ加1α加召～．’40α偬。乞召ニセアカシアB

－1・2，／1刀～加10ρs乞∫δノ初ψε4z〃～α面’αノブドウS一→一，！11ノ？描1～船〃’‘♂var．∫め翻。αヤマハンノキS一＋，Rosσ772～〃解01π

ノイバラK－2・2，勘64θ7勿∫6α忽θ郷var．フη8力窟ヘクソカズラK－1・2，（；3，ηos’召η2η7π♪67？孟αρ1り，～々侃アマチャヅルK

一ト・2，P1沼勧奮αフ7‘7？4〃zθ‘θπクサヨシK－1・2，！4s～6アα即ノη’o～463　var．　o〃α々βノコンギクK÷2，　Zノ・ε∫餌8〃癩coη‘s

キショウブK一牽・2，

調査地　Lage　d．　Aufn．：Lfd．　Nr．1－3：Usune－machi薄遇町．
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のつる植物も生育している。草本屑にはクサヨシ，ツルヨシ，セリ，キショウブなどセリークサ

ヨシ群集やツルヨシ群集の構成種が侵入，生育している。

　コゴメヤナギ群集は本来15～16mに達する高木林であるが，現存植分はまだ発達途上の群落で

あった。林床は比較的安定した状態を示し，とくにタチヤナギ群集に比較して土壊がより厚く，

より流水の物理的影響の受けにくい立地をしめている。沼田市内の利根川は支流が合流する位置

にあり，一般に河川敷も不安定なため，コゴメヤナギ群集のような高木林の発達は比較的二三と

考えられる。

c．河辺冠水草原および湿生草原　Auenwiesen　und　Nie“ermoor－Vegetation

　河川敷に発達する植生のうちイネ科植物を主とした草原植生と湿生地セこ生育するスゲ型湿原が

ここにまとめられている。

　河川敷の冠水地は，前述のヤナギ林に接し，オギ，ツルヨシ，クサヨシが優占種となって群落

を形成し，流水の物理的作用の程度に対恋した帯状分布を示している。

　一力’丘陵地下端部の地下水の高い立地や河川の後背湿地などの止水域にはカサスゲ，ガマなど

の湿益三植物が密な群落を形成しいる。ただし沼田市街地付近では湿生植彗勿群落の生育する立地は

きわめて狭く，限られている。

　　　4．オギ群集

　　　　　顛iscanもhetum　sacchariflori　MiyawakietOk且da1972（Taも．4）

　河川中流部の河川敷で比較的冠水頻度の少ない立地にオギ草原が発達する。オギはススキによ

く似た生育形を示すが，根茎が地申を横走し，連続個体によって群落を形成するため，冠水や土

砂の堆積が起る河川敷には適した生態的特性といわれている（奥田1978）。

　沼日］市内の利根川の河岸にオギ群集がみられる。このオギ群集の植分は植生高が2mを越え，

ほぼ100％の植被率を示している。オギが優占種として生育し，他にヒメジョオン，ナギナタガ

ヤ，コアカザ，ヒメムカシヨモギ，ヤブジラミなどの1～越年生草本1・lil〔物が低被度で生育してい

る。また多年生草本植物としてはヨモギ，エゾノギシギシ，カキドオシなどごくわずかな種に限

られる。オギ群集に生育するこれらの種群の多くは隣接して生育するツルヨシ群集やカラメドハ

ギーカワラケツメイ群集と共通して出現している。

　オギ群集の立地は砂質土が比較約厚く堆積した土壌状態と，年！～2團の冠水で条件づけられ

る。とくに根茎の発達を特徴とするオギ群集では土壌堆積が1票：いことと，季節による乾湿の変動

が比較的多いことがあげられる。
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Tab．4　河床辺冠水草本植物群落一！

　　　Auenwiesen－Vegetation－！

1：ツルヨシ群集

2：オギ群集

3：カラメドハギ一石ワラケツメイ群集

Phragmitetumjaponicae
Miscanthetum　sacchariflori
Lespedezo－Cassietum

Lfd．Nr．： 通し番号 1 2 3

Feld－Nr．： 調査番号 NS NS NS
140 ．135 136

Datum　d．　Aufn．（1983）： 調査年月日 6 6 6

27 27 27

GrδBe　d．　Probefl…iche　（m2）： 調査面積 25 24 8

H6he　d．　Vegetatlon（cm）： 植生高 100 220 70

Declくung　d．　Vegetation（％）： 植被率 80 100 70

Artenzahl二 出現種数 12 21 16

Kennart　d．．Ass．： 群集標徴種

P1～解9η擁sメ砂。漉ごα ツルヨシ 國 o ．

Kennar載d．　Ass．： 群集標徴種

ル傭ごαη〃酪∫αoo肱γ㌍oη6 オギ 卿 画 o

Kennarten　d．　Ass．． F 群集標徴種

五θsρθ46βの襯68α カラメドハギ ● ・ 2・2

α∫s乞α．ηo〃z御η6 カワラケツメイ ． 層 1・2

Be　leiter　l 随伴種

勲s’zκαω7．θ24加α09α オニウシノケグサ 十・2 十 1・2

sガ～8麗αプ耀加 ムシトリナデシコ 十 十 1・2

・4γ’θηz翻α力廟。ψs ヨモギ 十 十 2・2

五砂肝～伽分厘πぽα‘”z マメグンバイナズナ 1・1 ・ 十

伍〃漁期soω24θ郷 カナムグラ 十 十 ・

1～κ”28κ06箔打1嬬 エゾノギシギシ 十 十 ，

Eノ毎ωηηα，z3？躍β ヒメジョオン o 1・2 2・2

0盈。漉脚傭72酪 アレチマツヨイ o 十 2・2

∬セs’z‘cα遡，κ7ηs ナギナタガヤ ． 十・2 1・2

ん72∂7η漁〃湧磁 オオブタクサ ● 1・1 十

目現1圓の種　AuBerdem　le　elnmal　in　Lfd、　Nr．1：Po塘。耀〃7zη040郡‘η2オオイヌタデL2，レ勿η加6αθγ〃βフ7sお

タチイヌノフグリ＋，C1～ω70ヵ04～」〃ηα」ろ」‘η3シロザ＋，　Mαθ6々劾α2ηz〃御？s乞∫var．∂z．‘のg8ガイヌエンジュ＋，β〃6η3

〃。η40sα・アメリカセンダングサ十，　in　2：（＝1zθ12砂04加η．π011b伽1ηコアカザ2・2，　E喫8ノη73ごω7α467説sヒメムカ

シヨモギ1・2，Rosαηπ〃解01πノイバラ1・2，　Lo～ノ～．〃’27，7z〃醒017‘7πネズミムギ＋・2，β1ηη2zβノαρo短。麗スズメノチ

ャヒキ＋・2，7わ1・8齢ノαヵ。η∫σαヤブジラミ＋・2，GZ801～017躍1～θ4ωηc6αvar．　gノτ～π4心カキドオシ＋，yb言〃～g忽ノ砂。π～ごα

オニタビラコ＋，PO㎏07π槻力θ7プb～溜κ7｝エイシミカワ＋，　SOノ～61～礁oJεチη6θ～βノゲシ＋・S厩～‘7η旅Z6旋アZ‘η2コモチ

マンネングサ＋，in　3：、4γ’¢ηz翻召伽ρω漉πオトコヨモぎ3・3，　Zの磁知ρ07～加シバ1・2，　Ros召z眈1zzρ窃αη召テリ

ハノイバラ＋・2，7γ～θc’π賜。屠ηθ7zs8カナビキソウ＋・2，1ゐθsρe4gzα’o〃z6ア～！05θイヌハギ＋，　Mθ忽ρ～θκ乞∫知ρoηたα

ガガイモ＋．

Lage　d．　Aufn．調査地：Lfd．　Nr．1－3：Usune－machi　薄塗艮町．
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　　　5．　ツルヨシ群集

　　　　　Phragmite重um　3aponicae　MiRamikawa1963（Taも．4）

　ッルヨシ群集の標徴種であり，常に優占種となるツルヨシは，河川の上～中流域に分布し，急

流辺に限って生育域を広げている。発達した地上翻枝は一季節で5～6狙にも伸長し，新生した

裸地へす早く新催体を生ずる。同時に砂礫土に埋積された茎からも新株が形成されるため群落形

成はきわめて早い。

　沼田市に限らず，わが国の河川蜘こはツルヨシ群集が広く分布，生育している。ツルヨシ群集

の共存種は一般に少なく，平均10種程度である。利根川（三根町）での植分は共存種にはオニウ

シノケグサ，マメグンバイナズナ，オオイヌタデ，シロザなど！年生や多年生草本植物で河原に

普遍的に生育する種に限られている。植生高は100cm内外である。

　ツルヨシ群集の立地は急流辺でしぼしぼ冠水し，中礫を主体として粗砂が混合した土壌条件と

なっている。したがって生育地は常に中州や岸部の低水敷に限ってみられ，しばしば水ぎわに帯

状の群落を形成する。ツルヨシ群集の発達した根群は，不安定な水辺にあって，生きた河川敷の

安定と護岸の役割を果している。

　　　6．　セリークサヨシ群集

　　　　　Oenantho・Pha｝aridetum　aruRdinaceae　Miyawakiet
　　　　OkHda　1972　（Tab．5）

　主として中～下流の河州敷に分布，生育するセリークサヨシ群集は中州や岸部，さらに支流か

らの合流点などの勾配のゆるやかな地形上にみられる。しかも流路からの直接約な物理的作用を

受けにくい立地に発達しやすい。

　沼田市では利根川左岸に1勒こ接して泥質土の堆積地があり，市域から流入した，比較的富栄養

水にうるおされている立地にセリークサヨシ群集の発達植分がみられる。植分はクサヨシが優占

し，160cmの植生高で密生している。群落内にはセリ，コヌカグサ，エゾノギシギシなどが生育

するが植被率は低い。群落の最盛期は6月中～下旬である（Fig，9）。

　セリークサヨシ群集の根回発達三三は比較的狭く，オギ群集やツルヨシ群集ほどの立地保全機

能は持たないが，中～下流の富栄養立地，たとえば水田耕作地域やため池などの護岸植生として

重要視され．る。

　　　7．　オランダガラシ群落

　　　　　2V窃sオπrだπ〃ε01γ70επα」θ陶Gese11schaft　（［fab．5）

　オランダガラシは欧州原産の多年生の帰化植物であるが，現在わが圏の暖温帯から冷温帯にか

けて広く分布している。かつて食用として導入されたものと考えられる。

　オランダガラシの生育地はわが国では農村畢観域を中心に，細流や灌灘排水路ぞいの流水辺に
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Fig．9　流水辺に生育するセリークサヨシ群集（薄根町，海抜3／5m）。

Randllch　im　FeiBgewasser　wachsendes　OenanthQ－Phalari（letum

arundinaceae（Usしlme・machi，315m蔵．　NN）．

みられる。また比較的大形河川では，中州などに形成された細流や湧水辺に群落が生育する。

　沼田市内では利根川本流左岸のセリークサヨシ鮮集に接して生育する植分が記録された。オラ

ソダガラシが優占，生育する他に共存する鍾はきわめて少ない。

　オラソグガラシ群落は関東一円々こ広く分布し，欝栄養化の進んだ多摩川などにもごく普通に兇

辻iされる。

　　　8．　ガマ群落

　　　　　物騒αZα倣疵α・Gesellschaft（Tah　5）

　ガマは北半球縫帯に広く分布する種であり，わが園では主に低地帯から山地帯の停滞水域に生

育する。生育地は常に湛水し，湖沼では時に水深40～50cmの水域々こみられる。

　沼旺｛市内利根川の左岸部にオラソダガラシ群落やセリークサヨシ群集に接してガマの優齢する

植分がみられる。植生高！40cm内外で生育するガマとともに帰化植物のキショウブやクサヨシな

どが生育している。

　群落の立地条件は市域から流入する富栄養水がゆるく流れ，泥土が堆積し，流水河川の一部で

ありながらやや湛水状態となっているg
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　　　　　A：

　　　　　B：

　　　　　C：

Spalte：

Lfd．　Nr．　：

Feld－Nr，：

1）atum　d．　Aしlfn．（1983）：

H6he　U．　Meer　（n1）　二

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

Hbhe　d．　Vegetatio11　（cm）：

Deckullg　d．　Vegetation（％）

Artenzahl：

Tab．5　河辺冠水草本植物群落一2

　　　Auenwiesen・Vegetation－2

ガマ群落

オランダガラシ群落

セリークサヨシ群集

　　7⊃ゆ1～α～α！狗1∫α一Gesellschaft

　　八磁s々‘ノガ〃〃？o所冨フzθ’θ一Gesellschaft

　　Oenantho－1）halaridetuln
群落区分

通し番号

調査番号

　調査月日

海抜高

調査面積

植生高

横被率

出現種数

arundillaceae
　　i〔亙〔亘工＝〔コ
　　… 1　　2　　3　4

NS　NS　NS　NS
138　　142　　141　　王37

6　　　6　　　6　　　6
27　　　27　　　27　　　27

34G　　340　　340　　340

8　　－　　9　　4

王40　　　40　　160　　王60

70　　　王00　　　95　　　85

5　　4　　8　　7

Trennart　d．　Gesellsch．

　アンカ1zα♂α砂b磁

Trennart　d．　Gesellsch．

　翫∫！〃勉‘η2（荻‘ノησ18

Kennarten　d．　Ass：

　P1～‘，1‘ηr匿5．‘〃7〃70「ノη曜6α

　06ηα’2〃～6ノωαη’6召

　．4劇η∫’ノ5α乃α

Kemlart　d．　PhragInitetea

　π～α1α1”5‘〃‘∫〃7～1乞5

Begleiter：

　ノ～〃〃7αoδ’～’5の’～’‘s

　％塘。η～‘1コ口z～ゼ1？68ノμ！

　zナrなカ∫ακzαα〃7’5

　β1‘1θ1？sノ｝ηノ2ぬsα

　ゐoJ～〃ノzη2～〃〃（ノノ7θ1z

　勲1㍑sαご1～〃ガ7z8ηs誌

Lage　d，　Auf11．調査地：Lfd．　Nr．1－4

群落区分種

　ガマ
群落憂ζ同種

　オランダガラシ

群集標八種

　クサヨシ

　セリ

　コヌカグサ

ヨシクラスの種

　ヨシ

随伴種

　工ゾノギシギシ

　ミゾソバ

　キショウブ

　アメリカセンダングサ

　ネズミムギ

　オノエヤナギ
　：USしme－rnachi　ミ奪季艮田∫．

囮1・2＋　・

・嗣＋・2＋・2

十・2　十 5・5　5・4

2・2　2・2

2・2　2・3

・　十・2　・

十　　・　　十

・　　・　　十

1・2　・　　・

・　　・　　十

十　　・　　・

1・1

十・2

1・2

　ガマの繁殖力は旺盛で，風散布種子による伝播力はきわめて強く，

落の形成が行なわれる。

生育条件が整えば直ちに群

　　　9．　カサスゲ群集

　　　　　Caricetmn　dispa至a重ae　Miyawaki　et　Okuda　1972（Tab．6）

　カサスゲは高さ1m内外に達するスゲ植物で，古くは農周の雨呉の材料などに用いられた。わ

が国の主として暖温帯に広く分布し，低湿地に群落を形成する。

　カサスゲの優占する植分はカサスゲを標徴種としてカサスゲ群集にまとめられている。さらに
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　Tab．6　カサスゲ群集

Caricetum　dispalatae

Lfd．　Nr．： 通し番号 1 2 3

Feld－Nr．： 調査番号 NS NS NS
71 72 73

Grδ6e　d王）robeflache（！n2）： 調査面積 16 16 10

H6he　d　Vegetation（cm）： 植生高 100 90 120

Deckung　d．　Vegetation（％）： 据扇町 95 85 95

Artenzahl： 出現種数 5 5 6

Kelmart　d．　Ass．： 群集標徴種

Cα麟‘1乞脚磁α カサスゲ 5・5 ・5・5 5・5

Kennartell　d．　Phragmitetea： ヨシクラス標徴種

男助擁7奮側～俗離 ヒメシダ 9 3・4 1・2

五夕ωカ～6η？oαo勧η鋸 ヒメシPネ 十 ， ・

Begieiter： 随伴櫨

％みgoηz〃η〃η〃z6θノ9～ガ ミゾソバ 十・2 十 十

飾～”⑳1磁oo融忽 ドグダミ o 十 十

干四々〃ηαγ〃6175θ スギナ 十 ． ●

．4吻η加，34罐。左1φ侃s サトメシダ’ 十 o o

・4ηψθ～oカ5おδノ初ψθゴ～‘ηα耐α ノブドウ o 十・2 o

乃η卿な1～5’ε蜘π ツリフネソウ o u 十

勘嫁07η1ηzs勅oJ謝　　　　　　　　　アキノウナギツカミ

Lage　d．　Aufn．調査地：Sayama－machi　佐1圭1巨1∫（海抜高700m）．

Da亡um　d．　Aufn．調査年月Ei：23．　Juni　1983．

十

大形スゲ群団の一群集としてヨシクラスに位置づけられている。

　沼田市佐山町内，四釜川林送にそう谷底部の一角に低湿地カミあり，カサスゲの密生三分が記録

された。植生高はlm内外でほぼ100％の楠被率を示し，カサスゲが優占している。群落内には

ヒメシダ，ヒメシ導ネなどヨシクラスの種も出現している。

　カサスゲ群集の生育地は周辺の傾斜面より崩積した粘質1土を主体とし，軟弱適潤で，雨季には

湛水状態となる。

d，河辺先駆植物群落　Uberflutete　Krautgesellschaften

　洪水や増水によって冠水し，常に撹乱を受ける流水辺には，1年生草本植物から多年生広葉草

本植物の群落が形成される。一般的に陰樹後に新生した礫地には，排水のよい乾性立地に適磨し

た先駆性植物群による疎生群落が発達し，名前にカワラを冠した植物により構成される。一：方水

際で常に流水に潤をされている立地ではタデ属，センダングサ属植物による1年生草本植物群落

の形成が行なわれる。
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　　10．　カラメドハギーカワラケツメイ群集

　　　　　Lespedezo　junceae－Cassietu】m　Ok犠da1978（愛aわ。4）

　河川の中流域を中心に，礫によって構成される乾いた州にはしぼしぽ疎生草原が発達する。メ

ドハギ，カラメドハギ，カワラナデシコ，カワラニガナ，カワラケツメイ，カワラサイコ，カワ

ラバハコなど，名前にカワラを冠した草本植物を主体とした群落で，植生高は70～80cm，植被率

が60～70％の場合が多い。地表面に接してしぼしばコケ植物（ギソゴケ，スナゴケなど）が生育

している。

　沼田市では利根剃本流（灘根町）の左岸の州にオギ群集に接してごく狭い面積でカラメド自筆

ーカワラケツメイ群集の植分がみられる。植分には齋集標徴種であるカラメドハギ，カワラケツ

メイの他にカナビキソウ，イヌハギなど分布の比較的稀な種が特徴的に生じている。さらにオト

コヨモギ，ヨモギ，アレチマツヨイグサ，ナギナタガヤ，ムシトリナデシコなど河原生の普遍種

が70％の植被率で生育している。出現冊数は22種を数える。

　カラメドハギ～カワラケツメイ群集は河原特有の種を含有し，景観的にもすぐれているため，

中流河川における望ましい植生の一つである。したがって，このような河原特有の群落の保護に

際しては，立地の直接的な破壊はもとより，流水の汚濁による閥接的な変化に対しても注意深い

対応策が必要である。

　　11．　アキノウナギツカミーヤナギタデ群集

　　　　　Po至ygoneも双m　s玉eboldii－hydropiperis　Okuda1978（Tab．7）

　河川敷において水位変動のはげしい流水辺やそれにつづく平坦地は植物の定着しにくい立地で

ある。このような立地には生育期間の短かい1年生草本植物が先駆的に生育して群落を形成する

が，洪水による破壊作用によって容易に消滅する。

　利根川中流域では水辺1蓬：i三生草本植物はアキノウナギツカミーヤナギタデ群集が生育している。

調査された横分にはアキノウナギッカミ，ヤナギタデ，タニソバが群集標徴種として存在してい

る。他にオオイヌタデ，アメリカセンダングサ，ヌカキビ，スカシタゴボウなど河辺に特有なク

ラスであるタウコギクラスの種が生育している。

　生育地は大小礫や粗砂の混在する排水のよい土壌条件で，群落構成種は少しでも水分の保持さ

れやすい場所をえらんで生育している。したがって群落の植被率は低く，斑紋状になる場合が多

い。

　アキノウナギツカミーヤナ弓取デ瀞集は他の類似の群落であるミゾソバ群集やオオクサキビー

ヤナギタデ鮮集よりは貧養な立地に生育している。したがって沼Ea市における利根韻の水質は汚

濁の影響が少ないことがうかがわれる。
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Tab．7　アキノウナギツカミーヤナギタデ群集

Polygonetum　sieboldii－hy（至ropiperis

Lfd．　Nr．： 通し番号 1 2 3

FeldNr．： 調査番号 NS NS NS
205 206 137

Datum　d．　Aufn．（1983＞： 調査月日 9 9 6

10 10 27

H6he亡i．　Meer（m）： 海抜高 340 340 340

Gr68e　d。　Probeflache（　　ウrn町）： 調査面積 9 4 6

Hδhe　d．　Vegetation　（crn）： 樋生高 20 20 15

Deckung　d．　Vegetation（％）： 植被率 20 30 40

Artellzahl： 出現種数・ 14 11 15

Kennarten　d．　Ass．： 群集標徴種

PO塘0卿捌5／8わ。〃ノノ アキノウナギツカミ 1・2 ユ・2 玉・2

Po塘。η鼎1りゆηカψθ1’ ヤナギタデ 1・1 十 ÷・2

％麺。ηz〃川吻α伽s器 タニソバ 十 十 ●

Kennarten　d．　Bidentetea： タウコギクラスの種

PO㎏0η～伽フ20408～‘ηZ オオイヌタデ 2・2 ， 1・2

B～げθ17s加1260sα アメリカセンダングサ ・ 1・2 十

Roゆカα勲72砒α スカシタゴボウ ● 十 十

勲72／6ノ’η2ゐ齢～ど1αz’～’η2 ヌカキビ 十・2 ・ ．

PO塘0η～ご”Z∫¢3Z’～σOS～ご77Z ママコノシリヌグイ 十 9 o

＆6磁〃々α配ηθvar．～θπZ～‘～繍σ ノミノフスマ ● 吻 十・2

Po塘ω2～’ηz〃♂～〃2ろεノ9ガ ミゾソバ 魑 ・ 十

、410加α‘η絡α即’α臨 スズメノテッポウ ． ・ 十

Begleiter： 随伴種

E61伽oc〃。α6η俗・9α♂μ イヌビエ 十 十 b

出現1國の種　AuBerdem　je　e1nmal　in　Lfd．　Nr．1：、酬〃㎎”躍6∫メ砂。ノ？加ツルヨシ＋・2，αの6ノ？だ楓2響〃初。伽漉だ

カワラスガナ＋，E1εoo1昭万s夕。んosoω7s誌マツバイ＋，7〕γ加1f～〃7z勿π’ε7？sεアカツメクサ十，ヵ〃2釧5（荻‘S欝vaL

4θ6ψ彪η∫イ＋，励r恕θγoηoα獺飽窩なヒメムカシヨモギ＋，魚477躍伽ssoαη惚72∫カナムグラ÷，　in2｝、4ガθη2誌如

ヵγ～7206ρ5ヨモギ十・2，Po塘。η～‘刀z　Zω？g∠se’～〃」Zイヌタデ十，1）忽～！α万α召4∫c召1？4βノ～sメヒシバ十，Coη～〃26」カ2σ‘oη〃3z～θ～～∫ツ

ユクサ＋，1（y〃初gπg耀。〃カフ解ヒメクグ＋，in3二R～槻αoδ1媚〃～7〃螂エゾノギシギシ＋，八幡～～〃’勧ηzψヒ加召16オラ

ンダガラシ＋，0躍αη漉6」卿σ痂偲セリ牽，伽卿雄郷∫磁。ガツリフネソウ÷，S励槻ゐ～あ施η槻コモチマンネ

ングサ十，ゐ加4θ7ηぬργ06κ溺6θηsアセ“ナ，ノ襯。粥Zεso1～θηαz｛～薦コウガイゼキショウ→一2．

Lage　d．　Aufn．調査地：FluB　Tolle，　Usune，machi薄捌ll∫　利根川．

（b）代償植生Ersatzgesellschafteh

　水と緑に恵まれた山あいの町，という印象の強い瀦ヨ市も，文化景観域であるヤブツバキクラ

ス域においては自然植生は斜馬木や河辺植生を除くと皆無に近い。そこでは古くからの人々の生

活活動の結果，入為的に改変させられた植生；代償植生が広い面積を占めている。
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e．屋敷や神社境内の植栽林　Hofwalder　mit　staRdortgem鵠en　Ba“処arten

　12．　シラカシ植栽林

　　　　Qzεεrα‘s　7π〃r8ぎπαε践漉α一Hofwi重豆der（Tab．8）

沼田市の市街地や近郊の農村地域には常緑広葉1封のシラカシでおおわれた屋敷が緕につく。ま

轟
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象轟鋤擁沸・、
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ゴ　，瓢箪・魂・・
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罎慧遵

Fig．10　民家の屋敷に生育中のシラカシ（：石墨町，海抜465m）。

Als　Hochhecke　wachsende　9％6アα‘3脚7s加αげ。伽an　einen　Woh蔦haus

（lshizumi－machi，465m焦NN）．
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た古い神社の境内にも植栽されたシラカシの高木がみられる。シラカシは常緑広葉樹のうちでは

比較的耐寒性が強く，沼田市のように内陸地方にあってもよく生育している。とくに直幹性，深

根性のシラカシの防風堪が多い。屋敷の北西方向に列植し，整枝，勢定によってみごとな高垣が

形成されている。この潜在自然植生の主要構成種（p．128）シラカシを用いた防風林や防風垣は，

冬季北西風の卓越する北関東の平野部ではきわめて風土に適した利用形態といえる。沼田市内で

のシラカシ林の植生調査資料として戸鹿野町と恩田町の高垣および戸鹿野神社の植栽林（スギと

混生）が示されている。いずれもシラカシを主体とし，常緑植物にはキヅタ，オオバジャノヒゲ，

ジャノヒゲ，アオキ，ヤブラン，ツルマサキなどが自生している。植栽と思われるものにマサキ，

オモト，カヤなどがみられる。夏緑姓の植物ではケヤキ，エノキ，イヌワラビなどが共通して出

現するが，それぞれの植分になお多数の植物が生育している。

　沼田市内にはさらに多くのシラカシ屋敷林が存在し，その分布は緑の多い集落として植生図に

も示されている（付図現存植生図参照）。その分布範型は海抜650m前後を上限とし，より低海

抜地に限定されている。

　シラカシは本来常緑広葉樹林域の内陸側から上限付近に分布生育し，シラカシ群集を形成して

いる。群集の生育地は一般的には平坦地から傾斜地下部の緩斜蘭で，表層土が厚く，適潤状態の

立地をしめている。沼田市内ではその自然生の林分を発見することはできなかったが，このよう

に屋敷林に多数生育していることは，現在の潜在自然植生であると同時に原槌生としてシラカシ

群集がこの地域をおおっていたことは十分推察される。

£．夏緑広葉構二次林　Som嫌ergr廿ne　SekuR蕊rw益至der

　郊外の農村地域では，コナラ，クリ，エゴノキ，クヌギなどからなる雑木林が広がっている。

これらの雑木林は薪や木炭あるいは堆肥の供給源として定期的な伐採や下草刈り，補植など人為

的な維持管理が行なわれてきた経済林である。現在では薪や木炭の需要は極く少ない。そのため

シイタケ台木用として残されている令嗣を除いて年々伐採され，その面積は以前と比較して少な

くなってきている。

　　董3。　クヌギーコナラ群集

　　　　　Q双ercetum　acutisshno－serratae　Miyawaki1967（Tab．9）

　上久屋町や戸鹿野町，横塚町愛宕神域し沼細公園など台地やその斜照には生育するコナラニ次

林は，高木／脅にコナラが優罪し，ハリギリ，ケヤキ，イヌシデ，クリ，エゴノキ，イヌザクラが

混生する3罵および4屈群落である。多くの粉体は根元から数本萌芽している。亜高木隙こはエ

ゴノキ，ハリギリ，カスミザクラ，イヌシデ，アズキナシなどが生育している。低木雇1にはガマ

ズミ，ムラサキシキブ，ミヤマウグイスカグラ，オトコヨウゾメ，ウリカエデ，コマユミ，カマ

ツカ，ツリバナ，チョウジザクラなどの夏緑低木やエゴノキ，ダンコウバイ，マルバアオダモ，
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ミツバアケビなどの常在度が高い。草本層には，ヒヵゲスゲ，ミッパァヶビ，アヶピ，イヌヨモ

ギ，ヤマガシュウ，アズマネザサ，ジュウニヒトエ，ケチヂミザサ，ヒヨドリバナなどや，常緑

植物ではオオバジャノヒゲ，キヅタなどのヤブツバキクラスの種が生育している。出現種数は

39～75種に及ぶ。このような組成をもつコナラニ次林は，オオバジャノヒゲ，ヤマコウバシ，ジ

ュウニヒトエ，ケチヂミザサ，ナガバハエドクソウ，イヌザクラ，イヌシデ，キヅタなどを標徴

覆・区分種としてクヌギーコナラ群集にまとめられた。

　クヌギーコナラ群集はシラカシ亜群集と典型亜群集に下位区分される。

　シラカシ亜群集はシラカシ，アカシデ，ヒヨドリジョウゴによって区分される。上久屋町，戸
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Fig，11　クヌギーコナラ群集断面模式図

VegetatiQnsprof玉1des　Quercetum　acutissimo－serratae
1：コナラ　＠昭露。多‘5sθγ名謁α

2：クヌギ　Q瑠πz‘5αo纏ε∫魏α

3＝シラカシ　（9㍑870％s吻夕75勿α⑳距α

4：イヌシデ　Cαゆ初πs’s碗。πos履

5：ヤマコウバシ　五四4θ7σgJα％oα

6：ミヤマウグイスカグラ ゐ0ηゴ06鵤8γ廊0ゴ1ゆθε

Var．　gZ碑4％ZOSα

7：アズマネザサ　迎θげ。∂1α5島‘so雇％0

8；オオバジャノヒゲ　0ρ砺oρ㎎oηρ1αηぎsoθρ3‘s

9：ケチヂミザサ　0ρ傭〃zθππs一肩1認加Z∫粥

10：キヅタ　正泥48名α擁。溺δ6α

！1：ミツバアケビ　・4々θ薩α渉が〆oJ勉如

！2：アキノキリンソウ　So1毎αgo加㎎α％7θα

　　　　　　　　　　var．ごZ5～α’～（】α
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鹿野町で植生調査された植分である。臼当りの良い台地の南向き斜τlflに生育している。区分種の

シラカシは高’さ5～6mに達している個体もみられ，潜在自然植住であるシラカシ群集を指標し

ている。

　典型亜群集は特別の区分種を持たない櫃分である。沼田公園の台地肩部，横塚町の愛宕神社か

ら植生調査資料が得られている。

　クヌギーコナラ群集は関東地方のヤブツバキクラス域のシラカシ群集域に広く生育している二

次林である。クヌギーコナラ群集は海抜約500mを境に土部のクジーコナラ群集と交替する。沼

田市は関東地方におけるシラカシの北隈域にあたっている。その代償植生として生育しているク

ヌギーコナラ群集は，神奈捌県や埼玉県，千葉県など関東地方南部の町分（宮脇弛1971，犠’1協・

田・井上1975，宮脇・鈴木！974，宮脇他1981他）と比較して，ピサカキ，アラカシ，ヤブコウ

ジなどの常緑埴物を欠いている。また，オトコヨウゾメ，ダンコウバイ，ウリカエデの常在度が

高く，次項にのべるクリーコナラ群集をこ種組成li勺に近くなってきている。

　クヌギーコナラ群集は団粒状構造の発達した．適潤姓の黒ボク土填に生育している。

　　14．　クリーコナラ群集

　　　　　Castaneo－Quercetum　serratae　Okutomi，TsujietKodaira1976

　　　　（Ψaわ．9）

　クリーコナラ群集はクヌギーコナラ群集の分布域の土部に生育している薪炭林である。オオバ

ギボウシ，ホオノキ，タガネソウ，キバナアキギリ，ノダケ，ナンテンハギ，コバノガマズミ，

キブシによって標徴・区分される。各植分は高さ9～！0mの3層および4層構造を形成している。

高木層および亜高木層はコナラが優占し，クリ，カスミザクラ，エゴノキ，ホオノキ，オニグル

ミなどが生育している。抵木与はガマズミ，ツノハシバミ，ミヤマガマズミ，カマツカ，ヤマツ

ツジ，サンショウ，ムラサキシキブ，ヤマウルシ，ヤマウグイスカグラ，コゴメウツギなど多く

の夏緑抵木類が生育している。草本／醸こは，チゴユリ，タガネソウ，キバナアキギリ，ノダケ，

ヒカゲスゲ，イヌヨモギ，ヤマユリ，ノガリヤス，タチツボスミレなど箪本植物の常堪E度が商い。

出現種数は平均65種を数える。

　クリーコナラ群集はアキノキリンソウ亜群集とオニグルミ亜群集に下位区分される。

　アキノキリンソウ麗群集はオケラ，ケマルバスミレ，アキノキリンソウ，オオアブラススキ，

ツリガネニンジン，ワレモコウ，アキカラマツ，ニガナなどのススキ草原要素や，ヒメヤブラン，

オォバク採モジ，モミによって区分される。現在も下草刈りなどの符理が行なわれており，スス

キクラスの種群が多く侵入している。アキノキリンソウ亜群集は，奈良町や発知新田町，上発知

町などの池田地区や，下川田町から植生調査資料が季響られている。

　オニグルミ亜群集はオニグルミ，シオデ，　トコロ，ヤマブキ，ミツバウツギ，ホソバシケシダ，

サラシナショウマなどによって区分される漁生下位単位である。子持山麓の旭開拓付近で植生調
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査された植分である。

　クリーコナラ群集は海抜約500mから出現し，約700mでタリーミズナラ群集，オオパクロモ

ジーミズナラ群集などのミズナラ林と愚1き換る。尾根筋の乾性立地ではやマソソジーアカマツ群

集と接する。

　クリーコナラ群集は関東地方内陸部のヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部にかけて

広く生育しているコナラ林で，自然林として成立しているところもある（宮脇・鈴木・鈴木1984，

1．Li崎1978）。ヤブツバキクラス域ではシキミーモミ群集やシラカシ群集の潜在自然植生域に盗｛三育

している。∠瀬眠分されたクリーコナラ群集のうち，アキノキリンソウ亜群集はシラカシ群集モ

ミ亜群集を，オニグルミ亜群集はシラカシ群集ケヤキ亜群集を潜在臼然植生とすると考えられる。

　クリーコナラ群集はクヌギーコナラ群集とともに，上級単位はイヌシデーコナラ群団，コナラ

ーミズナラオーダー，ブナクラスに所属される◎

9．植 林Forsten

　沼国市に見られる植林はアカマツ，カラマツ，オニグルミ，ニセアカシア，クヌギ，スギ，モ

ウソウチク林などである。沼潤盆地内に立地する集落周辺にはモウソウチク林が小規模ながら植

栽されている。また，早期緑化を陽的としたニセアカシア樋林や小川沿いにオニグルミ植林やシ

イタケの栽培跡の古いクヌギ殖林も部分ll勺に見られる。

　植林は人工林であるが，老齢林ではその土地本来の群落構成種が復元してきている。したがっ

て，その林床植生は潜在自然植生｝i二掟のよい指標となる。

　　15，　オニグルミ植林

　　　　　Jr配ρZαπsαεZαπ”己ε践》Zεα嗣Forst（「rab．10）

　ヤブツバキクラス域からブナクラス域下’部にかけての中小河捌沿いにはしばしばオニグルミが

植栽されている。オニグルミはわが国ではかって食用や用材用として植栽されたと思われるが，

現在では管理を放棄された三分が多い。また，河辺沿いには進出して二次的セこ生育している個体

群も見られる。オニグルミは河川沿いの湿生立地に適するため，ケヤキ林やサワグルミ林の潜在

臼然植生域に植遺黄される場合が多い。今回植生調査が行なわれた植分はヤブツバキクラス域の屋

形原の二分である。山地斜翻下端のやや誕i状地に嫉栽されている。高さ17mの高木層にはオニグ

ルミのほかケヤキ，イヌザンショウが混生している。林内にはケヤキ，ニガキ，アプラチャン，

ダンコウバイ，ミヤマハハソ，コクサギ，ヤマブキ，フタリシズカ，ヒトリシズカ，イヌワラビ

などの種群（ケヤキ群団）が生育しているほか，ヤマウグイスカグラ，ツリバナ，ガマズミ，ム

ラサキシキブ，ヤマウコギ，カマツカ，エゴノキ，ヤマモミジ，サンショウ，イタヤカエデ，ウ

リカエデ，ミズキなどの夏緑広葉樹が多い。草本層にはオオバジャノヒゲ，ムカゴイラクサ，コ

チヂミザサ，ウマノミツバ，ハエドクソウ，ジュウモソジシダ，ヒカゲスゲ，ヒメシラスゲ，ク
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マワラビ，ミズヒキなど多くの草本植物が生育している。

　　給。　ニセアカシア植林

　　　　　1己。わ加εαpsθ配doαcαcεα一Forst（Tab．11）

　ニセアカシアは北アメリカ原産のマメ科高木である。根に根粒を持ち窒索固定を行なうため砂

防用あるいは肥料木としてしぼしぼ植栽されている。現在では二次的に広がり全国各地に生育し

ている。しかし生長すると，過窒素化によって好窒素性の雑草のみが．繁茂して他の樹木の侵入を

なかなか許さず，遷移の進行を妨げる場合が多い。∠卜圓植生調査が行なわれたのは町田町の植分

である。穰生高13mの4層群落を構成している。林内にはミズキ，エゴノキ，ツノハシバミ，ガ

マズミ，カマツカ，オトコヨウゾメ，ツリバナなど夏緑広葉樹やノイバラ，フジ，スイカズラ，

ヘクソカズラ，アマチャヅル，トコロなどの回縁生の種群（ノイバラクラス）が侵入し，林床は荒

れた状態となっている。沼田市内ではニセアカシア植林は小画積であるが比較的頻繁にみられる。

　　17，　クヌギ植林

　　　　　Q配θrcπsαceωオεssε’πα墜Forst（Tab．12）

　クヌギは薪炭林としてのクヌギーコナラ群集などの二次林の主要な構成種である。また，シィ

タヶ栽培の台木として優れているため台木材としてしばしば植えられる。シイタケ栽培のさかん

な：九州では台木用に擁窪栽されたクヌギ林が非常に多い。沼目寮内ではクヌギの擢｛林は善桂寺で植

生調査が行なわれた。このクヌギ植林は高木層の償1さは18m，70％の植被率に達し，クヌギのほ

かコナラ，ミズキ，クリ，エドヒガンを混生している。距高木κllでは筒さ10m，栢被率30％でコ

ナラ，エゴノキ，ケヤキなどが生育している。低木層の構成種は夏緑1去葉樹が多く，ニガキ，コ

マユミ，マユミ，サンショウ，ムラサキシキブ，ツノハシバミ，ウワミズザクラ，エノキ，カマ

ッヵなどが生育する。高さ0．9rn以下の草本屑は90％と高い植被率でケチヂミザサ，ヘクソカズ

ラ，ミツバ，トコロ，アズマネザサ，アシボソ，ヒゴクサ，アマチャヅルなど多くの種が生育し

ている。出現腫数も71種ときわめて多い。草本層は下草刈りなど管理が行なわれている。シラカ

シ群集の潜在自然植生域に植栽されたクヌギ植林である。

　　18．　アカマツ植林

　　　　　pεπωsdθη8ε170rα胴Forst（饗ab．13）

　アヵマッ植林は三峰由や戸神山周辺に多くみられる。τab．13には三lll筆1圭i林道の海抜600m地点

での植生調査資料が示されている。高本層は植栽されたアカマツが被度・群度5・5で優占する

が亜高本層は植被率20％と貧弱である。ホオノキ，ヤマウルシ，ウワミズザクラ，エソコゥカエ

デなどが生育している。低木層以下林床にはヤマツツジ，チョウジザクラ，コバノガマズミ，コ

ナラ，ヤマウルシ，チゴユリ，ムラサキシキブなどのブナクラスの種群，ノガリヤス，アズマネ
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ザサ，オオアブラススキ，ワラビ，アキノキリンソウ，ミツバツチグリ，リンドウ，タムラソウ

などの草原生（ススキクラス）の種群，コゴメゥッギ，ミツバアケビ，ノブドウ，サルトリイバ

ラ，キブシなどのノイバラクラスの種群が生育している。

　このアカマツ山林は管理が粗放であり，獄上のように多くの種群・が生育しており，出現種数は

70極に及ぶ。種組成的には，岡じアカマツの優占するヤマツツジーアカマツ群集よりも薪炭林で

あるクリーコナラ群集に近似している。

　　19．スギ植林

　　　　　Or馴ρεo配θrεαノα〃。πεcα一Forst（Tab．14）

　スギは日本特産の常緑針葉高木であり十分生育すると樹高30～401n達する。比較的水分条件に

めぐまれた斜面下部，谷状地などの土壌の深く，排水良好な湿性地に植栽が行なわれている。ス

ギ植林は植栽後の年数，立地条件，維持管理状態のちがいなどによって林床植生の相観，構造が

異っている。年数を経た良く発達した植分では，潜在自然植生の構成穫が復元してきており，潜

在自然植生の推定のよい二二りとなる。

　沼ili市の横子と佐1［J町で植召：調査が行なわれたスギ三二は海抜620m，650mの斜爾下部のやや

凹状地と平燈地に植林されている。高本層，亜τ弱木層は貧§易であるが，低木層，草本層の種糸［t成

が豊富であるため出現回数は73～92種を数える。高木1；壌ま18，23mと林分により高さが異なる。

林内にはハナイカダ，ニガキ，ムラサキシキブ，ツリバナ，ミヤマベニシダ，オシダ，ガマズミ，

サカゲイノデ，アプラチャンなどの夏緑三物が見られる。草本層の植被．率は60～80％と林分によ

り差がある。草本層の構成種は，林縁群落（マント群落）の構成種であるトコロ，ヘクソカズラ，

アケビ，クズ，ツルウメモドキ，アマチャヅル，ボタンヅルなどのつる植物や，比較的土壌の堆

積が厚い適潤な立地に生育する多年生草本植物であるフタリシズカ，アカネ，キバナアキギリ，

リョウメソシダ，ツリフネソウなどが混生している。

　　20．モウソウチク林

　　　　　P勿ZJosfαc吻8んεオθroc〃cZαf．　Pωb8scεπs－Besもa認（Tab．15）

　江戸時代中頃に中匪げ鞭詮から移入されたといわれるモウソウチクは筍を食用とする他，材も有

用なため金園のヤブッバキクラス域に広く植栽されている。沼国市においては小規模ながら人家

の後背地にあたる丘陵地の下部にみられる。階層構造は4層となっているが高木層のモウソウチ

クは高さ15m，植被．率95％を占めている。モウソウチク林と結びつく特定の種は知られていない

が，低木層のシラカシと特に草本簡のキヅタ，ナガバジャノヒゲ，オオバジャノヒゲ，ヤブラン

などのヤブツバキクラスの構成種群である常緑植物が生育しており，潜在自然植生のシラカシ群

集を指標している。またヌルデ，ヤマウルシ，ミツバアケビ，タラノキ，クサギなどの夏縁性の

林縁群落の種が侵入している。沼田市内にもかつては多くの竹藪；モウソウチク林がみられたが，
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駿

霧西

霞

瀦醗
　　　　　　　磁繋議

蒸捲塾轟

籔
　Fig．！2　シラカシに隣接しているモウソウチク林，林床にシラカシの実生が

　　　　みられる（原町，海抜400難）。

勘ツZlos’α吻s履βア。砂01αf．ρzのθ∫oθηs－Bestそ1nd　benachbart　mit　Q3昭κπs辮y73z繊品目α

（VOrdergrund）．　ln（1er　BOdenschlC｝取1eS　BambUsbeStandeS　ke｝mt＠68κ263鰐ノ谷細ゆ1如

（Hara－machi　400m員．　NN）．

最近では宅地化などによって伐採され少なくなっている。

h．草原植生Wieseレund　Weidevege毛aもion

　わが田の草原1｛1｝〔生を代表する種はススキとシバである。前者は貧農に刈取，火入れなどによって

持続する高茎の草原を形1麗し，低地帯から山地帯にかけていわゆる自然牧野として利用されてい

る。一方シバは主に生鳴の契食によって持続生育する低茎の草原となり，ススキ草源に接した放

牧地に発達する。

　沼田市内には自然牧野はきわめて少なく，ススキ草原，シバ懇諭ともに伐採∫也，林道ぞい，市

街地の空地などに不完全な状態で生育しているに過ぎない。

　　21．　アズマネザサーススキ群集

　　　　　Aru無d量Rario　ch量no－Misean重he士um　si難e難sis

　　　　Miyawaki　1971（Taわ．16）

　ススキはヤブツバキクラス域からコケモモートウヒクラス域下部に至るまで金国に広く生蕎し

ているイネ科の多年生高茎草璃渓植物である。森林伐採跡地や耕作方父棄地，または，畑地付近の土
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　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．15　モウソウチク林

　　　　　　　　　　　　Pんツ1Zos’αclz二ys乃θ諺700yO如f．1）～4∂θso6％s－Bestand

Feld－Nr．　調査番号：NS－212，　Hδhe　O．　Meer海抜高：450m，　Exposition　u，　Neigung方位および傾斜：SW，

10。，GrδBe　d．　Probeflache：調査顧積：7Gm2，　Hδhe　u．　Deckung　d．　Baumschicht－1高木第1層の高さと植被三針

：15m，95％，　Hδhe　u，　Deckul｝g　d．　Baumschicht－2　高木第2屑の高さと植園率6m，10％，｝1δhe　u．　Deckung

d．Strauchschicht　低木層の高さと17［1「1被療：1．5m，5％，　Hδhe　u，　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さと

韓〔被率：1。Om20％，　Artenzah1　出現種数：31．

Kulturpflanze：．　柔父圭膏二重

　Pノ弓・！10∫！召c1～｝ぢ1～θ≠8m6）・6Zαf．／）～めεsごθ77s　　B1　5・5

　　　　　　　　　モウソウチク　　　B22・2

Artend．CalnelIieteajaponicae　：
　　　　　　　ヤブツバキクラスの種
Q～趨τ照｝ηy競加⑳／融シラカシ

　ノノ4‘～ωπノカ01｝3δ召〃　　キしゾタ

　の〃oραgoη（，ノ～～‘，～1　ナガバジャノヒゲ

　0ゆ1～～o麹gωψ～ω爵‘妙醐　オオバジャノヒゲ

　ゐがが∂／，θ／）ぬ奉ソ）1り，／羅　　ヤブラン

Sonstige　Arte：、：その他の種

　Z21々0〃〃ε61777加　　’ケヤキ

E～ro17y1η螂。噂ψ1ゐv1～媚ツリバナ

ノ～1～雌刀〃α1～～紹　　　ヌルデ

πノ～照ノノ霜加α砂〃　ヤマウルシ

ノ～oδ～蛎α加6～κ醸10α6乞〃　ニセアカシア

の～なη欄～β〃〃‘～〃呂‘〃の～～〃∫ケチヂミザサ

D8S1η0♂～η～αい堅田、，～～’〃’～ヌスビトハギ

S＋・2

K　1・2

K　2・2

K　1・1

K十・2

K　牽

B2　十

K　1・2

S　＋

K＋・2

S　＋

S　＋

S　十

K十・2

K＋・2

ルノ0η‘Sわ伽～ゐy趣 ヤマグワ

〆1ηψ加ごπψα6αか奮ヵ8ηηαヤブマメ

COごα〃～‘SO1・∂～6〃α’～，S

〆11ηZ彪ご0ノ届‘～’α

！～～め～βノη6so盟α偲

湾ん帥ぬ1；プ／～＞1融盈

諏8ωηη2御～～ご1～～θ廊θ

減ノ？～」躍認6～π

cαs’ω～θα6耀η召忽

アオツヅラフジ

ウ　ド

クロイチゴ

ミツバアケビ

イヌザンショウ

タラノキ

ク　リ

Cな｝ηゴ8ηげノη3～かプご々‘，如η？～θノ2クサギ

1乃ゐ1〃7？～〃フz〃z‘抜7’〃η2

ん勧8脚SP．
α0ψツ1ηSた融1

ガマズミ

テンナンショウの一種

カキ

G：w‘，s16〃ηηαρθノ～忽力1り，〃～’η2

勲η2δ～，6〃3S～θδ0〃乞‘～ηθ

S〃2ゴ～1乳τS毎み。〃ガ

アマチャヅル

ニワトコ

ヤマカシュウ

ω’心∫～η81酪var．刀♪0η磁

R〃ゐ々‘6～ん‘〃～8

エノキ・

アカネ

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K

十・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

K　　十

K　　十

La墓e　d，　Aufn．調査地：Hara－machi　原旺1ぎ，　Datum　d．．　Aufn．調査年月日　10．　Sept．1983．

手や路傍などでも，刈り取りや火入れなどが行なわれているところではいわゆるススキ草源を形

成する。またススキ草原は近年までカヤ場として利用され，人為的に維持されてきた槙分も少な

くない。我1即こはススキの自然草標はごく少なく，二次遷移の途申相の植分が大部分である。

　アズマネザサーススキ群集は関下地方以東を中心に生育しているススキ草原である。西iヨ本で

はネザサ，ケネザサを標八種とするネザサーススキ群集が生育している。

　今回，植生調査が行なわれたアズマネザサーススキ群集は秋塚町の桑畑に接した耕作放棄地と

三峰1．［．［の南向の道最つきに生育している稿分である，ススキ，オカトラノオ，アキノキリンソウ，

オオアブラススキ，ミツバツチグリ，ノコンギク，ワラビ，アズマネザサ，ツリガネニンジンな

どススキクラスの標新種群によって特徴づけられる。またタラノキ，ヤマハギなどの木本植物と，

フジ，サルトリイバラ，キクバドコロ，ノブボウ，クマヤナギ，ヤマノイモなどのつる植物のマ

ント群落構成種も多く生育しており，刈取りや火入れなどの人為約管理が粗放であることが推定

される。
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　　　　　Tab．！6　アズマネザサーススキ群集

ArundinariQ　chino－Miscanthetum　sinensis

Lfd．　Nr．： 通し番号 1 2

Feid－Nr， 調査番号一 NS M
210 13

Datum　d．　Aufnahme：’ 調盗年月B ’83 ，80

9 10

10 6

｝1δhe　i乱．1＞亙eer　（m）　： 670 960

GrδBe　d．　Probef1…iche　（m2）： 調査面積 35 30

Hδhe　d．　Vegetatio11　（cm）： 250 240

Deckun8　d．　VegetatiOn（％〉： 才直：被率 95 95

Artenzahl： 出現脚数 44 工9

Tremlarten　d．　Ass．　u、　d．　hδheren　Einheiten： 群集および上級単位標徴種
ル傭ご齪〃～～’s5～7？θ72sガ5 ススキ 5・5 5・5

L慣～η．躍6々忽認6〃～π）～4εs オカトラノオ 1・2 十・2

ノ1吻’π8徽！0～4θsvaro襯ノ〃S ノコンギク 2・2 十・2

励04～0ρ090済Z∫～∂かぬ浴 オオアブラススキ 1・1 1・2

ハり～6／2’1〃θ”聯，ノ～加2α ミツバツチグリ 1・2 十・2

SO1～ぬ80酌91π・α～θぞ8　var．αS～〃磁 アキノキリンソウ ÷ 十

A‘1¢ηoμzo搬’吻1～，ゾ♂αvar．ゴ砂。癖。α ツリガネニンジン 1・2 o

pZ6～（，∂Z礁／～‘Sご1～～ノ30 アズマネザサ ● 2・2

P1磁伽照σ～’伽zθナハ・ar漁’々心α’1～fη3 　珊純tビ ● 1・2

Begleiter： 随伴種

／1吻癬諏力r～ノ2この∫ ヨモギ 1・2 十・2

∬葱～召∫〃6sノψo／2～ど～β フキ 十・2 十

E〃〃～oプ伽ρ8た〃～8ノ～∫齢 タカトウダイ 十 十

出現1闘の種　AuBe：・dem　je　eiIユmal　in　Lfd．1：1）～os6‘〃r6α’o々（〃ηi・コロ＋・2，　R～‘ゐ螂卿1・〃駈01惣3ナワシ．ロ・イチゴ

ー｝一・2，Z粥加舵η5～8κ’oガツリフネソウ（÷），五6∫ρ轟d9α耽。’ω・f．αα”4～ノ磁ヤマハギ1・1，　P’6廊〃ωη‘～（♪！46∫ssp，

知加短ごαコウゾリナー1一・2，加∫ρ846認がJo詔ネコハギ2・2，ん？〃～～αθψ鰐α’溶契ノブηαヤブマメ＋・2，1・i傭勧漁π01物〃7磁

フジーi一・2，．1ぞosα772～〃解。耀ノイバラ十，勲8冨8；勉36αη467～s　var．ノ1．～π～雇ヘクソガズラi・2，α6η7♂〃∫∫妙～の勲ボタ

ンヅル．＋・2，五5℃1zηな規＠’61ぬノ．沼フシグロセンノウ＋，メ1／1ψ認0／）＄な加りびψ8『～θ？σ〃～θ融ノブドウ十2，五1～め融盈αηθ

アカネ＋，五師73ぬ。〃osαオ’トコエシ十・2，／1忽1勉6如1πタラノキ十，1）～（，500ノぞαsψ’6η710諏キクバドコロ十，

1／70Zα8ノ甥‘，60フπs．タチツボスミレ＋，Gη撚Zα17ご80Z磁ヒカゲスゲ1・2，　C初7御7zz惚ヵ～．〃？dα忽ホタルブクロ＋，∬セ耀飽腐

4碑／～α磁如ヤクシソウ＋，Sηπ魚τ6〃〃πサル｝・リイバラ＋，　Z万。∫α肥αメ砂。癖。αヤマノイモ＋，7ア～的ψ妙奮ρα～～‘訪奮

ヒメシダ＋，〆181加。／2乞αメ砂。ノ¢～紹キンミズヒキ十，飾s’αα1ゐ。η2β1g掬磁コバギボウシ十，ゐ。’酪60〃75α．‘1々～～だvar．

知ヵ0忽αrsミヤコグサ＋，五6∫ραZθ詔α．θ7ε認‘びドハギ十，ルπη紐加πα1砂86Z〃窃4θSチカラシバ十，　E砂認0ノ密〃π

01～加θ37∫θ・var．∫加2ρ！廊荻）」〃θフzヒ：ヨドリバナ＋，α耀Z奮60γ雇α‘如如カタバミ＋，勲ε加Z’〃72’1～z〃7∂6響ガガスズメノヒ

エ＋，5≧vη～〃？βヵ～θ響βη∫オヤマボクチ＋，C1／3～～㈱加7盈昭ノノ・プアザミ1・2，　in　2：磁ηg3爵07’加（漉6加認なワレ

モコウ＋・2，殴7マθ24加〃α1～～瘤｝・ダシバ2・2，S認‘z∫醐ω261？爵クマイ’ザサ＋・2，α7密κ”2　sp．アザミ属の一種＋・

2，五蝿加7召61～惣」αヵ。ノかぐαf．5～．‘δ肥sε’1齢コナスビ＋，G翅7π力躍θθsp．イネ科の一種＋・2，　Bθκ1zθ祝彪7ぞ。θ77205召クマ

ヤナギ＋，W6泡π4ψoη記αヨツバハギー馬Soρ1zo彫魚粥∫o¢ηs，vaLαη羅醜荻）1忽クララ＋，五θ砂θ鹿紹｛lyγ’oゐ。耽｝u

マルバハギ十．

Lage　d．　Aufn．調査地：Lfd．　Nr．三：Akizuka・lnachi，秋塚町，2：Berg　Mitsum｛neyama，三峰由．
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　　　22．　ゲンノショウコーシバ群集

　　　　　Geranio圏Zoysietum　3aponicae　Suganu恥a1966（Tab．17）

　シバはイネ科の短茎草本植物で，ゴルフ場，公園など各種施設に植栽されている。また牧草地

では長期間の牛馬の契食の結果，ススキなど生長点の高い高茎草本は生育できずシバ草原となる。

群落の高さは10cm前後で，優占するシバの高さは10cmをこえることはまれである。シバが高い

適度で生育し翻枝を延ばすため，植被率は常に80％以上の高い価を示している。

　ゲソノショウコーシバ群集は，シバ，オオチドメ，ニガナ，キンミズヒキなどが生育すること

によって標徴および区分される。

　今回の調査されたゲンノショウコーシバ群集は，守山井町三蜂山河内神社（海抜900m）の境

内に生育しているシバ草原で，頻度の高い刈り取りや踏圧が加えられることによって持続してい

る。このシバ草原にはシバの他にオオチドメ，オオバコ，シロツメクサ，ヌカボ，ニガナ，キソ

Tab．！7　ゲソノショウコーシバ群集

Geranio－Zoysietum　5aponicae

Lfd．　Nr．： 通し番号 1 2

Feld．Nr．： 調査番号 NS NS
74 75

Datum　d．　Aufllahme（1983）： 訓査月日 6 6

23 23

Hδhe苞．　Meer（m）： 海抜高 900 900

Gr6Be　d．　Probefl巨che（m2）： 調査lfli積 4 2

Hδhe　d．　Vegetation（cm）： 丁田生高 8 10

Deckung　d．　Vegetation（％）： 雷直被率 80 90

Artenzahl： 珪硯種類 13 12

Trennarten　d．　Ass，： 群集区分種

加，磁メψo泌α シバ 4・4 5・5

劫・4ア000む，Zθ7勧翅ωη オオチドメ 1・2 1・2

κz〃朋7εア。加々s〃翻α ヤハズソウ 十 十

ム：6廊46フ磁！召 ニガナ 1・1十・2

孟9珈70漉四声磁ごα キンミズヒキ 十・2十・2

G磁1伽撹伽2うθ，9ガ ゲンノショウコ 十 ・

　　　　　　　，　　「jennartell　d．　hoheren　Einheiten： 上級単位標徴種

P加2孟α80αs忽加 オオバコ 十・2 1・2

Tノ⑳」加｝z7ψβη5 シロツメクサ 1・2 2・3

Begleiter： 随伴種

α1智伽2メ砂。航～〃ノz ノアザミ 十 十

出現1回の種　AuBerdem　je　ein缶al　ill　Lfd．　Nr．1：み‘7～αβ’8η3鷹クサイ＋・2，．4gノη語∫‘彪〃〃αvar．フ～～’ん‘！δoヌ

カボ÷・2，五ッs珈α6煮磁ノ妙。η磁f．s勧ε2∬〃空コナスビ＋・2，乃7‘η6勲αs忽ガ‘αvar．」勲。珈σウツボグサ＋，　inNr．

2：陥Z珈θ7廊ヵ∫ηηπ姫’廊ユウガギグ率・2，レ70忽g7⑫oo召紹5タチツボスミレ＋，ぬ砂α♂～〃7¢♂磁如’～θηシマスズメ

ノヒエ十，Bπτ61砂。面〃ηs卿α’ガ。％彫var，挽融γz〃7¢ヤマカモジグサ十，

Lage　d．　Aufn，調査地：Kawachilinja，　Usoi－machi宇楚井町　1可内神田，
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ミズヒキ，ヤハズソウが高い常在度で生育し，ノアザミ，コナスビ，ユウガギクなどの路傍生の

植物の生育がみられる。

i．人里植物群落　Ruderale　Pflanze韮gese丑1schaften

　農耕地や集落周辺区域の農道，伐採地，人工草地，さらに市街地内の空閑地など人為的な千渉

のはげしい立地にもさまざまな植物群落が発達する。路傍雑草群落は不定期な刈取りや踏圧を受

け，ヨモギを代表種とする多年生広葉草本植物群落となる。また踏圧のはげしい路上の群落はオ

オバコで代表されるまぼらな植生となる。

　伐採地や崩壊地の植生は，沼1里1市では少ないが，山睨を通る林道ぞいに局所的に生育し，タケ

ニグサの蔦茎の有麟勿群落となる。また，外来牧草を導入した人工草地にはエゾノギシギシを主と

する好窒素性草本植物が侵入生育しており，沼1三日半近郊の草ナ瞳こも広がっている。

　長い間農耕管理に適五郎し，持続してきた耕作地雑草群落1ま畑地ではカラスビシャクーニシキソ

ウ群集に，水田ではウリカワーコナギ群集にまとめられ，両群集とも本州に広く分布域をもつ広

域的な植物群落である。なお，スズメノテヅポウの優占する春季水田雑草聡F落も記録されてい

る。

　　23．　ユウガギクーヨモギ群集

　　　　　Kalimerido－Ar重emisietum　priRcip藍s　Okuda1978（Tab．18）

　市街地の空地や農道のふち，さらに林道が森林に接するすその部分には多年生草本植‘i勿を主体

とした路傍雑草群落が生育する。沼田市域の海抜約700mより低地の路傍雑華耳洋落はユウガギク

を標徴種とするユウガギク～ヨモギ群集にまとめられる。

　沼田市のユウガギクーヨモギ群集はユウガギク，キンミズヒキ，ゲンノショウコ，ヨモギ，カ

タバミ，ミツバ，アカネなどの種群によって，高海抜地に生育する類似の群落であるアカソーーオ

オヨモギ群集（P．87）と明確学こ区分される。しかしフキ，ダイコンソウ，ミズヒキなど共通種も

少なくない。

　ユウガギクーヨモギ群集は不定期な刈取り々こよって維持される。したがって植生高は季節によ

り50～100c皿と幅がある。殖：被率はほぼ90％に達している。

　生育地の土壌条件は隣接する耕作地や，森林の立地と殆んどわ変らない。しかし，踏圧などの

当為による不定期な影響を受けでいる。

　調査されたユウガギクーヨモギ群集の植分は3つの亜群集レベルの下期群落に分けられる。イ

ヌタデ下位群落はイヌタデ，アシボソ，コオゾリナで区分され，農耕地に接した開放的な立地に

みられる。一方ヒメヘビイチゴ，ノブキ，ミツモトソウで区分されるヒメヘビイチゴ下位群落は

佐山町海抜700n1前後の林道ぞいで紀録された植分で半陰，適潤立地に生育している。この群落

単位はブナクラス域のソデ群落であるアカソーオオヨモギ群集とよく類似している。
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　ユウガギクーヨモギ群集をはじめとする路傍雑草群落は多数の種で構成され，季観もすぐれて

いるため，定期的な刈取りによる持続的な管理が望まれる。

　　24．　アキノノゲシーカナムグラ群集

　　　　　1」ac毛観co　indicae印Hum双letum　japonicae　Okuda1978（Ta董）．19）

　子持ljl山麓の旭開拓の路傍でカナムグラの優占轡型が地生調i査された。優罰するカナムグラの

他にアキノノゲシなどのつる植物が多く，またヨモギが点々と混生している。その被陰下にはイ

ヌタデ，キンエノコロ，アオミズ，ミゾソバなどが生育している。この植分はアキノノゲシを標

徴種，カナムグラを区分種とするアキノノゲシーカナムグラ群集としてまとめられた。

　アキノノゲシーカナムグラ群集は，窒素分の多い富栄養な荒地やきす辺の土手，路傍などによく

みられるつる牲草本植物群落である。

　　　　　　　　　　　　Tab．19　アキノゲシーカナムグラ群集

　　　　　　　　　　LactuCO　indicae－HumUletum　laPOniCae

Feld－N1・．；源イ社番うナ：饗S・203，　H～～he　O．　N玉eer　l繰手友i蒲720m，　Gr6Be　d．　Probeflache　i調1査i酊手責　　25m2，　IIδhe　u，

Deckしu｝g　d．　Vegetation　lIll’〔生の高さと継足率：80cm，100％，　Artenzahl出現拳1嚢数：10　spp．

Kem｝arten　d．　Ass．　　　　　　　　イ洋渠標徴種

　〃～〃〃〃1〃s5α〃〃（ノ〃∫

　五αご～～でα♂～〃‘／～α’

｝くenn響U．’rrennarten　d．王くlasse

　／1〃。’〃翻ζψノブ〃coカ5

　ノ，θみ9δ1～～θμ1‘〃～8～s6！〃〃～

　sピ1ω密ぎ猷〃’ごα

　　カナムグラ　　5・5

　　アキノノゲシ　1・2

：クラヌ、標職種

　　ヨモギ　　　　1・2

　　イヌタテ』　　一｝．．・2

　　キ・ンエノコロ　1・2

　　P116‘！〃～ω～9θ1～‘YZ

　Be暮leiter：

　　Eノ惣（ノノη〃r〃〃～～〃‘5

1　　c1～d1～θ／，（π～～～’〃～‘～～ゐ〃〃～

　　ノぜ〃1〃αoム〃ごψわ／1～俗

　　∬，θム獣‘川～θ〃〃～～で1めび181～

　アオミズ

随伴種

　ヒメジョオン

　シロザ

十

十

十

エソ“ mギシギシ十

ミゾソバ 1・2

Lage　d．　Aufn．調や吐地：Asahi，　Silnokawada…mを夏chi下川HiHl∫，1）atum　d．今uf1｝．1該団査年月卜1：王0．　Sept．1983．

　　25．　ヤクシソウータケニグサ群集

　　　　　Youngio　denticula北ae－Macleayetum　cordatae　Ohba1975

　　　　（Tab．20）

　有機物に富む森林伐採跡地や表層土の崩積したのり面崩壊地などではタケニグサやヤクシソウ

が先駆的に侵入し群落を形成する。

　沼国市の下川1］三i町で道路に下した伐跡下量祷～の崩壊地と佐1．L酬∫の谷に面した崩壊地で同旨査された

植分はタケニグサ，ヤクシソウ，オトコエシを標二種としてヤクシソウータケニグサ群集にまと

められた。植分は高さ120～150cm，全槙被率70～85％であり，構成種は標徴種群のほか，ヌル

デ，クサギ，タラノキなどの陽性低木類，ニガイチゴ，クマイチゴ，モミジイチゴなどの林縁に

も出現するキイチゴ類（Rz‘伽の，さらに切り跡群落の構成種であるムカゴイラクサ，スギナ，

アキノキリンソウ，ヤマニガナなどが生育している。生育立地は，斜面下部の適潤立地である。
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　　　　　Tab．20　ヤクシソウータケニグサ群集

Youngio　（1enticulatae一1＞lacleayetum　cordatae

Lfd．　Nr．

Feld－Nr．

Datum　d．　Aufnahme（1983）

Hδheもt　Meer（ln）：

EXPosition：

Neigung　（。〉：

Grδ6e　d．．1）robef1巨che（m2）

通し番号

調査番号

調査月日

方位

1

NS
i47

6

27

350

SW
35

20

2

NS
199

9

9

740

w
25

24

Hδhe　d．　VegetatiOI1　（Cln）： 120 150

1）eCkUng　d．　Vegetatめn　（％）： 宇直鼓脹 70 85

A1・tel〕zahl： 1：1：野州数 15 21

Kelmarten　d。　Ass，： 群集標徴種

抽ノτ旗e溶ご～ω～〃α磁孟α ヤクシソウ 2・3 3・3

Mπご～齪、饗ごω漁～召　　　「

タケニグサ 3・3 ・

ノそ～〃～1．～活αび～〃osα オトコエシ 十 3・3

Artend．CIerodendro一
Nlallotioll　jaPonicae　： クサギーアカメガシワ群団の種

　メbτ～！忽認α々z

　R∫～πsノ‘～槻，¢～α

　C！βγ0ゴ0η41ηノZ～1ぜC1～‘）～0η？～θノ2

Artend．Roseteamultlflorae
　R〃∂〃scノη々～（響の」～♂‘s

　R～め～βη．～〆ごノηρゐy1！～偲

　左～∫伽卿η2α燃var．00μ0カ1り〃～‘S

Sonsti暮e　Arten：

　∬～ψα！0吻ノπ／～ガη6ノ．～紹var．5～η．〃～ごの〃」〃η

　P6！6～S～～65脚力0／7～α‘S

出現i劉の種

　タラノキ

　ヌルデ

　クサギ

ノイバラクラヌ、の種

　クマイチゴ

　ニガイチゴ

　モミジイチゴ

その他の種

　ヒヨドリバナ

　フキ

十

÷

o

1・2

十

十

十

十

÷

1・1

，

o

十

3・3

　　　　　　　AuBerdem　je　eilm｝ah1、　Lfd．　Nr．1：∬1／zμ〃～6〃51¢u～01ゼツリフネソウ1・2，遅｝のω’ノご～でη36瑠。々’ノ；．zオ

トギリソウ十，S～αc1～y～θマだρ灘600κキブシ1・1，ノ）1～y〃α短1躍s～θゼ7紹ガαコミカンソウ十，ゐ蝿四隅01～彪。観1〃η～漉5オ

カ1・ラノオ÷，Ill　Nr．2：．4πz磁ω1届α～‘♂ウド1・2，1瞭∫oω？〃～～．βε～ノ？67～諮ススキ1・2，劫ゼ7π7798α加〃。々‘c1ηZαタマ

アジサイ十，M齢05’〔慰々槻。珈ノηθ〃η2　var．ρo加～召01び～〃7zアシボソ1・2，αアε’3〃｝け～ψ伽2ガα‘η3ナンプアザミ÷，

／b劾π～言～々η～o／2～α’2αオオヨモギ1・2，0ρ1♂s刃26曜β3〃24～‘♂認肋戯βケチヂミザサ2・2，』α6η7α爵妙が加」齢ボタンヅル

＋・2，五r6漉40∂∫鷹オオジシバリ＋・2，　C如撚Sp．スゲ属の一種＋・2，、4s’θプgZθ1〃漉var．1～07240θηsおゴマナ十，

Eα忽sε々〃》zαノ’〃6π∫εスギナ＋，ゐ86飯。α塑44θαηαvar．8Zα如ヤマニガナ1・1，　SoJ∫磁go　o＠η一ακ廻αvar，α5ぬ’あαアキ

ノキリンソウ十．

Lage　d，　Aufn　調査地：Lfd．　Nr．1：Shimokawada－machi下1彗i王11町，2：．Sayama－lnachi　仏三由旺i∫．

26．　エゾノギシギシーカモガや群落

　　　翫配θκoわ伽〃b伽8一．0α吻ZεsgZo〃εerαfα一Gesellschaft（？ab．21）

子持山の山腹や佐山町付近には外来牧草の播種による牧畜が行なわれている。自然林を伐開し

た山地斜面には広い入工草地が広がっている。
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　　　　　　　　　　　　Tab．2！　エゾノギシギシーカモガや群落

　　　　　　　　　　　R％彫8κo玩％s加）距％31）αo砂」ゴsglo1瑠駕’α一Gesellschaft

Feid。　Nr．：調査番号：NS－i44，　Datum　d．　Aufn，調査年月日：27．　Juni　1983，　Expos｛tion　u．　Neigung方位・傾斜

：SE　30，　GrδBe　d．　ProbefI議che調査面積：9m2，　H6he　d．　Vegetation継生高：50cm，　Deckung　d．　Vegetation

植被率；100％，Artenzahl出境種板　：13．

Gesate　、Viesenpflanze：

　0㍑めゾ乞540η2ω窃α

Trelm段rten　d．　Gesellschaft：

播種植物

　カモガヤ

群落区分種

　Rπη2θκ06！～β荻）〃～β

　勘むgo／zz‘刀z！oη9醜々‘η3

　s‘8z如ノ惣α9殿がατ

Begleiter：

　Gθ7π漉〃，z〃～～〃2加ノ9～ガ

エゾノギシギシ

　イヌタデ

　ウシハコベ

随伴種

5・5

1・1

1・2

十・2

ゲンノショウコ　1・2

Co刀z7フ躍！ガ7？αご。η2η2～でπ空

ん勿12癖αρア加。の∫

s～θ磁ノ勉η（箸1θ‘1α

Eガ8θノ御2ρ雇盈4θゆ屠ご〃s

R多’ηZ己ταごθ’05α

Eフ忽ωりηαπ7¢～〃‘s

POむ90722‘η2α砂が磁’〃7／Z

刃6／～lyノ御2〃～6ε伽〃勿ガ

ツユクサ

ヨモギ

ミドリハコベ

ハルジオン

スイバ

ヒメジョオン

イタドリ

ヒナタイノコズチ

1・2

1・2

1・2

1・1

十・2

十

十

Lage　d．　Aufn，調査地：Shimokawada－machi下塾1川町（H6he負，　Meer海抜高：720m）

　人工草地には主にカモガヤ，ネズミムギが播種されている。これらは冷温帯に適した夏島であ

る。人工草地の雑草は造成初期に！年生植物，数年経過した植分では多年生草本植物が侵入生育

する。いずれの場合も楽髪素性草本lili〔物が主要種となる。

　下1王i川町の海抜720m地点でのカモガヤ草地の植生調査ではイヌタデ，ツユクサ，ミドリハコ

ベ，ヒメジョオンなどの1年生草本植物と，エゾノギシギシ，ウシハコベ，ゲンノショウコ，ヨ

モギなど多年生草本植物が混生している。この面分は，入戸忌地の代表的な雑草であるエゾノギ

シギシを区：細心として表記の群落にまとめられた。

　人工草地は外来牧草を施肥管理によって持続させようとするもので，好調素性雑草の侵入がは

げしい。同時に家畜が忌避する植物（エゾノギシギシなど）の繁茂も起り，その防除はきわめて

困難となるため，慎重な管理を必要とする。

　　27．　凹凹クサーオオバコ群集

　　　　　Eragrostio　ferτug玉neae・P蓋a蹴転agi亘etum　asia毛icae

　　　　（］Miyawaki　1964）Tx．1977（7ah　22）

　グランド，舗装されていない路⊥，登由道など人や臼愚輩による踏圧の影響を受けているとこ

ろでは，カゼクサ，オオバコをはじめオヒシバ，アキメヒシバ，スズメノカタビラなどμゼット，

または，叢生の生育形をもつ草本植物で構成される路上雑草群落がみられる。この群落は，カゼ

クサ，オオバコ，スズメノヒエを標徴種としてカゼクサーオオバコ群集にまとめられる。

　介圓調査が行なわれたカゼクサーオオノミコ群集は沼田公園，三峰山の駐車場，横塚町の愛宕神

社の境内に生育している植生高10～25cm，出現種数4～5種の多年生草本群落である。立地の表

爾には人間の踏みつけによって微小な騒凸による乾湿の差が生じ，標二種の他をこは，シロツメク

サ，アキメヒシバ，スズメノカタビラなどの路傍雑草が生育しているQ
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　Fig．！3　路上に生育するカゼクサーオオバコ群集（岡谷町，海抜450m）。

Auf〔lemWegwachsen⊂les　Eragrostio　ferrugineae－Pla償aginetum
asiaticae　（Okaya－machi　450m蕪．　NN）．

　このような路上雑草群落は，踏圧によって持続されているが，さらに緩圧が強くなるとオオバ

コも生育できなくなり裸地化する。また，入通りがなくなり廃道となって人が踏まなくなるとと

もに．その生育地は路傍雑草など他の群落におきかわる。

　　28．　カワラスゲーオオバコ群集

　　　　　Carici　incisae－Plantagi聾etum　asiaもicae　（Miyawaki1964）

　　　　Tx．1977　（7a蚤）．22）

　沼田帯の下川町横子と河内井ではカヤツリグサ科の多年草であるカワラスゲの植分の調査資料

が得られた。この械分はカワラスゲを標慰種としてカワラスゲーオオバコ群集にまとめられた。

　カワラスゲーオオバコ群集は高さ20cm，全植被率85％の草本群落である。カゼクサー薄霧バ

コ群集と同じような人為的撹乱の強い立地に生育している跳上雑草群落であるが，その生育地が

カゼクサーオオバコ群集より湿性地であり，ブナクラス域を野心に生育している。標徴種の他に，

シロツメクサ，ユウガギク，アキメヒシバ，キンミズヒキ，カタバミなどの路傍雑草群落の構成

種が多くみられる。
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Tab．22　カゼクサーオオバコ群集（A）およびカワラスゲーオオバコ群集（B）

　Eragrostio　ferrugineae－Plarltaginetum　asiaticae（A）und
　Car三ci　inc玉sae・Plantagilletum　asiaticae（B）

Spalte：

Laufende　Nr．

Fe里d－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme

Hδhe毛i．　Meer（m）：

GrδBe　d．　Probeflahe（m2＞：

H6he　d，　VegetatiOn（cm＞：

Deckung　d．　Vegetatlon（％）：

Artellzahl：

群落区分

通し番号

調査番号

言調三査年月日

海抜高

澤毒望蚤．面糸責

報〔圭ヒ鳶一

季直被孫二

1熟寧己番症数

Kelmarten　d、　Ass．：

　Eノ㎎ノrO∫8ガ5ノ乙η7婬加〔ノα

　磁ノ欲～ノ．～α蓉召

Kelmartell　d．　hoheren　Eillheite1り

　Pl捻η㎏0αS劾蕗αZ

　勲吻1κη¢〃耀フ2δ8／9ガ

堕　　7ン肋〃舘規フ砂〔〃だ

　∫〕oααηノπ雌

　漁」ガη2〔～アおρ加η〃ψ磁

　」〔）忽〃ω’乞α〃ガ0如56θ72S

　C1二｝や！o～㍑6ηガαメα〆）ω～ガ。α

ま1：1現1圓の種AuBerdenl　je　eilnal　in　Lfd，　Nr，2

in　6：　148ガ窺07磁メαρoη乞侃キンミズヒキ十，

ウコ十・2，in7：

調査地：Ftmdorte　1・2，　Numata　Park　沼田公園，

神社，5，Berg　Mitsumine，　Usoi－machi

7，Klawauchi　河内．

　￥洋讐誹票徴瓶寛

　　カゼクサ

　　カワラスゲ

：．．ヒ級単位の標徴種

　　オオバコ

　　スズメノヒエ

　1随1半有嚢

　　シロツメクサ

　　スズメノカタビラ

　　ユウガギク

　　アキメヒシバ

　　　ミツバ

1

NS
6

’83

6

21

370

1

10

80

4

2

NS
7

’83

6

21

370

1

12

85

5

3

NS
131

’83

6

27

45G

　1

20

80

5

4

NS
132

’83

6

27

450

6

25

80

5

　5

NS
77

’83

6

23

770

12

10

50

5

6

NS
145

’83

6

27

660

12

20

85

8

　7

MS
　1

’80

1G

　6

795

　2

20

85

　9

1・2 3・3 4・4 4・4 2・2 ● 十・2

4・4 3・3

5・4

1・2

2・2

○

3・3

2・2

2・2

3・3

1・2

1・2

÷・2

3・3

十・2

十・2

十・2

3・3

1・2

十

3・3

十・2

十・2

　尋・．

4・5

十

・十・2

十・2

　十

十・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zの廓αメαρ07漉αシバ1・2，in5：κ～．〃7z規61η画α5’痴α～αヤハズソウ÷・2，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0κα」お6071麗α‘如忽カタノくミ＋，　Gθηη謡窺〃㍑‘126θ㎎ゴガゲンノショ

伽勿安z（ゾ～忽諺ψo㎎乞αzf．∫πδs6s師露sコナスビ十・2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・4，Shintoshrein－Atago，　Yokozuka－machi横塚町愛宕

　　　　　　　　　　　　　　　　　宇楚井田｝三峰山，6，Yokoko，　Shimok皐wada－mach｛下川［｝i則丁横子陀
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　　29．　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　　Pi丑ellioもernatae・Euphorbietum　pseudochamaesyces
　　　　M：iyawaki　1969（τah．23）

　耕作地は耕起，施肥，除草など定期的，集約的な人為的管理のもとに維持されている独特な生

態系である。そこに生育している植物群落は他の立地と異った種群から構成されており，畑地雑

草群落といわれている。

　畑地雑草群・落の構成種の生態学的特徴は，好窒素性であること，短期間に生育する1年生：草本

植物が多いこと，種子の生産量が非常に多く，種子の脱粒牲や散布能力が高いことなどがあげら

れ，畑地の立地条件によく合っている。また地下茎や球茎をもち栄養繁殖を行なう種でもカラス

ビシャクのように，切断に強く心配に対する抵抗力の強い植物が生育している。しかし，耕作管

理が組放あるいは放棄されると他の植物との競争力は弱いため，畑地雑草は急速に減少する。ま

ず1年生の接地植物にとってかわり，2年生草本植物ヒメジョオン，ヒメムカシヨモギなどのム

カシヨモギ属（Eア毎θπ刀のの植物カミ急速に侵入し群・落を形成する。

　沼田市の畑地雑草群落は群集標昏昏のカラスビシャク，ニシキソウを欠くが，カタバミ，シロ

ザ，ノゲシ，ハナイバナ，エノキグサなどのシロザクラスの副詞とスベリヒユ，コハコベ，ツユク

サなどのツユクサオーダーの種群を有するためカラスビシャクーニシキソウ群集にまとめられた。

　　39．　ウリカワーコナギ群集

　　　　　Sa竃itもario・Monochorieもum　Miyawaki1960（Tab．24）

　水田耕作に適応し，水稲と共存しながら持続生育している水田雑草は，返年の除草剤の改良に

よっていちじるしく減退している。しかし現在なお雑草の生育する水閏がみられる。市内佐山町

の水繊で，除草をまぬがれた水田雑草群落が調査された。イネにまじってオモダカが生育旺盛で，

臨地的に優占している。他にイヌエビ，コナギ，ホタルイ，タウコギ，イボクサなどが生育し，

7～10種で構成されている。このような種組成をもつ油分はウリカワを欠くが，本州に広く分布

するウリカワーコナギ群集に含められる。

　水江離草は高被度で生育する場合はイネと競合し稲作に害を及ぼすが，少量の場合は，水心生

態系を維持する上でむしろプラスの役劇を果す。沼田市の水田は地形が槍法要因となって機械化

が遅れているが，しかしわが国の伝統的な稲作経営を維持することも生態学約な見地からみて重

要なことである。

　31．　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　　Stellario－Ranunc双letum　cantonieRsis　Miyawakieも

　　　Okuda　1972　（Tab．25）

水稲が収穫されてから次年耕起が開始される低温期に水田に一時白勺に生育する植物群落の一つ
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Lfd．　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Au魚．

H6he廿．単eer（m）：

GrδBe　d．　Probefiache（m2）：

Hδhe　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation　（％）

Artenzahi：

学ab，24　ウリカワーコナギ群集

Sagittario－Monochorietum

　　　　　　通し番号

　　　　　　調査番号

　　　　　　調査年月日

海抜高

調断面積

季直生野

継被率

置h現種数

Kennarten　d．　Ass．　u．　hohereΣ亀Ei油eiten：

　＆～9ガ如漁ρ功惣var．ω29～β’鈎如

　βご1～〃zoご〃。召ごη薦9α1〃

　β～ゴ8ηsかψ召1プ加

　S‘∫ゆz‘sぬ。如η〃

　λ40加胆磁θα9～7？α／露vaL卿1¢㎏’π6α

　β忽67？∫．加7740s〃

Begleiter：

　0り照sα！’〃召

　／1フ1εμ6η7σた。露召ん

　087？αη〃～θ知〃αηたα

　〃ヌ340〃2魚ρノηご～〃励8フ23

　五z〃ω忽彪ρノηs’πz’α

・αゆθγκ∬αη93’ガηo∠6η1～β

　∫「1～α如ノr乞3αη齪4加αご甜

　Ro彪‘αガηolガ6α

　五〇δθ1忽野卑θπ5な

　αη励6磁辮加胆α

調査上慮　Fundorte：Lfd．　Nr．　1，

群集，．．ヒ級単位標徴種

　オモダカ

　イヌビエ

　タウコ．ギ

　ホタルイ

　コナギ

　アメリカセンダングサ

随伴種

　イネ

　イボクサ

　セリ

　アゼナ

　チョウジタデ

　カワラスガナ

　クサヨシ

　キカシグサ

　ミゾカ．クシ

　トキンソウ
　　1左1．1」田J’

1

NS
201

’83

9

9

580

4

80

80

11

2

NS
202

’83

9

9

580

16

SO

80

7

3

YU
23

’80

8

8

428

10

60

60

王0

2　：Sayama－111achi 3　：0kaya・Inachi

2・2

2・2

2・2

1・2

1・2

4・4

1・2

十

王・2

1・2

十

岡谷田丁．

5・5

十・2

十

4・4

十・2

十

十

十・2

十・2

÷

3・4

十・2

1・2

÷・2

十・2

十・2

十

にノミノフスマーケキッネノボタソ群集がある。群集丁丁種はノミノフスマ，ケキッネノボタソ，

コオニタビラコ，セトガヤなどであるが，このうち沼田市内で調査された三分にはノミノフスマ

とコオニタビラコが出現している。さらに優占種のスズメノテッポウとタネツケバナは，春季水

田雑草群落に広範閉セこ出現する種である。

　これらのノミノフスマーケキッネノボタン群集の構成種は秋季発芽してロゼット形や叢生形で

越冬し，翌春生長開花し，耕起寸前に結実する特性をもっている。開花期の4～5月には様々な

写物が一斉に開花する。とくに緑肥用のゲンゲの開花は美しい田園景観の一構成要素である。
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Lfd．　Nr．

Feld－Nr．

Datum　d．　Aし聖f11．（1983）

Tab．25　ノミノフスマーケキッネノボタン群集

Stellario－Ranunculetum　cantoniensis

1－1δhe蓑．1＞leer　（n、）：

GrδBe（1．　Probefl盃che（m2）

H6he　d．　Ve館a亡｛on（cm）：

Decktmg　d．　Vegetation（％）

ArteIlzahl：

通し番号
調査番号

調査月日

海抜高

調査面積

敏生高

室直被率

出現種数

1

NS
128

6

26

700

4

20

60

王5

2

NS
129

6

26

700

4

20

80

20

Kennarten　d．　Ass．

　S’8～～1〃・如θ～5ノη8var．～’17♂〃Zα～θ

　五ψSα〃α妙¢9ω10～46∫

玉くellnarten　d．、！erb．：

　み／0ρ6αθ7♂Sα6σ～副乏5

　α〃τ～θ〃～～η6．〃（ゐτ11θsr～

Ke…、Rarしe11（1．　Ordnung　u，　Klasse：

　ハめ思0〃1θηηψ加1～6ηS6

　〆1〃61～（ξ〃2αた認耀た

　∫）04｝90ノ～〃’〃S～セδ0〆♂～γ

　β～ζ161～∫～1ψωプ〃’

　β～‘10ηSノ｝η〃40∫α

Be墓1e辻er：

　PO心90η～’1η～ω～9融々でηZ

　O612徽〃～6カθω～～ビθ

　0ノ’㍑（73ビ7！～μπ

　α癬～f7ηsp．（Keimhn9）

群集標徴種

　ノミノフスマ

　コオニタビラコ

群；禰標徴種

　スズメノテッポウ

　タネツケバナ

オーダー，クラス標徴種

　ヤノネグサ

　イボクサ

　ァキノウナギツカミ

　タウコギ

　アメリカセンダングサ

随伴種

　イヌタデ

　セ　リ

　イ　ネ

　アザミの芽生え

3・3

3・3

玉・2

1・2

1・2

十

十・2

十

十

1・2

十・2

十

2・2

÷・2

4・4

王・2

1・2

十

十

十・2

十

1・2

2・2

十・2

十・2

出現1回の種　Auβerdem　le　einmal　in　Lfd，　Nr．1：、4肋π㍑oηぬ紗認欝コブナグサ＋・2，1）忽磁廊αぬσθη4朗s

メヒシバ＋，翫1珈θ7ε∫ρs伽40yoη2εηαカントウヨメナ＋・2，in2：Eガ86γoη6αηα46ηs空ヒメムカシヨモギ＋，伽6ガ03‘”3

忽κκ刑コケオトギリ＋，Mos如ヵκ擢如伽如イヌコウジュ率，　Sごゆ薦加如γ麗ホタルイ＋，　Eσ〃な。’3〃刀αプ肥η3θスギナ

十，競b勉麗解α醒諏ツボスミレ十・，E陀061～πγなyOん0∫06ηSゴεマツバイ十．

Lage　d．　Aufn．調査地：Kamihocchl－machi上発知町

B．ブナクラス域（出地帯）

　　Fagetea　creRatae・Gebie重（！腰。滋aneStufe）

　沼田台地や沖積地など低地部は，シラカシ群集を主な潜在自然欄生とするヤブツバキクラス域

である。しかし山地部など海抜が高くなると，ブナ，ミズナラ，ヒトッパカエデ，ハウチワカエ

デなどの夏緑広葉樹が特徴的に生育する植生域；ブナクラス域となる。沼田市は太平洋岸気候と

撒本海岸気候との移行地点にあたっており，ブナクラス域の植生はこの気候的な特徴を反映して

地域的なちがいがみられる。すなわち，子持山や三雪山南面では，海抜700～8001nをブナクラ
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ス域の下限とする。子持山には自然林は残されていないが，ヤマボゥシーブナ国幣やオオモミジ

ガサーブナ群集などの太平洋｛員げナ林を潜在自然植生とする。これに対し三峰山北面，迦葉山，

玉療，鹿俣山など北部山地では，海抜600～700m以上をブナクラス域とし，ボツツジーミズナラ

群集，ヒメアオキーブナ群集，ジュウモソジシダーサワグルミ群集，アカミノイヌツゲークロベ

騨集など口本海側の植登三域となっている。

　ブナクラス域はカラマツ植林，スギ植林，薪炭材の供給など林業方面での利胴が行なわれてき

ている。また，ワラビ，ゼンマイ，タラの芽，キノコなど山菜採りや，最近ではスキー場やキャ

ンプ場などレクリェーション棊地として市民に親しまれている。

（a）自然植生Nat轍1孟che　VegeねtiOh

a．夏緑広葉樹林So夏nmelgr廿ne　La曲walder

　ブナ，ミズナラ，ハウチワカエデ，コハウチワカエデ，ヒトツバカエデ，コシアブラ，イヌシ

デ，アカシデなどが生育する夏緑広葉樹林は，現在ではカラマツ楠林や二次林となっているとこ

ろが多いが，潜在臼然植生として最も広い面積を占めている。モミ群落は相観的セこは針葉樹林で

あるが，種組成的に夏緑広葉樹林と同じ項目に扱われている。

　　32．　ホツツジーミズナラ群集

　　　　　7ripetaleio－Quercetum皿ongohcae　grosseserratae
　　　　Ohba　1973　（Ta董）．26）

　三峰出山頂付近には，ブナ，イヌブナ，ミズナラ，イヌシデなどが生育する夏緑広葉樹林が生

育している。これらの植分はアクシバ，ホツツジ，ヤマツツジ，ネジキ，　トウゴクミツバツツジ，

アプラツツジなどのツツジ科やコアジサイ，タガネソウ，ツクバネウツギ，ツクバネ，ヤマボウ

シを標徴種・区分種としてホツツジーミズナラ群集にまとめられた。

　高木層には高さ22～27mでブナ，イヌブナ，ミズナラ，クリ，イヌシデなどが優占，または混

生している。亜高木屈にはミズナラ，ブナ，ウリハダカエデ，アオハダ，リョウブ，ネジキ，ク

マシデなどが生育している。低木暦，草本層には区分種塒1のほか，オオバクロモジ，マンサク，

オオカメノキ，パイカツツジ，ハウチワカエデ，　ミヤマガマズミ，シシガシラ，オクモミジバグ

マなどが生育している。平均娼三種数は39種である。

　ホツツジーミズナラ群集は北東～北西：方“向の尾根下部の斜面や1凱状地など，山谷風の影響を受

ける立地に生育している。また所々に母岩の露画している四分もみられる。そのため土壌表面は

乾燥しやすい傾吻がある。

　ボツッジーミズナラ群集は漏本海側に分布するミズナラ林として清津峡から報告された摯洋集で

ある（大場！973）。その後，谷川岳からも報告されている（大場・菅源・大野1978）。三峰山の
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植分はそれらと比較してトクワカソウ，キタゴヨウなどを欠いているが，全体的な種組成の一致

からホツッジーミズナラ群集にまとめられた。ボツッジーミズナラ群集はブナクラス域下部に生

育する夏緑広葉樹林であり，上部ではマルバマンサクーブナ群集に移行する。

　ホツツジーミズナラ群集の上級単位への所属について大場（1973）はマルバアオダモーミズナ

ラ群団Fraxino一Ωuercion　mongolicae　grosseserrataeセこまとめている。し

かし，マルバアオダモーミズナラ群団の詳しい種組成は示されておらず，和田（1982）の研究に

もかかわらずその実体は解明されたとは言い難い。したがって年報ではマルバアオダモーミズナ

ラ群団の名は用いられていない。上級単位はコナラーミズナラオーダー，ブナクラスにまとめら

れる。

　　33．モミ群落

　　　　　．肋εθs茄・配α一Gesellschaft（Tab．26）

　佐山地区や上発知，迦葉山など北部の丘陵，lj一戯の尾根筋や急斜諦こは，モミ林が小面積なが

らも点在している。植生調査が行なわれたモミ群落は，弥勒寺の参道（車道）沿いの海抜820～

840m地点に発達するモミ植分である。

　モミ群落はモミ，アワブキ，ウダイカンバ，ウラジロノキ，オオバマンサク，ムラサキシキブ，

エイザンスミレ，ソバナなどを区分種としてモミ群落にまとめられる。高木層にはモミが被度5

で優物し，ウダイカンバ，カスミザクラが混生している。亜高木層や低木屑にはコハウチワカエ

デ，ウリハダカエデ，アワブキ，ミヤマガマズミ，ハウチワカエデ，オオカメノキ，アオダモ，

コシアブラ，オオバクロモジなど多くの夏緑広葉樹やモミが生育している。草本層はオクモミジ

バグマ，チゴユリ，トリアシショウマ，ツルリンドウ，エイザンスミレ，ハエドクソウ，ソバナ

など適理性の草本植物が多い。また下部の沢に近いところではハイイヌガヤが優占している。高

木層のモミは胸高直径90cm以上に達している。繊現種数は57，6！種を数える◎

　モミ群落は沢沿いの広尾根土に生育している。沢から水分の供給を受けるため，尾根でありな

がら適潤性の土壌となっている。

　ブナクラス域下部にはイヌブナ，ミズナラ，ロナラ，クリ，イヌシデ，アヵシデ，モミなどが

優占または混生する群落が知られている。残存する植分は少ないが，1珂武隈山地，栃木県塩原地

方，水上町，山梨県，長野県などから，タリーイヌブナ群落，アブラツツジーイヌブナ群落，ク

リーコナラ群集，バクウソボクーイヌブナ群落，コアジサイーミズナラ群集などが報告されてい

る（宮脇ほか1980，宮脇・鈴木・鈴木！984，山崎1980，裳脇・中村1982，宮脇ほか1977，

和田1982）。モミ群落はこれらの植生と同質の群落と判定される。沼国市北部の丘陵・山地には

モミが黒木的あるいは若齢林として生育しているのが観察され，モミ群落は沼田市のブナクラス

域下部の潜在臼然植生として広い面積を占めていると考えられる。
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　　34．　チャボガヤーブナ群落

　　　　　1brrε〃αππc〃宅rαvar．　rα♂εcαπs．．颪αgπs　crθηαfα・Gesellschaft（Ta】）．26）

　迦葉山の弥勒寺から和上台に至る登山道沿いには，林床にチャボヤが優占するブナ林が生育し

ている。この植分はチャボガヤ，オオズミ，ケヤキ，ミズキ，ウリノキを区分種としてチャボガ

ヤーブナ群落にまとめられた。高木厩にはブナ，ミズナラが優噛し，ケヤキが混生している。高

さは24mに達し，ミズナラは胸高直径1．5mに及ぶ個体もみられる。亜高木履はハウチワカエデ，

サワシバ，ヤマモミジ，アオダモ，ホオノキなどが生育している。低木1習は雪による翻飼形態を

とっており，チャボガヤ，ハイイヌガヤ，オオバクロモジ，オオカメノキ，ミヤマハハソ，コハ

ウチワカエデなどがみられる。葦本層はオクノカソスゲ，ミゾシダ，ミヤマカンスゲ，トリアシ

ショウマ，ツルマサキ，ウリノキなどが生育しており，やや湿生なブナ林である。出現回数は48

種である。

　チャボガヤーブナ群落は小～中礫の多いやや口状の緩斜而に生育しており，所々に巨礫が点在

している。チャボガヤーブナ群落はチャボガヤ，ハイイヌガヤ，オオバクロモジ，ヤマモミジ，

トリアシショウマなど日本海側分布をする種群により日本海側のブナ林であるチシマザサーブナ

群団にまとめられ，ササーブナオーダー，ブナクラスに帰属される。

　　35．　ヒメアオキーブナ群集

　　　　　Aucubo－Fagetum　crenatae：Miyawaki，OhわaetMurase1969

　　　　（Tab．26）

　沼田市においてブナ林は，玉源，鹿俣山など武尊山麓地域一こ最も広くみられる。玉原周辺のブ

ナ林は，大部分がヒメアオキーブナ群集にまとめられた。

　ヒメアオキーブナ群集はテツカエデ，オシダ，ツノハシバミ，チシマザサ，ヤマイヌワラビ，

ヒメモチ，エゾユズリハの種群により標徴・区分される。また，ホツツジーミズナラ群集，チャ

ボガヤーブナ群落に対しては，シラネワラビ，ツルアジサイ，ツタウルシ，タニギキョウ，ヤマ

ソテツなどをもっことにより区分される。高木屑に優占するブナは，高さ25m前後で，最も樹高

の高い三体では32mに達している。一部亜高木層を欠く三分もあるが，大部分は4層構造をとっ

ている。林内にはハウチワカエデ，ブナ，アオダモ，コシアブラ，オオカメノキ，オオバクロモ

ジ，ウワミズザクラ，アヵイタヤ，ホオノキ，テッカエデなどの夏緑広葉樹類が亜高木層や低木

層を構成している。林床にはチマキザサ，クマイザサ，チシマザサなどのササ類が優占し，シラ

ネワラビ，タニギキョウ，　ミヤマカンスゲ，ヤマソテツ，オシダ，ナライシダ，ヤマイヌワラビ，

ツクバネソウなどの草本植物，ツタウルシ，イワガラミ，ツルアジサイのつる植物や日本海側多

雪地の常緑低木であるヒメモチ，エゾユズリハの常在度が高い。林床を構成する低木類には冬季

の雪圧のため飼翻している種が多い。

　ヒメアオキーブナ群集は2つの亜群集に下位区：分される。
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　　　　Fig．14　緩斜llliに発達したヒメアオキーブナ群集

　　　　　　　（平原高源，海抜1，300m）。

AufdemsanftellHan暮elltwic｛《eltesAucubo－Fagetum　crenatae
（Tam1〕ara－kogen　1，300m　U．　NN），

　クマイザサ亜群集はクマイザサ，ナライシダ，エゾアジサイ，ハイイヌツゲ，オクノカソスゲ，

ヘビノネゴザにより区分される。斜而下部の雪の溜りやすい立地に生育している。より湿性立地

の下位単位である。

　チマキザサ瓶群集はクルマムグラ，チマキザザ，ミヤマアオダモ，ヒロバテソナンショウ，マ

イヅルソウ，オオイタヤメイゲツ，ダケカンバにより区分される。高本1醗樽成種は3種と単純で

あり，出現種数も平均24種とクマイザサ！『E群集の36種と比較して少ない。チマキザサ麗群集は

海抜約1，400m以一しのブナクラス域上部に生育している。

　ヒメアオキーブナ群集は日本海縄多雪地の中庸立地に広く分布するブナ林である。平坦地や緩

斜旗では樹高30mにも及ぶ安定した植分を形成し，近畿以東の1ヨ本海側から東北地方にかけて最

も広い潜在自然植生域を占めている。宮脇ら（！968）により規定されたヒメアオキーブナ群集と

比較して，沼田市の植分はヒメアオキを欠いているのが特徴である。

　ヒメァオキーブナ群集は玉原地区レクリェーション基地稠辺に広く生育している。キャンプ場

など野外施設の利用にあたっては自然毒寒林，休養林，野外教育林などとしてこのヒメアオキー

ブナ群集の合理的な利用が期待される（第4章参照）。
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ヒメアオキーブナ群集はチシマザサーブナ群団，ササーブナオーダー，ブナクラスに帰属され

る。

Fig．！5　ヒメァオキーブナ群集の林内相観

　　　（玉三越，海抜1，210m）。

Imlnnerendes　Auctlbo－Fagetum　crenatae
（Ta1玉baragoe　1，2！0m蓑．　NN）．
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　　　　　　　　　　　Fig．16　ヒメアオキーブナ群集断層模式図

　　　　　　　　VegetationsprofildesAucubo－Fagetum　crellatae

l＝ブナ　1勉9螂。プ碑σ忽　　　　　　　　　　　6：チシマザサ　Sα詔肋7πθ癬s

2：ハウチワカエデ・40θ7ブαρo痂。％辮　　　　　　7：ヒメモチ　πθκZ6耀oo1α4α

3：オオバクロモジ　ゐ勿48死π％辮ゐ01如如var．　　8：ツルシキミ　3痂吻〃2勿ノ＠o卿。〃va飢’％’〃辮θ4勿

　　　　　　　　〃2θηzみ7απα6θα　　　　　　　　　　　　　　f．7θρ醐s

4：オオカメノキ　γ必％アππ〃zプ㍑70α’z6〃2　　　　9：ミヤマカンスゲ’Cαアθκ40～20加s如6勿αvar．

5：コシアブラ　・40αη蔽oρα％ακεc彪40ρ勿Z♂o配θs　　　　　　　　　　g1αうθ77鋤α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：シラネワラビ　D拶01）彪γ∫3α％s”∫α6α

　　36．　アスナローブナ群落

　　　　　丁ゐ疋↓ノρρsε840Zαbrα∫α一jF「αgπs　crθηαfα巳Gesellschaft　（「ra夏｝．26）

　水上町との境界の鹿俣山稜線には，尾根筋に常緑針葉構のアスナロを交えたブナ林が生育して

いる。この三分はアスナロ，ミネカエデ，コヨウラクツツジ，ツバメオモト，カニコウモリなど

を区分種としてアスナ揖一ブナ群落にまとめられた。

　アスナ分一ブナ群落は高さ24mで，高木層にはブナ，ダケカンバ，アスナロが混生している。

亜高木層，低木層にはアスナロ，アオダモ，ヒロハツリバナ，オオカメノキ，ミネカエデなどが

生育している。草本履はタニギキョウ，タケシマラン，ツバメオモト，マイヅルソウ，シノブカ

グマ，カニコウモリ，ミヤマカンスゲなど草本植物が多い。出現宇多は31種を数える。

　アスナローブナ群落はタケシマラソ，ツバメオモト，ミネカエデ，マイヅルソウ，シノブカグ
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マなどコケモモートウヒクラス域を中心に生育する種が特徴的であり，越後三山（宮脇他1968）

から報告されたマルバマンサクーブナ群集に種組成的に類似している。アスナローブナ群落は尾

根上北斜面の母岩の露出がみられる立地に生育している。このようなブナクラス域上部の尾根状

地に生育するアスナロ林は，栃木県の奥日光や蛇尾川源流域からも報告されている（簿井1958，

宮脇・鈴木・鈴木1984）◎

　　b．山地湿生林　Montane　SchluchtwaHer

　ブナクラス域の四釜川や発知州の渓田1三は，ケヤキ，サワグルミ，トチノキ，カツラ，オノエヤ

ナギなどの生育する湿生林の頷域である。また，玉原など湿源周辺にはヤチダモが生育している。

　　37．　チャボガヤーケヤキ群集

　　　　　田orreyo　radicaRtis－Zelkovetum　serrataeMiyawakietal．

　　　　1977　（Tab．2）

　チャボガヤーケヤキ群集は佐山町の四二川上流で植生調査が行なわれたケヤキ優占林である。

チャボガヤ，ユクノキ，ダンコウバイ，エンレイソウ，アズマガヤによって標徴・区分される。

高木層にはケヤキが優占し，オニイタヤ，ユクノキ，オニグルミ，トチノキなどが混生している。

植生高22m，28mのよく発達した植分である。林内にはヤマブキ，ツルマサキ，ミヤマハハソ，

アプラチャン，ヤマカシュウなどケヤキ群団の種群やトチノキ，ウリノキ，サカゲイノデ，ミヤ

マイラクサなどサワグルミ群団の種群，ヤマモミジ，ハイイヌガヤ，フジ，コマユミなどが生育

している。

　回報のチャボガヤーケヤキ群集は沢沿いのテラス状∫［Z坦地と，それに連続した尾根上の葱傾斜

岩角地の三分がまとめられている。しかし，両二分とも湿性立地にあり，高い空中湿度を示して

いる。

　チャボガヤーケヤキ群集は1ヨ本海側多雪地に生育するケヤキ林である。沼田市では海抜約800

mを境界としてジュウモソジシダーサワグルミ群集に移行する。また下部はヤブツバキクラス域

を中心に生育しているケソポナシーケヤキ群集に連続し，海抜約500mがこれらの境界域と考え

られる。チャボガヤーケヤキ群集の上級単位は，サワグルミ群獺，シオジーハルニレオーダー，

ブナクラスに所属がまとめられている。

　　38．　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　　　　polysもicho－1）teroc絃ryetum　S賦z．一Tok．eもal．1956（Tab．2）

　海抜約800m以上に生育している漢二二は，サワグルミ，ウワバミソウ，ムカゴイラクサ，オ

シダ，コチャルメルソウ，エゾアジサイなどを畑鼠種・区分種としてジュウモソジシダーサワグ

ルミ群集にまとめられた。

　ジュゥモンジシダーサワグルミ群集は高さ20～281nでサワグルミが優占している。ほかにトチ
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　Fig．17　四釜川の漢陛に多蓬達したチャボガヤーケヤキ群集

　　　　（イ左1」田i田∫，　7紅ま友　690m）O

Am　Schluchthang　cles　Flusses　Shlkan｝a－9awa　entwickeltes　T　o　r　r　e　y　o－

Zelkovetum　serτatae（Sayama－cho690mU．NN）．

ノキ，カツラ，ケヤキ，鞍鼻イタヤなどが混盗llしている。林内にはウリノキ，タマアジサイ，チ

ドリノキ，マユミ，ハイイヌガヤ，キブシなどの抵木のほか草本植物が多く，ウワバミソウ，ム

カゴイラクサ，オシダ，コチャルメルソウ，ヤグルマソウ，リョウメソシダ，サカゲイノデ，ク

サソテツ，ラショウモンカズラ，オクノカンスゲ，モミジガサ，フキなどが生育している。出現
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　　　　　　　Fig．18　ジュゥモンジシダーサワグルミ群集断面1莫式図

　　　　　　　　Vegetationsprofil　desPolystichQ－Pterocaryetuln

1：トチノキ　　　　・483α‘砺5伽ア6碗認α　　　　　6：サワハコベ　　　鋭θ11σγぬ4勿6駕卯0アα

2：サワグルミ　　　・P7θアooαり・α沈。加Zノσ　　　　7：サラシナショウマ　α卿。加5gσ3’窺ρ16κ

3：エゾアジサイ　　　Hン4駕1¢gθα772θ070カhッ」1αvar．　8；ヤグルマソウ　　　Ro488γ3毎ρ040ρ勿1～α

　　　　　　　　　勉α8πoα7ψα　　　　　　　　　9：オクノカンスゲ　　Cα78κ∫oZゴosおs／7πα

4＝リョウメンシダ　　・4γα凝望04θss’αη4∫sんガ　　　／0：チシマザサ　　　　Sα詔加躍θπsゴs

5：コチャルメルソウ　認’θZ1αρσκc”『Joγα

種数は36～58種，平均51種を数える。沼田市のジュウモンジシダーサワグルミ群集は2つの亜

群集に区分された。

　ケヤキ亜群集は高木届に，ケヤキ，オニイタヤを伴う植分で，これらのほかチドリノキ，コタ

ニワタリ，キブシ，ミッデカ訟デ，サワシバ，スミレサイシン，カメパヒキオコシなど多くの種

群により区分される。この亜群集は佐LLi町の四釜川上流および遜葉山弥勒寺参道沿いの発知川支

流から植生調査資料が得られている。立地は沢沿い急斜爾やテラス状地で団粒状構造に密んだ厚
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い土壌となっている。ケヤキ，オニイタヤ，ミヤマハハソ，ヤマブキなどのケヤキ群団の種群を

伴い，サワグルミ群団域の下限部に生育している植分である。

　テツカエデ亜群集はテッカエデ，サワハコベ，キツリフネ，ツノハシバミによって区分される。

発知川上流の上発知町宮内，冥冥の沢沿いテラス状地に生育している。

　ジュウモソジシダーサワグルミ群集は島根県以東の本州日本海側多雲列のブナクラス域渓谷沿

いに広く分布しているが，沼田市では残存する三分は少ない。

　　39．　ヤチダモ群落

　　　　　Frακεη配81παπぜ8んπrεcαvar．ノゆ。泥εcα・GeseUschaft　（7a董）．27）

　ヤチダモはブナクラス域の本州中北部から北海道の湿原周辺や低湿地に生育し，ハルニレ，ハ

ンノキなどと湿生林を形成する。沼田市でも断片的な国分ではあるが，一一地区にヤチダモ林が

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab。29　ヤチダモ群落

　　　　　　　　　　　奔ακ∫％％s甥α多24s1銘‘7ゴ。α　var．ゴαρoηノ。α一Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号：NS－112，　H6he　ti．　Meer海抜高：1130m，　Exposition　u．　Neigullg方位及び傾巧iこ1・：SW

50 CGrδBe　d．　Probeflache調査面積：1501、、2，　Hδhe　u　Deckung　d．　Baumschicht－1　高木1藤の高さと1「lil｛被率：

18m，75％，　II6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht－2　1111高木厨の高さと植被率：10m，50％，　H6he　u。　Decku夏、g

d．Strauchschicht　砥木lli7の高さと構被率：21、〕，30％，　Hδhe　u．　Deckung　d．　Krautschicht：～1’1：本層の高さと

非直被率：0。8m，90％，　Ar亡enzahl　出現種数：32．

Trennarten　d．　GeseUschaft：群落1メ：一種

F1纏ηz’s　7｝～αη4s1～～〃加var，ノ‘ψθ111α1

　　　　　　　　　　　　ヤチダモ
”7Z螂／～1／3～廊var．∫∫6～漉寮　ヤマハンノキ

劫妃！ノηノ～望αカω2～αで～〃～α　　　ノリウツギ

聯♂θW1妙〃ご‘〃～ガ1ηvar．～0〃～召〃’05～‘ノノ～

ヤブデマリ

α〃傑。勧αoθ‘zvar．‘’1～g～岱～～‘〃’ミヤマシラスゲ

Z1εκ61でノ～α如var．如1～‘♂OSπ

ハめgoη～‘ηz〃～z‘73∂019ガ

ατ1郡ραノ℃曜ωπ

ハイイヌツゲ

ミゾソバ

グレーンスゲ

Osη～〃〃4θs’〃θノzδ7～η召脚η～び～θ1z　var．勲～ω～s6

γ如～々〃6’宏α〃3磁

ノ4〃りη凌〃126」θ〃。～ご／（ψηノ～5

五yooρ～偲～‘フ7解。〃‘s

レ珍ノτ～’〃〃πs’αη2廊zαθ〃

1313・2

S　十

B12・2
S　2・2

S　1・1

S　4・4

K　3・3

1（　2・2

K　1．・2

ヤマドリゼンマイK

ツボスミレ

サトメシダ

エゾシロネ

コバイケイ

Artell　d。　Fagetea　crenatae：ブナクラスの種

燕9～でsθぞ72α如

陥‘0勿ηακρ癖～でS

P耀1～～岱9ノπ翅ηθ

　　　ブナ

　　　ハリギリ

ウワミズザクラ

　1・2
1く十・2

K十・2

K　十

K　十

B王1・1

B11・1

B21・2

／1ω’加～1〃α～～ρπvar．7’τ召～5〃〃～～〃ηε

　　　　　　　　　ヤマモミジ
ゐ匁～’51ηθ〃～561～0ηOS々～～ミヤマイボタ

伽〃1甥～〃ε‘1Z‘～11’εvar．‘ψ’oη’sω～～‘～～θ‘～σ〃’ご’～〃∫

　　　　　　　　　コマユこ
　レ7わ～θ’〃～〃〃〃θ微～～，〃zオオカメノキ

左〃ωハ，〃～礁S～6∂014ピ‘〃ηθπマユミ

〆1ごび4納，1〃1μ　　　ヒト’ソバカエデ

sω加3ω〃ηη凛α　　ナナカマド

乃πτ1η雌勧～～〈9～ηo∫αアオダモ

乙αfω〃～oθ8πりど～ηαvar．‘痴；塵価α

　　　　　　　　　ハナヒリノキ
0ノニy‘，ρ佃奮，ηω2！1α廊ミヤマベニシダ

．460ノ’η（伽eroθ　　ウリハダカエデ

R1～礁αηめな〃π　　　ツタウルシ

Begleiter：　　　　　　i堕1半や嚢

α獄4θ～’伽蜘ご1りm・ar．μα伽力1～α

　　　　　　　　　ミヤマカンスゲ
奴θ加げ∫〃1榔βη冨～〃’～　トウゲシバ

05〃2～θ漁抑07～磁セ魑ンマイ

Eσ寵sθ々槻α耀6ノ？sε　スギナ

S　2・2

S　2・2

S　1・2

S　1・2

s　十

S　十

S　十

S　十

S　十
K　1・2

1く　十

K　1・2

1（　2・2

K　1・2

K十・2
1く：　十

Lage　d．　Auf11．調査地；Tanbara　玉目，　Datum　d．　Aufn．調査年月日：25．　Julli　1983．
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みられる。このヤチダモ林はヤチダモ，ヤマハンノキ，ノリウツギ，ミヤマシラスゲ，グレーン

スゲ，ヤマドリゼンマイ，サトメシダなどによってヤチダモ群落に区分された。

　ヤチダモ群落はヤチダモの高さ18m，胸高直径20cm余りの若齢林である。亜高木層にはウワミ

ズザクラが生育し，低木属にはヤマモミジ，ミヤマイボタ，コマユミ，オオカメノキなどブナク

スの種群が生育している。林床にはミヤマシラスゲ，ハイイヌツゲが優占し，ミゾソバ，ミヤマ

カンスゲ，エゾシロネ，ミヤマベニシダ，トウゲシバなどがみられる。

　ヤチダモ群落の生育立地は緩かな斜爾で，地下水が停滞し時に地表水が流れる立地に生育して

いる。泥炭層はみられない。ヨシ優占三分に隣接して生育し，三原湿原でも湿原の縁に三木状に

生育するヤチダモが観察される。

　　49．　オノエヤナギ群落

　　　　　8α寵κsαcんαZεπθηs∫s・Gesellschaft　（Tab．28）

　渓流辺に生育するヤナギ属植物のうち，オノエヤナギはブナクラス域；夏緑広葉樹林域を申心

に群落を形成する。

　沼i王i市北部発知川この」二流でオノエヤナギの優占植分が記録された。植生高は10m前後で，オ

ノエヤナギは比較的老成した個体からなり群生している。木本植物は他にケヤキ，アプラチャン，

ミツバウツギ，ウツギ，ツリバナなどが生じ，主に低木層を構成している。草本層にはシャク，

ジュウモソジシダ，フキ，オオタチツボスミレ，ダイコンソウ，ラショウモンカズラなど渓畔生

植物が多数生育している。出現種数は37種を数える。

　　朝．　タマアジサイーフサザクラ群集

　　　　　】日【ydra皿geo　invo｝ucra金ae［E“P重eieetul厭　Polya亙drae

　　　　　（Tab．28）

　渓流辺で急勾配のため増水によって土壌で撹乱されたり，崩積土が堆積する不安定な立地には

趨潤地生でしかも初期生長の早い夏緑植物のフサザクラ，ミズキなどが一時的に高木群落を形成

する。群落内の低木履にはタマアジサイ，キブシなどがみられ，とくにタマアジサイは群集標三

種とされている。草本層にはコチャルメルソウ，サラシナショウマ，ミヤマカンスゲ，クルマム

グラ，サカゲイノデ，ジュウモンジシダなどが比較的高い植被率で生育している。出現種数は37

種に達し，オノエヤナギ群落とほぼ同じ種数となっている。

　生育地は海抜約800m，周辺はブナクラスの代表的な回忌林であるジュウモンジシダーサワグ

ルミ群集の残存林がみられる。土壌条件は谷部に堆積した岩礫や大礫を主とし，周辺部の傾斜地

からの崩積土壌が混在している。土壌は二三で，時に流水に冠水し，一時的に多湿となる。群落

構成種のサワハコベ，ツルネコノメソウ，コチャルメルソウなどは渓畔に特有な種群である。

　沼田市内でのタマァジサイーフサザクラ群集の現存植生は局所的であるが，関東地方では海抜
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600～1，500mの範隣の渓谷部に広く分布，生育している。

c．山地針葉樹林　MoRtane　Naddholzw盗lder

　　42．　アカミノイヌツゲークロベ群集

　　　　　Ilici－Thujetum　sta瓢d童shi童Miyawaki　etal．1968（Tab．29）

　迦葉山の和上台周辺の岩チ臼地には針葉樹林のクロベ林が発達している。このクロベ林はlll体海

側のブナクラス域からコケモモートウヒクラス域のやせ稚根や岩角地に生育するアカミノイヌツ

ゲークρべ群集にまとめられる。∠計圓植生調査がそ孝なわれた森林は断片的な植分で，高さ6mの

層群落である。クロベ，オノオレカンバ，スノキ，イワカガミ，コメツツジにより区分された。3

ほかにアプラツツジ，ネジキ，ヤマツツジ，シロヤシオなどのツツジ科植物やヤマウルシ，ナソ

キソナナカマドなどが生育している。

　林床は禄岩が露出しており，土壌の堆積はきわめて少ない。アカミノイヌッゲークロベ群集は

沼EI市周辺では吾妻耶1．1．iから報告されている（宮脇・申村1982）。

　　　　　　　　　　　　Tab．29　アヵミノイヌツゲークロベ群集

　　　　　　　　　　　　　　IliCi－ThUjetUm　StandiShii

FeId－Nr．調査番号：NS2，　Hδhe乏1．　Meer海抜高：1王60111，　Exposition　u，　Neigしmg方位及び傾斜：N400，

Gr6Be　d．　Probef悟che調査lfii積：32m2，1i6he　u．1）eckung　d　Baumschicht高木層の1で｝iさと植被率：6m，4G％，

H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschichtf氏擁く層の高さと1：ll〔被率：2．5m，50％，　H6he　u．1）eckullg　d．1（rautschlcht

：ll’1：本船の高さと羊i【1〔被率：0．5m，20％，　Artellzahl出現歩1寳数：15．

Kelm．u．　Trennarten　d，　Ass．

：τγ～〃ル13～〃〃‘！孟写1～～～

1距～〃血5‘ゾ～〃～〃～〆～

．1々κ‘ゾ〃～～研s〃～‘～〃～～var．　g勧η〃〃スノキ

　S1～θ；万α∫θ14ピ1〃6～／0々た5

　ノぜ1～〔ノ6～θ4（〃～4ノη1～～5ご1～0η05た～～

Begleiter：

　κ〃た話召〃〃～～‘55～，ゐ3（ノ∬～／凌～

群集標徴種・区分丞1褻

　クロベ　　　133・3

　　　　　　　S1・2

　オノオレカンバB1・1

　　　　　　　K2・2
　イワカガミ　　Kl　2・2

　コメツツジ　 1く1・2

随伴種

　アプラツツジS3・3

κ1～θ‘／θr／（～〃6み切～た‘’〔ノ〃～／～／～ノパ　　ヤマツツジ　　S　2・3

ノ～／～θピ／θ4（’〃ビ／ノηノ～‘μ’～1酵～剰ル／1～θ；～シロヤシオ　　S　2・2

1ゐ、η〃Zζ1r〃～～〃，～～～！var．‘・〃ψ～～ごrzネジキ　　　　S　2・2

／～／～榔〃宏・〃θ‘wノのr1　　　　　ヤマウルシ　　S　1・2

㌃ヴ加〃’〃〃〃～々θてγ～々θ〃　　　　　オオカメノキ・　S＋・2

Sωわ～’s測γ！ご～廊　　　　ナンキンナナカマドS　一ト

∠4‘・ω・〃～～θγ1〃〃～～θ〃　　　　　　　コミネカエデ　S　十

C／6〃〃τ～わ擢力～1～（〃・びな　　　　　　　リョウブ　　　　Kl　十

∬勧カブ〃忽～1寝θゐα、ノar．1）r1／〃故如キンレイカ　　K　十

Ort　d．　Aufn．調査地　Oshodai，　Berg　Kasho迦葉i⊥i和．．【＝台，　Datしm〕d，　Auf11．　r誹ll査年月日　20．　Juni　1983，

　　43．　アスナロ群落

　　　　　1「ぬ1εノqps∫s♂oZαわrα‘α一Gesellschaft　（Tab．30）

　玉原湿原の周辺部にはアスナロ高本林が生育しており，アスナ障群落にまとめられた。また湿

原の縁に生育するアスナロ低木群落はヒメザゼソソウ～アスナロ群落にまとめられている（P．

78）。

　アスナロ群落はアスナロ1種によって区分される。植生高は20mでアスナロはすべての階層に

わたってみられ，とくに高木層と草本層に優占している。ほかに，ブナ，コハウチワカエデ，コ

シアブラ，ヤマウルシ，ムラサキヤシオ2アクシバ，チシマザサなどブナクラスの種群が生育し
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麟練甥御簗灘1繊離灘雄偉雛1雛
　　　　　Fig．19　湿1豪の後背部に生育するアスナロ群落（玉原，海抜1，200m）。

　　　　　　　　　　Hinter　dem　Moor　wachst（lie

　　　　　　　　　　η凄z‘ブ。ヵs’s401α∂プα如一Gesellschaft（Tani）ara　1，200m菖，　NN）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．30　アスナロ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　丁田げoρs’s40」αδ7諺σ一Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号：NS469，　Hδhe記i，　Meer海抜高：1250m，　Exposition　u．　Ne1gung戴立及び1頃余＝1：W　8。，

Gr6Be　d．1）robef底che調査面千しll：12Gm2，　H6he　u．1）eckung　d．　Baumschichレ1｝fll鍵層の高さと植被率：20m，

80％，Hδhe　u．　Deckung　d．　Baumschicht－2婁臨f詞く層の高さと植被率：7m，　30％，　H6he　u．　Dec1｛ung　d．

§trauchschicht低木層の高さと植被車：3m，40％，　H6he　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本1爵の高さと1711「｛被率：

1．5m，80％，　Artenzah1担1現種数：17．

Trem亙art　d．　Gesellschaft：群落区：分種

η～～（ノ0μ幡40♂〃∂1π如 アスナロ

Arten　d．、Fagetea　crenatae：ブナクラスの種

B15・4

B22・2

S2・2

K4・4

勲g照‘1τηα～α　　　　　　ブナ　　　　　B1王・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S14
！1ご6ノ’5～660Z‘磁〃～！〃z　　　　コハウチワ国国デB2　i・王

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S1・2
／4α〃？〃～o卿ノz礁εα汝4φρ毎〃加爾　コシアブラ　　B21・1

R1～oぬ飽フ2のηηα伽ぞc1～漉　　ムラサキヤシオ　S1・2

κ1～～β！；廊ノ～06ω卿　　　　　　ヤマウルシ　　　S　2・2

／1εκ～θ～‘606如磁　　　　　　ヒメモチ　　　　S　＋

αθ〃z耀δαプ6力昭ノ刀ゐ　　　　リョウブ　　　　 S　＋

悔6ご’η躍η～1～～ノプ〃11～　　　ウスノキ

ゐ～ノ246ητ　〃η～∂（～1々！～‘～var．〃～（～η～δ’ηηど～（！α！

　　　　　　　　　　　　オオバクロモジ

距cc加～〃〃1知ρo屠αで川　 アクシバ．

ノ）川1～硲gπ1即1躍　　　　　ウワミズザクラ

勲5〃∫αご1～α～加εη廊　　　　チシマザサ

∠）α伽〃～y〃1〃’四72ζ！ごノψ04～’〃var．1～～〃72～～o

　　　　　　　　　　　　エゾユズリハ

Begleiter：　　　　　　　随1襲撃

　”δκη～～〃η～θτω如’～〃〃var．ρ1ηαでη3ろ0；7S

　　　　　　　　　　　　ミヤマシグレ

　＆7∫α∫6麗126〃爵　　　クマイザサ

　∫Z猷S～唇σ0ん～ノvar．ゐ形〃ψθゴ〃〃α’Z忽α

　　　　　　　　　　　　アカミノイヌツゲ

S　十

S　十

K1・2

K　十

K十・2

K十

S1・2

K1・2

K＋

Ort　d．　Aufn．調査地：Tanbar皐一M：QQr玉彦｝く湿原，　Datum　d．　Aufn．調査年月｝」：6．Sept，1983
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　　　　Fig。20　アスナロ群落断面模式図

Vegetationsprofil〔les　T肋40カ5Js　40」α∂アθ如・Gesellschaft

　　1：アスナロ　　　　丁乃z‘ブ。カ5ゴs401α∂7認α

　　2：ブナ　　　　　　翫9κso76η認α

　　3：ヤマワルシ　　　1袖z‘s♂ガ。乃ooαフψα

　　4：ムラサキヤシオ　・Rゐ04048η670π認δ擢Cぬ魏

　　5：チシマザサ　　　Sα∫α肋”伽sゴs

ている。低木懸の構成種は翻翻形態をとり，高木屑のアスナロも高さ2m位までの枝が極端に腕

曲し，冬季の積雪量の深さを示している。

　アスナロは一般には乾性な尾根状地に生育する（P．66参照）。反而湿った立地にも生育してい

る。乾湿両極端に生育するこのような例はクロベ，カラマツ，アカマツ，スギなどでも観察さ

れ，競争力の弱い針葉樹の生態的特性として知られている（寓脇1970）。

　アスナ揖群落はチシマザサーブナ群団，ササーブナオーダー，ブナクラスに帰属される。

　d．風衝地低木群落　W圭ndgeschoreRe　Niederw銭1der

鹿俣由，剣ケ峰付近などブナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域の下部にかけての稜
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綜部では，卓越する風衝や冬季の積雪のため高木林が成立できず低木群落になっている。チシマ

ザサ，ミヤマナラ，アカミノイヌッゲ，キャラボクなどが1～21翻洋字を形成している。

　　44．　ミヤマナラ群集

　　　　　Nanoq賢ercetum　Suz。一Tok1954（肥ab．31）

　ミヤマナラはミズナラに近縁の低木で，口本海側多雪地の風衝地にみられる。鈴木（1954）に

より尾瀬至仏由からミヤマナラ群集が報告されている。沼E馴丁でもミヤマナラ群集は尼ケ禿山や

一議山の稜線に生育している。

　ミヤマナラ群集は高さ2．5～4mでミヤマナラが優占し，シナノキ，ナソプアザミ，シシガシ

ラ，アオダモ，ヒロバテソナンショウによって区分される。チシマザサ，ッノハシバミ，タニウ

ツギ，ミズキ，ハナヒリノキ，ミネカエデ，クロバナヒキオコシ，シロヨメナ，ヒトツバヨモギ，

タニギキョウなどが生育している。

　ミヤマナラ群集は冬季の北西の卓越風のため雪留りとなる，稜線沿いの南向き斜面に生育して

いる。ミヤマナラをはじめとする低木類は葡翻している。林床は多雪の影響により適溺からやや

湿生の状態を示している。

義麟蠣垂 蝿

．懸簿

蹄簑

Fig．21尼ケ禿山のなだれ斜爾に発達したミヤマナラ群集（海抜1，460m）。

　　　　Auf　dem　Schutthang　des　Bergs　Amagahageyama　e就wickeltes

　　　　Na亘oquercetum（1，460皿U．NN）．
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　ミヤマナラ群集の生育立地よりさらに風衝の強い稜線」二ではチシマザサーアカミノイヌッゲ群

落に移行する（Fig．22）。

　45．　チシマザサーアカミノイヌツゲ群落

　　　　　8αsαた㍑rだθπsi8JZθκs麗ρεro1鷹var．6rεひψεdz耀。πZαfα・Gesellschaft（Tab．31）

　チシマザサーアカミノイヌッゲ群落は風衝の強い稜線上に生育する低木群落である。一部には

ブナ林伐採後成立したと考えられる四分もみられる。

　チシマザサーアカミノイヌツゲ群落はオオバスノキ，バクサソシャクナゲ，アカミノイヌツゲ，

ツルシキミ，コヨウラクツツジ，コガネギクによって区分される。高さ0．9～2．51nで，ほかにチ

シマザサ，ハナヒリノキ，タケシマラソ，マイヅルソウ，ミネカエデ，ツノハシバミ，ツクバネ

ソウ，ホツツジ，サラサドウダンなどが生育している。出現種数はチシマザサが優呈している植

分では4種と少なく，多い守門で29種，平均！6種である。

　チシマザサーアカミノイヌッゲ群落は特別な区分種をもたない典型下位群落と，キャラボク，

ツバメオモトにより区分されるキャラボク下位群落に下位区分される。

　典型下位群落はチシマザサの優占する植分が多い。居角地に生育している三分や塁；1溜りとなる

四状地に生育している植分など立地的な羨が大きい。ミヤマナラ群集，ヒメノガリヤスーコメツ

Fig．22　ブナクラス域稜線部の群落配分模式図（鹿俣Li【海抜1，600m付近）。

　　　　Schematische　Darstellung　der　Gesellschaftsv3rt3ilung　auf‘len

　　　　RUckencles　Fagetea　crenatae－G3bletes

　　　A：ダケカンバ面分Bθ’〃αθ死耀α痂∫一B3stand

　　　B：ミヤマナラ群集　Nanoquercetum
　　　C：ヒメノガリヤスーコメツツジ群落
　　　　　Cα」α辮αgプ。∫オ25乃α々。π伽sゼ3－R加404θη4γo％彦sc加γπos々2ガーGesellschaft

　　　D：チシマザサーアカミノイヌツゲ群落
　　　　　Sαsα舳γ潔6π3ゴ5一πθλ：εZf9θ70ん蕗var。加ωゆα1㍑ηα〃認α一Gesellscllaft

　　　E：ブナ植分　1㌦g％3c7醜σ’α一Bestand
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ッジ群落や武尊由剣ヶ峰で1まハイマツ群落に隣接している。

　キャラボク下位群落はキャラボクが被度5で優僻するキャラボク優占群落である。キャラボク

は日本海側多雪地のブナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域の風衝地に生育している。

ミヤマナラと同様な立地を占めるが，沼田市の例ではミヤマナラの方がより多雪な立地に生育し

ている。キャラボク優占林としては申濁山地の大由からキャラボク群集が報告されている（宮脇

・大野・奥田1974）。しかし大1｛．［のキャラボク群集は広くカーペット状の拡がりをみせるのに対

し，このキャラボク下位群落は小繋状に生育しており，種組成的にも異っている。

　チシマザサーアカミノイヌツゲ群落はミヤマナラ群集とともに，ウラジ理博ウラクーミヤマナ

ラ群団，コナラーミズナラオーダー，ブナクラスに含められる。

　　46．　ヒメノガリヤスーコメツツジ群落

　　　　　0αZα蹴α9ro8孟ε8　hαん。πe7z8ε8一殿。ぜodeπぜroπオschoπ08版一Gesellschaft（Taわ．32）

　欝欝山付近の稜線沿いの南向き斜面には露岩地が多く，岩隙や岩棚にはコメツツジが生育して

いる。コメツツジは他に迦葉山の和上台の省場にもみられ，そこでもコメツツジが優占して低木

群落を形成している。これらの植分はコメツツジ，ヒメノガリヤス，ヘビノネゴザ，タガネソウ，

Fig．23　岩場に生育するヒメノガリヤスーコメツツジ群落

　　　　　（鹿俣山，海抜1，660m）。

Auf　dem　Felsen　wachsende　CαZα彫θ9プ。戯s勿ん。η醜3ガs－R々0404θπ470η

醜。％os々ガーGesellsc1｝aft（Berg　Kanomata・Yama　1，660m　O．　NN）．
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コキンレイカ，ミヤマワラビを区分種として，ヒメノガリヤスーコメツツジ群落にまとめられた。

　ヒメノガリヤスーコメツッジ群落は高さ1m前後の2層群落である。低木層には優占するコメ

ツツジのほか，ホツツジ，ウラジロヨウラク，ハナヒリノキ，オオバスノキ，サラサドウダンな

どのツツジ科低木，アカミノイヌツゲ，ミヤマナラ，ノリウツギ，ナナカマド，ミネカエデなど

が生育している。草本層には区分種群のほか，マイヅルソウ，コガネギク，ヒメスゲなど多年生

草本植物の常在度が高い。出現種数は和上台の植分は登山者によりかく乱を受けているため8種

と少ないが，その他の植分では16～26種，平均22種目ある。

　ヒメノガリヤスーコメツツジ群落は風衝岩角地に益i三下しており，ミヤマナラ群集やチシマザサ

ーアヵミノイヌツゲ群落，あるいはアカミノイヌツゲークロベ群集に接している。

　これまでにわが国から報告されているコメツツジ類の群落のうち，ミヤマママコナーオオコメ

ッッジ群集，ツガザクラー田川コメツツジ群集（宮脇他！968），ツガザクラーコメツツジ群集

（大場1973），マルバシモツケーコメツソジ群集（宮脇・佐々木！981）と比較した結果，沼田

市の植分は，ヘビノネゴザ，ヒメイワカガミ，ウラジロヨウラク，ノリウツギ，ホツツジ，コガ

ネギクなどそれらの群集との共通種をもつ。しかし，コケモモ，ミネヤナギ，ツガザクラ，イワ

カガミ，ミヤマママコナ，マルバシモッケ，イワキソパイ，アカモノなど多くの種肥を欠いてい

るため既発表のどの群集にも含めず，暫定的にヒメノガリヤスーロメツツジ群落にまとめられた。

e．湿原生低下：群落NaB・Ge雛sche

　玉原湿原の湿源縁辺．部や小丘状地には，アスナロ，ハイイヌツゲ，アカミノイヌッゲなどが抵

木群落を形成している。同様な植生は尾瀬，鬼怒沼，苗場由など日本海特高海抜地の湿原周辺に

みられる。沼田市では以下2群落が区分された。

　　47．　ヒメザゼンソウーアスナロ群落

　　　　　S興μoeω：Pωsη加po’Lεαεs・T1επノopsεs　doZαbrαオα一Gesellschaft（密ab．33）

　アスナロは高さ201n以上に生長する常緑針葉樹であるが，湿原など過湿地では低木に留まり，

低木群落を形成している。ヒメザゼンソウーアスナロ群落は高さ2エn以下の3層群落で，ハイイ

ヌツゲ群落に対してアスナロ，ツルシキミ，アカミノイヌツゲ，ハナヒリノキ，ホツツジ，ヒメ

ザゼソソウ，ウラジロヨウラク，ミズナラ，バクサソシャクナゲなどによって区分される。低木

屈に．はアスナロが優占あるいはミズナラ，アカミノイヌッゲ，ハイイヌツゲ，ウラジロヨウラク

などと混生している。草本届にはツルシキミ，バクサンシャクナゲ，ホツツジなどの低木類，ヤ

マドリゼンマイ，ヒメザゼソソウ，ヌマガヤ，ヒメシダ，ヨシなど湿原生の草本植物が生育して

いる。コケ屈にはオオミズゴケがみられる。

　ヒメザゼンソウーアスナロ群落は湿原と森林群落のヒメアオキーブナ群集やアスナロ群落との

聞にに介在して生育し，マント群落の役割を果している場合もみられる。



73

灘 ．蝋．瞬購叢

叢・、

　Fig．24湿原の緑に生育するヒメザゼソソウーアスナロ群落

　　　　　　（玉房ミ濾芝属芝　1，200m）Q

Am　Ran（1e　des　Moores　mantelartig　wachsendeεy1πμooμ7ψz影3％ゆρoηめ‘s．

㍑吻。ψ3～∫40如∂ノ惚σ一Gesellschaft（Tanbara－Moor　1，200m　U．　NN）．

　ヒメザゼンソウーアスナロ群落と岡じように湿原の縁に生育する常緑針葉樹の低木林はクロベ，

ヒメコマツ，コメツガ低木林が知られ，尾瀬，鬼懇懇湿原，苗場湿原，園代由頂湿原などからア

カミノイヌツゲークロベ群集，シャクナゲークロベ群集，クロベーーヒメコマツ群落が報告されて

いる（犠F脇・藤原1970，久保ili他！983，瀬沼・1｛i本1977，毯P脇・伊藤・奥田！967）Q

　　48．　ハイイヌツゲ群落

　　　　　π8κcreπαfαvar．　PαJzεぜosα・Gesellschaft（Tab．33）

　ヒメザゼンソウーアスナロ群落と同様に，湿原生低木群落としてハイイヌツゲ群落がまとめら

れた。ハイイヌツゲ群落はより湿った立地に生育している。低木擢｝にはハイイヌツゲが優類して

いるほか，ヤチダモ，ノリウツギ，コヨウラクツッジがまれに混生するにすぎない。草本層には

オオミズゴケ，ヌマガヤ，ヨシ，ヤマドリゼンマイ，ヤチカワズスゲ，モウセンゴケ，ツルコケ

モモなどが生育しており，種組成的には隣接群落のミズギクーヌマガや群集に近い。ミズギクー

ヌマガや群集に対してはハイイヌツゲによって区分される。玉原湿原の場合と同様の立地に生育

し，ほぼ同じ種組成をもつハイイヌツゲ群落が富1．Li県（密具窃編1977）から報告されている。
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f．中間湿原植生　Zwischen・Moor　Vegetation

　中間湿原とは高層蓉霞鵬ミと低厨湿原の中鐸揃勺な姓質をもつ湿漂でわが国ではヌマガヤ，ホロムイ

スゲなどが代表的な草原構成種である。とくにヌマガヤが優占する場合が多い。

　玉原湿原の中間湿原はミズギクーヌマガや群集が優占し，局所的に小馴地植盗1三のミカヅキグサ

ーミヤマイヌノハナヒゲ群集が生育している。とくに後者は秋季に群集の季観が華やかとなる。

　　49．　ミズギクーヌマガや群集

　　　　　Inulo－Moliniopsietum　japonicae　MiyawakietFujiwara1970

　　　　　（Tab．34）

　玉源湿原のもっとも申心となる湿漂植生はヌマガや草療である。このヌマガや草源は，初夏に

はワタスゲの白い果穂が目立ち，秋季セこはミズギク，キンコウカ，ウメバチソウなどの花が咲く。

地表に接してツルコケモモ，食虫植物のモウセンゴケが目立たない小花をつけ，所々にミズゴケ

のブルト（Bult；小凸起）がみられる。

　ミズギクーヌマガや群集はヌマガヤを代表的な種とする中間湿原植乙しの一つとして，尾瀬ケ原

で記載されている。玉原のヌマガや湿原は尾瀬ケ原のミズギクーヌマガや群集とは標徴種のミズ

ギクを有することで共通する。ただしカキツバタを欠き，アオモリミズゴケが高常在度で1：1：1現す

るなどの点で異なっている。

　群集の種組成はヌマガヤ，ミズギク，ウメバチソウ，ヤチカワズスゲ，キソコウカ，　トキソウ，

ワタスゲなどのヌマガや湿原特有の種や，モウセンゴケ，ツルコケモモなど高層湿1東の種，さら

にオオミズゴケ，アオモリミズゴケなどのミズゴケ類，また林縁部では，ハイイヌツゲ，バクサ

ソタイゲキなどで構成されている。秋季にはミヤマイヌノハナヒゲ，オオイヌノハナヒゲが目立

つ。これらの種群はブルトやシュレソケ；Schlenke，または回縁や流水辺に近い1祁分などでわず

かに優占穣の交代があるが，湿源全般にはきわめて均質な純構成となっている。

　玉原湿原のミズギクーヌ・マガや群集の立地は海抜！，200mlヤi∫後の冷涼な気候条件と，中問湿1票

としての貧栄養な地下水をこ満たされた，湿原土壌から成立っている。湿原全体はゆるく南西方向

に傾き，その下端部分はハイイヌツゲ群落が侵入しているが，このハイイヌツゲは湿原中央部に

も点在生育していることから，過去に人為的影響による乾旨髭化が行なわれていることが推察され

る。

　玉原湿原のミズギクーヌマガや群集はアオモリミズゴケを亜群集区分種としてアオモリミズゴ

ケ亜群集に位置づけられる。さらにゴウソ，ヒオウギアヤメ，タムラソウ，アブラガヤを区分種

としてヒオウギアヤメ変群集が下位区分される。このヒオウギアヤメ変群集は林縁に近く，無機

塩類を含む水質条件下に生育している。

　特別な区分種をもたない典型亜群集は群集の大部分をしめる。この典型亜群集は季節による変
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難懸欝難題議錨

姦

Fig．25　玉原湿原の景観。開花中の植物はワタスゲ（玉原湿原，海抜1，200m）。

　　　　　Physiognomie　des　Moores　Tarlbara　mit　weiBen　Fruchtsch6pfen　von

　　　　　Eプ’o加07襯〃㎎鞍懸溺（Tanbara－MGor！，200m洗NN）．

岡岬議騒醒 鐡

畿
鷲

懲難群
議

Fig．26　ミズギクーヌマガや群集のアオモリミズゴケ亜群集（凸地）とミカズキ

　　　　　　グサーミヤマイヌノハナヒゲ群集（織地）（玉原湿源，海抜1，200m）。

　　Inulo－Moliniopsietum　japonicae　Subass．　von　Sphagnum
　　amblyphylhm　anf　den　Bulten，　Rhynchosporetum　aU）oyasu
　　danae　in　den　＄chlenken　（Tanbara一八圧oor，1200m軽．　NN）．
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化がみられ，秋季にはミヤマイヌノハナヒゲとオオイヌノハナヒゲがきおだって生育し，これら

の種といれかわりにヤチカワズスゲとワタスゲが結実期をすぎるため目立たず，他の種と識別困

難となる。

　玉原論源のミズギクーヌマガや群集は種組成的に高1聾湿源要素の種も有し，しかも旧観；Aspe－

ktにもすぐれているため学術」二の価値はきわめて高く，十分なる保護施策を必要とする。

　　50．　ミカヅキグサーミヤマイヌノハナヒゲ群集

　　　　　Rhynchosporetum　aIbo－yasudanae　Miyawak：ietFujiwara1970

　　　　（Tab．35）

　六原湿原の大部分をしめるミズギクーヌマガや群集域の中に点々と小四地（Schlenke）がみら

れる。このノ」馴地セこは夏季にはヤチカワズスゲなどごくわずかな種がみられるのみであるが，秋

季にはミカヅキグサとミヤマイヌノハナヒゲが密に生じるようになる。

　ミカヅキグサーミヤマイヌノハナゲ群集は二二婁｛ケ原で記録されている（犠脇・藤原1970）。玉

僚では所によってミミカキグサの生育する植分もみられるが，全般約にミヤマイヌノハナヒゲと

Tab．35　ミカヅキグサーミヤマイヌノハナヒゲ群集

　　Rhynchosporetum　albo－yasudanae

Lfd．　Nr．： 通し番号 1 2 3

Feld－Nr．： 調査番号（NS） 161 王54 166

Gr6Be　d．　Probefl巨che（m2）： 調査面積 1 2 1

Hδhe　d．　Vegetation（cm）： 季直納高 40 30 40

Deckung　d．　Krautschicht（％）： 草本1甜直被率 80 60 90

Deckung　d．　Moosschicht（％〉： コケ層植被率
一

15
『

Artenzahl： 出現種数 8 9 9

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．： 群集標艦種・区分種

R伽2c1～os加πりπszゼ4α照 ミヤマイヌノハナヒゲ 1・2 3・3 2・2

R伽励osカ07ηθ」加 ミカヅキグサ 3・3 ● 4・4

αプ加～々磁城血 ミミカキグサ ● 2・2 曾

Beglelter．： 随伴種

P1っ∫照γo’～‘72吻わ勲 モウセンゴケ 亙・2 2・2 十・2

Mo♂初砂∫おメ妙07z加 ヌマガヤ ÷ 十 1・2

伽oooαだカα！z俗撚 ツルコケモモ 十・2 1・2 り

勲〃～ε‘ガ～儒πs勿がα‘7π キンコウカ 2・2 ● 3・3

乃～～磁。ノ磁腐 ミズギク 十 ● ÷・2

勘ア7？α3露力α♂臨ガ3 ウメバチソウ o 十 十・2

勘go1磁加。π加 トキソウ 陰 十 十

EZ6061～α廊zo～61zz〃π6 シカクイ 十 零 ●

助1～卿？2槻αηzδ妙妙！」～〃η アオモリミズゴケ 齢 1・2 騨

Pゐノ㎎癬’θsα～磁π傭 ヨシ o 十 ■

∬Zα07御？磁var．ρα」～‘40∫α ハイイヌツゲ ● ． 十

Lage　d．　Aufn．調査地：Lfd．　Nr．1－3，　Tanbara－Moor三K原1並1原（H6he這．　Meer海抜高：1，200m）

Datum　d．　Aufn．調査年月E｝：6．S印t．1983．
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ミカヅキグサが常在度が高い他にモゥセソゴヶ，ヌマガヤ，ツルコケモモ，キソコウカなど，ミ

ズギクーヌマガや群集との共通種が出現する。玉原の植分は尾瀬ケ原で報告された群集構成種の

うちヤチスギラン，ホロムイソウなどシュレソケ植生の主要種を欠いているが，表記の群集に含

めて扱かわれた。

　ミカヅキグサーミヤマイヌノハナヒゲ群集はきわめて目立たない貧養立地生の植生であり，湿

療の保護・保存に際し，指標的価値をもつ植生と考えられる。

9．山地低層湿原植生　Montanen　Niede騰ooレVegetation

　沼田市のL緋也帯におけ一る低層湿原植生は，地形的な特徴から玉原高原の平坦地形に集中してい

る。玉原湿原の中閥湿原と林縁の低木群落との間に帯状に発達するバクサソタイゲキやタムラソ

ウなどで構成された高茎草原植生は，質的には低層値生の一つとして把握された。さらに湛水地

に発達するオオカサスゲ群集，流水地のミズバショウ群落などもこの項に含められている。

　　田．　オオカサスゲ群集

　　　　　Caricetum　rhynchophysaeMiyawakietFujiwara1970（Tab．36）

　玉原湿原の周縁域で周辺の；．Lr地からの流出水が細流となって集まり，低湿地を形成している。

この低湿地はおもにヨシの草原でおおわれ，その植生高は180cmに達している。群落内にはオオ

ヵサスゲ，バクサンタィゲキ，タムラソウ，ノダケなど！0～14種が生育する。オオカサスゲは局

所的に優占種となってヨシの下層に位置している。このような三分はオオカサスゲとエゾシロネ

を標徴種または区分種としてオオカサスゲ群集に含められる。

　オオカサスゲ群集の生育立地は，無機質を含む滲出水が湛水状態となり，土壌は黒色粘性のあ

る湿原土壌である。

　オオカサスゲ群集は低海抜地のカサスゲ群集に対榔する大形スゲ群落であり，その分布はブナ

クラス域に一致している。

　　52．　タムラソウーバクサンタイゲキ群落

　　　　　SωTαfπZα∫πs1πα’趨ε8一五7配ρんorわεαfogαん！εseπSεs幽Gesellschaft　（τab．37）

　玉原湿原が周辺部の森林に接する部分に高茎草本植物による群落が発達している。初夏にはバ

クサンタイゲキの黄花が目立ち，秋にはタムラソウの紫色花が美しく群落を彩どる。群落内には

訟バイケィ，マアザミ，タチギボウシなどの植物が局所的に優占するが，ハリガネスゲ，グレー

ンスゲ，ゴウソなどの潤立たないスゲ属植物も主要な構成種として生育している。平均出現種数

は16種である。

　植生高は季節によって異なるが最盛期の9～！0月には100cm前後に達し，2厨構造となる。生

育地の土壌条件は粘性のある黒色の湿原土壌でほぼ飽和状態となり多湿である。周辺からの滲出
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Lfd．　N1・．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufn．

GrδBe　d．　Probeflache（m2）：

Hδhe　d．　Vegetatio11　（Cln）：

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzahl：

　Tab．36　オオカサスゲ群集

Caricetum　rhynchophysae

逓じ番号

調査番号（NS）

調査月日

調査冨直i扇

田直心高

植被率

菖i琉函数

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．

　α〃忽卿勿ワκ1zoρ1～ysα

　ゐyωρ～β2〃Z貿0ηβ

Kennart（玉．　Phragmitetea：

　P1〃㎎η2舵5αノβ轍♂乞5

Begleiter：

£～ψ1ZOlrろかα’0即々Z∫Sθ725乞∫

sεη寮々’如ガフ？53ごzωゼs

．41？9召」ガ。α66α〃＄勿召

／1α川～！～〃ηノαρ0アZ名α〃η

α肥κsp．

．45’εノ’91θ1〃zガ

γ『0勧～ノε；ぞαθ～磁

五節～β！ノ？1〃z’5ご1～oノ～o∫た～～

群集標徴種・区分種

　オオカサスゲ

　エゾシロネ

ヨシクラスの種

　ヨ　　　シ

随伴種

　ハクサンタィゲキ

　タムラソウ

　ノダケ

　オクi・リカブト

　スゲ属の一種

　ゴマナ

　ツボスミレ

　ミヤマイボタ

1

171

9

6

12

150

100

10

2

170

9

6

9

i80

100

14

3

168

9

6

6

170

100

12

1・2

十・2

4・4

3・3

3・3

1・2

十・2

5・4

十・2

4・4

1・2

i・2

1・2

2・2

十

1・2

十

2・2

十

5・5

i・2

3・3

十・2

1・2

十

十

十・2

十

1！1境1回の種　AuBer（lem　le　ehlmal　in　Lfd．　Nr，1：Sσ砂1βκ1‘61〃〃η8アイバソウ2・2，∫’傑ご1ぞ1～α！αvar。加」〃40sα

ハイイヌツゲ＋・2，PZoo～ノπ7？〃～雌sp．ツレサギソウ属の一種＋，　in　2：Po徳。ηκη3〃～～〃2δωg1註ゾソバ十・2，（販麟

。〃〃α6齪var．α〃8〃s！～（〃’ミヤマシラスゲ÷・2，　Z1砂α！ノ6723’εκ’oガツリフネソウ十，　ln　3：ノ1〃ぴ～z‘〃340Z！o勲ヅ〉η7～sサ

トメシダ十．

調査地　Lage　d．　Aufn．：Lfd．　Nr．1－3：Tanbara－Moor玉原渦il原（Hδhe這．　Meer海抜高：1，200m）

水の影響を受け，化学的には無機塩類の多い状態となっている。したがって隣接する中間湿原の

ミズギクーヌマガや群集に比べて，植生高の高い密生した植分が形成される結果となっている。

　3三源湿源に散在する湿源から得られた植生調i査資料からはいくつかの下位欝落が識シ」【」された。

アイバソウ下位群落はアイバソウが区分種となりバクサソタイゲキ，ゴウソ，ヌマガヤなど二二

率の高い単純な種組成で出現種数も低い。この群落単位は比較的ll吃生で，半陰な林縁部に生育し

ている。一：方コバイケイ，トキソウ，モウセンゴケで区分されるコバイケイ下位群落は出現丁数

も多く，明るい湿原の中央塗粥に群落を形成している。この下位群落はさらにゼンマイ淋とヤチカ

ワズスゲ群に下位区分が謄能であり，前者は林縁部に近いやや乾生立地に生育しコバイケイの植

被率が高い。後者はより湿生の立地にみられ，とくにマアザミの植被率が高い。

　タムラソウーバクサソタィゲキ群落のような種組成をもつ群落はいまだに報告されてはいない。

隣接する尾瀬ケ源に報告されているノダケーゴマナ群落（宮脇・藤原！970）と群落形態は似て

いるが種組成は大分異なる。
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Fig．27　タムラソウーバクサソタイゲキ群落の外観（玉原湿）原，海抜1，200m）。

　　Physiognomie　der　Sθア7幽～α酪z6Zα応Eπ帥07伽≠（即ん多‘sεηs’3Gesellschaft

　　（Tanbara－Moor　1，200m　U，　NN）．

　群落体系上の位i磁についてはハリガネスゲ，グレーンスゲ，ゴウソなどのスゲ穂物，マアザミ，

ヒメシダなどのヨシクラスの種が多いため一応はヨシクラスに含めるのが妥当と考えられる。た

だし，ヌマガヤ，ウメバチソウ，トキソウ，モウセンゴケなどの中間湿原植生の種も少なからず

混生しているため，上級単伽こついてはなお検討の余地があろう。

　タムラソウーバクサンタイゲキ群落は玉原湿原がやや単調な相観をもつのに対し，色彩豊かな

黍節変化の多い美観を示すため，中聞湿原とともに十分の保護管理が必要である。

　　53．　ミズバショウ群落

　　　　　1ン〃sεcゐε加〃zcα’π’scんαfceπsひGesellschaft（Tab．53）

　ミズバショウは冷温帯を中」亡・に分布し，本州中部では主に山地帯の渓流辺に群生する。沼田市

内では玉原高原の湿原や林縁の低湿地にみられるが，ミズバショウと混生する植物は場所により

異にする。

　玉原高原のレクリエーション諸施設に囲まれたダケカンバ林の中の低湿地にミズバショウの群

生地がある。ミズバショウが優占種となり，オオバセンキュウ，ハンゴンソウ，コバイヶイなど

の大形の草本植物，ツボスミレ，イワボタン，ミゾソバ，クルマムグラ，スギナ，トウバナなど
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　　　　　　　　　　　　Fig．28　玉垣湿原の群落配分模式園

　　　　　　　　　　　　Verteilungsschema　des　Tanbara－Moores

A：ハイイヌツゲ群落刀傑07θηα如var．ρθ1麗dosσ一Gasellschaft

B：ミズバショウ群落　」現y3’碗漉〃πoα畷so勿’oo％s6・Gesellschaft

C：タムラソウーバクサンタイゲキ群落
　　Sθγ紹’多‘Zσゴπs〃αプ」∫・E3ψ乃07’∂如’（即々3∫56ηs’s・Gesellschaft

D：ミズギクーヌマガや群集　Inulo－Moli1亙iopsietum　japonicae
君：木　　　　道　Bohlenweg

F：ミカズキグサーミヤマイヌノハナヒゲ群集　Rhynchosporetum　albo－yasudanae
G：ヒメザゼンソウーアスナロ群落
　　Sy刀ψ100αゆ多‘sユz功力。π’oπ3・7力岬’ρρ3／3401α∂7’認α一Gesdlschaft

H：アスナロ群落　η吻。ヵ5’5601α∂ノ’σ雄Gesellschaft

I：ヒメアオキ～ブナ群集　Aucubo－Fagetum　crenatae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ta1）．53　ミズバショウ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　ヱくγsfc屠’zζ彫。α〃z’∫6ぬσ’oθη3θ一Gesellschaft

Feld－Nr調査番号：NS－102，　GrδBe　d．　Probef1…lche調査擁．｛積：25m2，　Hδhe　d．　Vegetation季直生it：1石　70cm，

Deckung　d．　Vegetation季直被率：95％，　Artenzahl　l．．【：．｝箪：乙種：数：14．

Trelmart　d，　Gesellschaft　　　　　　　　　　　　　群落i鑑分種

　ム続61～～々’η．～ごα規なご1～α！c6η∫6　ミズバショウ

Kennarten　d．　hoherell　Einheiten

　／17．響傭召961？～ζ伽α

　：乃惣0η0傭（1Zで～～融～〃3～ガ

Begieiter：

　5伽εびOCαηノ～α∂⑳〃～郎

　▽70～々〃θ紹α〃？磁

　功ゆ8ノ’～α．‘ηzωぞご’z‘1刀

　タチカメバソウ

随伴種

　ハンゴンソウ

　ツボスミレ

　オトギリソウ

5・5

．．．．ヒ級単位の種

　オオ’バセンキュウ　1・2

　　　　　　　　　　十

1・2

十・2

十・2

α～1賀。ερ～飢～～θη11～ωη5～8ノηoηイワボタン

yゆ冨酬1．η5～αη爵？αθη　　　　コバイケイ

／勉あ907？～〃π酌～仰ろθ響～～　　　　ミゾソバ

0認～θη知ρo加α〃．ノ2　　　　　クルマムグラ

劾〃おe々θノ2ごz耀θη∫6　　　　　　スギナ

翫～‘ノ∫！6η．～π～．槻ゐθ〃々々θ1z　var．ノ．’～妙郎

　　　　　　　　　　　　　　　ウワバミソウ

α～η0カ0融〃｝28ノπCガ～θvar，5αC1薦～ガηθη58

　　　　　　　　　　　　　　　ミヤマトウバナ

ε忽’如ノ妥～αな加（ヲvar．～〃～ゴ～ゼ～々忽　ノミノフスマ

十・2

　十

　十

　十

　十

十

十

÷

Lage．d．　Aufn．調査地

JUni　1983

Tallbara玉原高原，　H6he　ti　Meer海抜高　1200m，　Datum　d．　Aufn．調査年月購　24
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の小形の植物が癖生している。

　生蕎地は夏緑林におおわれた半陰地で，小渓谷から流水があり，湛水状態となっている。

　ミズバショウの植分は玉原湿原にもみられるが，いずれも細流ぞいに生育し，他の群落の一部

分を形成しているのみである。とくにタムラソウーバクサンタイゲキ群落内に生育するミズバシ

ョウの優占植分は本群落とは種組成を異にしている。

　ミズバショウ群落は景観的にも騒立つ存在であり，観光資源としても十分な保護が必要である。

（b）代償植生Ersatzgesellschぱten

a．夏緑広葉樹二次林　Sommergr廿ne　Sekundarw装lder

　ブナクラス域；夏緑広葉樹林帯では二次林は，クヌギーコナラ群集やクリーコナラ群集に代っ

て，ミズナラ，ダケカンバ，シラカンバなどの優占する林が主体となる。ミズナラ優占林が2群

集1群落，ダケカンバ，ウダイカソバの優占林各1群落，計2群集3群落が詑録された。

　　54．　タリーミズナラ群集

　　　　　Castaneo－Q観erce毛um　crispulae　Horikawae士Sasak：i1959

　　　　（Tab．39）

　沼閏市は太平洋岸気候と日本詳亭岸気候の境界領域にあることは既に述べた◎沼闘市の南西に位

既する子持山（1，226m）は太平洋岸気候の影響下にある。子持111には｝急撚林であるブナ林は残

されておらず，二次林としてタリーミズナラ群集が生育している。

　タリーミズナラ群集はウラゲエンコウ，ヤマボウシ，ミヤマイボタ，イワガラミ，ツリバナ，

ダンコウバイ，アプラチャン，レンゲショウマ，アカショウマなど多くの種群によって乱民，区

分される。高木層にはミズナラ，クリ，ミズキ，アオダモ，ヤマモミジなどが混生している。距

高木罎や低木層にはリョウブ，ツノハシバミ，アオダモ，ヤマボウシ，クマシデ，アオハダ，オ

オカメノキなどがみられる。草本層はきわめて種組成が豊艶で，レンゲショウマ，オオバショゥ

マ，シロヨメナ，イヌガンソク，ヤマジノホトトギス，サラシナショウマ，キバナアキギリ，ヤ

グルマソウなどの草本殖物が生育している。これらの種群のほか，ミヤマイボタ，アプラチャン，

ヤマアジサイなどの湿潤地生低木植物が多く，関束・中部の太平洋側の山地の雲霧帯に生育して

いるオオモミジガサーブナ聯集の林床植生に近似している。このことからオオモミジガサーブナ

群集が本地域の潜在惣然植生として判定される。

　本報のタリーミズナラ群集は二三・中村・大山（！977）により子持壕：寸側から報告された三分で

ある。しかし沼田市側の植分も同様にクリ～ミズナラ群集にまとめられる子持山には1970年ごろ

まではケヤキを混生したミズナラ林や，小峠には広い画積でミズナラの雑木林がみられたが現在

では伐採され，植林地となっている。沼田市のタリーミズナラ群集の分布は子持山に限定される
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が，その面積は年々狭くなりつつある。

　　55．　オオバクロモジーミズナラ群集

　　　　　1、i鷺dero　me】甑branaceae－Q登ercetu】m】mo灘901icae

　　　　grosseserratae　Ohba1973　（Tab．39）

　北部山地は日本海1寺圭気候の影響を受けており，ヒメアオキーブナ群集をはじめとする日本海側

の樒生が生育している。迦葉肉で植生調査が行なわオ／したミズナラニ次林は，オオバマンサク，ク

マイザサ，エゾアジサイ，スミレサイシン，オクノカンスゲなどによりオオバクμモジーミズナ

ラ群集にまとめられた。オオバクロモジーミズナラ群集は大場（1973）により清津峡から報告さ

れた日本海側のミズナラ林である。

　オオバクロモジ～ミズナラ群集は高さ22mの良く発達した4層群落である。高木層にはミズナ

ラが優占し，クリ，ホオノキ，ブナなどが混生している。林内には，オオバマンサク，リョウブ，

バクウソボク’ミヤマガマズミ，オオバクロモジ，アオダモ，ミヤマハハソなどの夏緑広葉樹，

トリアシショウマ，ミゾシダ，ミヤマカンスゲ，オクノカンスゲ，スミレサイシン，シロヨメナ，

オオカニコウモリなどの草本植物や，クマイザサ，ヒメモチ，キクバドコロなどが生育している。

　植生調査が行なわれた植分は和上台下部の急傾斜地のミズナラ林で，隣接しているチャボガヤ

ーブナ群落を潜在自然植生とすると考えられる。

　オオバクロモジーミズナラ群集はタリーミズナラ群集とともに，イヌシデーコナラ群団，コナ

ラーミズナラオーダー，ブナクラスにまとめられる。

　　56。　識ヨウラクツツジーミズナラ群落

　　　　　ノ馳π2εesεα．ρeπfαπ｛1｝9α一Qπθrαεsη己。πgoZεcαvar．9rossθserrαfα・Gesenschafも

　　　　（Tab．39）

　高手山の海抜1，470mの稜線で植生調査が行な才つれたミズナラニ次林は高さ12mのミズナラ優

占林で，ダケカンバ，ヨグソミネバリ，ヤマハンノキ，ヤシャブシなどが混生している。低木層

は80％と高い植被率を示し，コヨウラクツツジ，アプラツツジが優占しているほか，リョウブ，

アオダモ，コハウチワカエデ，ヤマウルシ，アズキナシ，アオハダなどブナクラスの種群が生育

している。草本癌にはツバメオモト，タケシマラン，マイヅルソウなど高海抜地に生育する種や，

ヘビノネゴザ，チマキザサ，チゴユリ，ヒメノガリヤスなどがみられる。1圭二観種熱ま31種と他の

ミズナラニ次材と比絞して少ない。

　このような種組成をもつミズナラニ山林はコヨウラクツツジ，ツバメオモト，タケシマランを

区分種としてコヨウラクツッジーミズナラ群落にまとめられた。

　コヨウラクツツジーミズナラ群落は母岩露出地に生育する乾生な植分である。潜在自然植生と

してはアスナローブナ群落か，沼田市には残存植分はみられないが，マルパマンサクーブナ群集
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が推定される。

　　57．　ダケカンバ群落

　　　　　Bε加Zαεr〃乙απεε・Gesellschaft（Tab．40）

　ダケカンバは距高山高茎算〔本群落やオオシラビソ群集にも混生したり，崩壊地や雪崩地で先駆

群落を形成するなど亜高山帯を1二iこ1心に広い生育域をもっている。ブナクラス域⊥部ではブナ林の

代償植生として，しぼしぼダケカンバ林が成立する。玉原地区での植生調査によればこのダケカ

ンバ林は，ダケカンバのほか，マルバフユイチゴ，タニギキョウ，オシダ，ヤチダモ，キハダ，

ニワトコ，ヤブデマリ，キオソなどの混潤地生植物々こよってダケカンバ群落に区分された。ダケ

カンバ群落はダケカンバが優慰する4願群落で，オオバクロモジ，ハウチワカエデ，ミヤマイボ

タ，アナダモ，アカイタヤ，ウワミズザクラ，ツリバナなどブナクラスの種群が多い。草本層は

ミヤマカンスゲが優難し，ツタウルシ，オシダ，マルバフユイチゴ，ハイイヌツゲなどが生育し

ている。

　ダケカンバ群落のダケカンバは胸高直径約50c皿に達する細体もあるが，三臣高木層には植栽され

たヒノキが点在しており，造林不適地のため生長の遅いヒノキ植林に，生長の早いダケカンバが

侵入し，二次林を形成したものと推定される。

繊灘綴織

隷

脚継 畿滋

Fig，29　ダケカンバ群落（玉原，海抜1，180m）

βθ彦κ1αβ7”瑠痂一Gesellschaft（Tanbarと1，1，180m　U．　NN）
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　　58．　シラカンバーウダイカンバ群落

　　　　　BεオπZα　‘α駕8clz琵暫BθオπZα　ηzακεη乙。ωεc認απα一Gesellschaft　（「rah．40）

　シラカンバ，ウダイカソバはダケカンバと同じく，白い美しい無二をもつカンパ属の夏緑広葉

樹である。本州中部などの内陸気候下ではしぼしぼミズナラと混生し二次林を形成する。ウダィ

カンバは崩壊地の先駆樹種としても生育している。

　沼田市ではこれらカンバ属B8翻αの二次林は，ダケカンバ群落のほかシラカソバーウダイカ

ソバ群落にまとめられた。シラカソバーウダィカソバ群落は晶晶レクリェーション基地の入口付

近で植生調査がなされた植分で，ウダイカソバ，オオヤマザクラ，タムシバ，オオイタヤメイゲ

ツ，オオツリバナなどにより区分される。高さ！81nの高木層はウダイカソバが優占し，ダケソバ，

ミズキが混生している。三内にはミズナラ，リョウブ，ウワミズザクラ，ヒトツバカエデ，オオ

カメノキ，オオバクロモジ，タムシバ，アカイタヤ，ミヤマガマズミなどブナクラスの種群が多

く，また低木厨にはブナが多く潜在自然植生のヒメアオキーブナ群集を指標している。草本属に

は，ハイイヌツゲ，ヒメモチ，ツルアジサイ，コマユミ，イワガラミ，ツタウルシなどが生育し

ている。草本植物は少なく，ヘビノネゴザ，シシガシラなど6種がみられるにすぎない。

　シラカソバーウダイカソバ群落はその美しい樹皮のためにきわだった相観をもち，キャンプ場

やテニスコートなど施設の周りの修景として利用価値が高い。

b。アカマツ林　Pε肱sdθπs漉orα一waider

　アカマツは植林されるほか，尾根部では二次林を形成する。また岩峰や細尾根状岩角地ではし

ぼしぼ自然林として成立している。植林を除くアカマツ林は，関東・中部地方以東ではその大部

分がヤマツツジーアカマツ群集にまとめられている（鈴木・薄井1953，奥富・辻・小平1976，

宮1協イ也　1977f艶）o

　　59．　ヤマツツジーアカマツ群集

　　　　　Rhododendro・1》inetum　densifIorae　Suz♂Tok．etUsui1953

　　　　（「rab．41）

　沼閏市のアカマツ林は，ミズナラ林やコナラ林と比較した結果，アカマツ，ホツツジ，ナツハ

ゼ，ヤシャブシ，アカシデを標三種・区分種としてヤマツツジーアカマツ群集にまとめられた。

ヤマツッジーアカマッ群集は高木屈は常緑針葉樹のアカマツが優占しているが，群落構成種は，

リョウブ，アズキナシ，ヤマツツジ，マルバアオダモ，コナラ，カスミザクラ，コハウチワカエ

デ，アカシデ，ウラジロノキ，ミズナラなど夏緑広葉樹が多く，種組成的には夏緑広葉樹林のク

リーコナラ群集などと近似している。

　ヤマツツジーアカマツ群集は三峰山および迦葉山から植生調査資料が得られている。生育地は

尾根筋の露岩地や浅土地などの乾性立地である。植生調査された植分には，アカマツの胸高直径
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が90cm近くあり，立地から判断して自然林もしくはそれに近い植分もみられる。ヤマッッジーア

ヵマッ群集は2亜群集に下位区分された。

　ネジキ亜群集はネジキ，ウラジロノキ，ウスノキ，ヒメノガリヤスによって区分される。沼田

スキー場付近の岩角尾根上に生育している自然生のアカマツ林である。岩上には着生シダ類のシ

ノブ，ツルデソダが生育している。出現脚数は28，29種と次にのべるホオノキ亜群集と比較して

約2分の1にすぎない。

　ホオノキ亜群集はホオノキ，クリ，ツノハシバミ，オオバクロモジ，チゴコ・リ，タガネソゥ，

ヤマモミジ，アオハダ，マッブサ，ッルリンドウ，ヒカゲスゲなど多くの種によって区分され，

三峰山の植分がまとめられている。種組成的にはホツッジーミズナラ群集，オオバクロモジーミ

ズナラ群集に近い。

　今回の植生調査が行なわれたヤマツツジーアカマツ群集は，海抜800m以上のi⊥i地に生育する

植分であるが，より低い海抜地，例えば岩本付近の利根川沿いの岩峰にも生育している。

c、植 林Foys晶晶

　　60．　カラマツ植林

　　　　　Lαr謡」6ンρ’oJのε8－Forsも（Tab．42）

　沼田市の北部山地のブナクラス域には夏緑針葉樹であるカラマツの植林がみられる。本州中部

の乾燥地に限って自然分布のみられるカラマツは，現在，罧体各地のブナクラス域を中心に広く

植栽されている。

　上発知町宮内の海抜800mの地点でカラマツ植林の植生調査資料が得られた。植生高は！6mで

高木層はカラマツが植被率80％の単純林を形成している。鈍高木1聾は高さUmで，ヤマウルシ，

フジが低被度で生育している。低木層は高さ2m，植被率60％に達し，バクウンボク，ハウチワ

カエデ，ウリハダカエデ，ハリギリ，ヤマウルシなどブナクラスの種の繁茂がみられる。その他

ノリウツギ，モミジイチゴ，キブシ，ニワトコ，キクバドコロ，タチドコロなどのマント群落：の

構成種が多くみられる。草本層は高さ0．8m，植被率90％と密生し，多くの種が生育している。

チゴユリ，アキノキリンソウ，アキノタムラソウ，フタリシズカ，トリアシショウマ，ノハラァ

ザミ，ノガリヤス，ヒカゲスゲ，オオタチッボスミレなど草本植物が多く，さらにニワトコ，ノ

リウツギ，ヤマウルシ，オオカメノキ，ウワミズザクラ，ミズキなど夏緑広葉樹が生育し，合計

34種を数えた。

　カラマツの材は建築財，器具材，土木用材を始めパルプ材などとして広く利用されている。沼

田市では海抜800～1，200mの範判こ集申約に植栽が行なわれている。

d．　林縁植物将士落　　MaRtel－　u】匿d　Saumgesellschaften

森林が開放地域に接する場所には豊野な光と土壌状態，さらに様々な人為的干渉の結果，多彩
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な植生が生育する。沼田市の山地帯では材く道ぞいの林縁部に林縁植物群｝客の発達がみられる。マ

ント群落としてマタタビの優縛するつる植物群落，流水辺の高茎草本植物群落の一つとしてオオ

ヨモギの優釧網分が記録された。

　　61．　マタタビ群落

　　　　　遵。オεπ1｛泥αpoJ〃gωπα隔Gesellschaft（Tab．43）

　沼田市の山地，丘陵地の渓谷斜爾には林縁植生としてマタタビ科の夏緑生つる植物であるマタ

タビの優占植分がみられる。この植分はマタタビ，ミツバウツギ，クマヤナギ，ボタンヅル，ニ

ワトコ，ウチワドコμ，トコロを区分種としてマタタビ群落にまめられた。マタタビは葉が初夏

から夏にかけて白変ずる特徴がある。マタタビ群落の高さは支持体の喜嵜さによって決まり，群落

階層は多くの場合未発達である（Fig・43）。

　今回調査されたマタタビ群落の生育地は沢ぞいに林道建設により生じた，林道のり面で，土壌

湿度，空中湿度ともに豊當である。群落の高さは31n前後で，植被率90～100％のi些1な植被を形

成している。群落構成種はi乳分種の弛に，フジ，クズ，アケビ，ノブドウなどのつる植物，ヤマ

ウコギ，コクサギ，クマイチゴ，ノイバラなどの夏緑低木が難い頻度，被度で生育している。

概謙繋熱　　　璽懇懇灘
　　　　　　　　灘北、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1鰻

1舗蹴

謄藤・
鰻

Fig．30　渓谷ぞいの林縁をおおうマタタビ群落（佐山町上佐山，海抜560m）

　　　Entlang　（1es　Bachtals　als　Mantelgesellschaft　wachsende五〇々痂4ノα

　　　ρo砂8π辮μ一Gesellschaft（Kamlsayama，560m鷲，　NN，　Sayama－machi）．
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　　62，　アカソーオオヨモギ群集

　　　　　Boehmerio－Arte搬isie北mn　moR亡anae瓦藍iyawakietal．1968

　　　　（Tab．18）

　山地帯の渓流辺や林道法面などに広葉草本植物を主とする群落が生育する。オオヨモギ，ナソ

プアザミ，アカソ，ムカゴイラクサなどが主要構成種であり，コンロソソウ，シシウド，カメバ

ヒキオコシ，シラネセソキュウなども局所的に生育する。

　アカソーオオヨモギ群集は騒騒ヨモギとアカソを標徴種として記載されている。沼田市内の植

分もこれらの標徴種によってアカソーオオヨモギ群集と判定される。

　アカソーオオヨモギ群集は常に密生群落となり，植生高も200cmに達する場合がある。群落上

／醸まほとんどオ総藻モギによってしめられ，地表セこ接してミヤマカンスゲ，ミヤマシラスゲ，ク

サソテツ，クルマバソウ，コチャルメルソウなど耐陰性の黙認が生育している。またつる植物の

イケマ，ミヤマニガウリなども低い個体数で共存している。

　群集の生育立地は渓谷ぞいの半陰地であるため，土壌水分含量が高く，また空中湿度も高’い。

さらに土壌は不安定であるが，周辺斜而より栄養分の供給を受けるため富栄養状態となる。した

．灘，

難
・・f

縣馬鍬

繕綴

Fig．31　山地渓流辺に発達する高茎草本植物群落のアカソーオオヨモギ群集

　　　　（佐山町隔意川，海抜760m）

Als　Schuttfluren　am　Bergbach　entwickeltes　Boe1ユmerio－Artemisietum

montanae（Shikamagawa　760m茸．　NN，　Sayama－c1≧o）．
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がって群落は密生し植生高も高くなる。

　アカソーオオヨモギ群集は低海抜地の路傍雑草群落であるユウガギクーヨモギ群集などとは互

いに共通種もみられ，嗣質の対応群落といえる。しかし，ブナクラス域に分布の中心をおく他の

山地草本植物群落とともに，植生体系上はオニシモツケーオオヨモギクラスにまとめられている。

C。コケモモートウヒクラス域（亜高山帯）

　　VacciRio・Piceetea・Gebiet（Subalpine　Stufe）

　シラビソ，オオシラビソ，コメツガ，トウヒなどが生育する亜高山針葉樹林心々ま，植物社会学

的にはコケモモートウヒクラス域と呼ばれている。沼田市では武尊由の海抜約！，700m面高の地

域がコケモモートウヒクラス域となっている。このクラス域は冬季には，低温，北西からの車越

風，多雪など植物にとって厳しい生育環境にある。夏季には頻発する霧のために空中湿度が高く

なり，林床にはコケ類が生育し時にはカーペット状に密生する。

　コケモモートウヒクラス域は林業的に生産性カミ低いため，これまで一部カラマツ植林を除いて

ほとんど利用されていなかった。そのためまだ多くの臼然植生が残されている。

（a）自然植生Na揃τliche　Vegetation

a．亜高山針葉樹林　Subalpine　Nadelholzwalder

　　63．　オオシラビソ群集

　　　　　Abietetum　mariesii　Suz．一lfok．1954（7ah44）

　沼［製市では，オオシラビソ，コメツガがみられるのは武：尊由に限定される。これらの優沖する

亜高山常緑針葉樹林は，オオシラビソ，コメツガ，ダケカンバ，シノブカグマ，タケシマラソ，

ハリブキ，マイヅルソウ，ミネカエデを標乙種・区分種としてオオシラビソ群集にまとめられた。

　オオシラビソ群集は高さ10～！7mのコケ層を持つ3～5属群落である。高木屈はコメツガ，オ

オシラビソが優占し，ダケカンバ，ナナカマド，ネコシデなどが生育している。林内にはチシマ

ザサ，ナオカメノキ，コヨウラクツツジ，ナナカマド，アカミノイヌツゲ，アズマシャクナゲ，

ツルッゲ，イワダレゴケ，タチハイゴケなどが生育しているが，ブナクラスの高木林と比較して

構成種は貧弱で，患四種数25種を越える植分はみられない。オオシラビソ群集はさらに2亜群集

に下位区分された。

　典型亜群集は特別の下位単位区分種をもたない植分がまとめられている。高木煙｝にはオオシラ

ビソが優占している。平坦地または三二斜地に生育している。

　アズマシャクナゲ亜群集はアズマシャクナゲ，ツルツゲ，ウスノキ，コミネカエデにより区分

される。高木願にはコメツガが優占している。稜線の北西および西側斜面に生育している。アズ

マシャクナゲ亜群集はアズマシャクナゲ，ツルツゲ，ウスノキ，アカミノイヌツゲなどの常在度
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　　　Fig．32　武尊1王iに生物くするオオシラビソ群集（海抜1，800m）。

AufdemBerg　Hotakayamaw乏lchsen（les　Abietetum　marlesii（1，800m漬．　NN）．

が高く，クロベやアスナロが生育する植分もあり，種組成的にはアカミノイヌッゲークロベ群集

に近い。帝釈山系から報告されたオオシラビソ群集のコメツガ亜群集と岡質の植園である。

　オオシラビソ群集は稜線など風イ重ナの強い立地には生育しておらず，稜線付近でも風背地に限ら

れる。風衝地ではコケモモーハイマツ群集やチシマザサーアカミノイヌツゲ群落が生育している。

　オオシラビソ群集は亜高1銘≧1㌻緑針葉樹林のまとまりであるシラビソーートウヒ群団，シラビソー

トウヒオーダー，コケモモートウヒクラスに帰属される。

　　b．亜高山夏緑広葉樹低木林　Subalpine　Laubholzw勘der

　亜商山帯の山不麦や急傾斜の不安定地などで針葉樹林の発達し得ないきびしい立地では，山地帯

の場合と同様に夏緑広葉樹の低木林が発達する，中でもミヤマハソノキの低木林は亜高山；｝ll；を代

表する低木林である。剣ケ峰付近にはミヤマハソノキ林とともに，ササを交えた夏緑低木群落の

発達がよく，広く山陵部をおおっている。

　64．　ミヤマハンノキーダケカンバ群集

　　　　Alno－Beもuletum　ermanii　Ohba1967（Taわ．45）

剣ケ峰のハイマツ林（コケモモーハイマツ群集）に接して生育するダケカンバとミヤマハソノ
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Vegetationsprofildes　Abietltum　mariesii

・4ゐ∫6sηzαγ」6sκ　　　　5．　コヨウラクツツジ　醜η9∫6s忽ρθ雇απd耀

β0劾如07溺研漉　　　　　6．　クマイザサ　　　　3σ3σε6κα㍑6π5～S

Soノ’δ麗3　co規”2㍑如　　　　7．　シノブカグマ　　　・4ノ’α01～加04θs〃3z6”6α

7「肋‘ブ0ρ3’ε60如δアα’α

キの灘三分が記録された・林分の構成種は・・クサソシ。クナゲ，・ヨウラクツッジ，ナナカマ

ド，アクシバ，ウラジロヨウラク，サラサドウダンなどの低木が混猛している。草本層はアズマ

シャクナゲが密生し草本才li｛物をほとんど欠き，数種のコケ植物の生育がみられる。このような種

四戒をもつ植分はミヤマハソノキーダケカンバ群集としては，草本層に高茎草本植物が少なく，

群集としては断片的な二分と考えられる。

　生育地は突出する鋒の西北面の急傾斜面でコケモモーハイマツ群集の下端に位置している◎林

床は崩積した母岩や礫でおおわれ，きわめて不安定である。

　群集域は沼1勤市内ではごく稀に生育するに過ぎないが，わが醜の亜高山帯のとくに多雪地には

広く分布する植生である。
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　　65．　チシマザサーミネカエデ群落

　　　　　8α8α　ん乙ε「εZεπsεs一ノ4ce｝’オscた。πosんεε一Gesellschaft　（Tab．45）

　チシマザサの優目する草原にミネカエデの混生する二分が剣ケ蜂で記録された。植生高は2．5

m，低木層は60％内外で，ミネカエデ，ナナカマドが稀に生育し，ハイマツもごく低い植被率で

混生している。密生したチシマザサの下にはミヤマカタバミ，コミヤマカタバミが散生している。

禺三種はきわめて少なく7種である。コケ植物はみられない。

　生育地はコケモモーハイマツ群集のチシマザサ亜群集に接しており，西向きの緩斜面に位置し

ている。したがって積雪に厚くおおわれ，夏の生育期閥は短かい。植生調査資料は1地点のみで

あるが剣ケ峰を申心に広く生育している。

c．聖戦性風衝低木群落　Alpine　wind竃eschorene　Niederw乞1der　und　Heide

　沼田市の最高地点である武尊山の前稜の剣ケ鋒に海抜2，020mではあるが高1」」性の低木である

・・ Cマッが生育している。さらに突即した岩角地には風衝駿性／坂木植生のガンコウラン群落もご

く狭い面積ではあるが生育が確認された。両群落はそれぞれコケモモーハイマッ群集，コメバツ

ガザクラーミネズオウ群集にまとめられたが，種組成には亜高1中帯の植物をも含まれている。し

たがって，錦1由植生の主要構成種が，極端な立地に下降生育しているものと判断される。

　　66。　コケモモーハイマツ群集

　　　　　Vaccinio．pinetum　pumilae　MaedaeもShi搬azak：i1951（Taも．45）

　武初出の読方にのびる出島の一つである剣ケ峰の頂上付近（ガ副友約2，000阻）は突幽した艦・峰

をなし，風種∫作用が強いため高ll．i植生のコケモモーハイマツ群集が生育している。植生高は！．3

～2mで2層群落となり，叡慮にはハイマツが密生し，所によってバクサンシャクナゲ，アズマ

シャクナゲ，アカミノイヌツゲ，クロベなども混生している。草本層はツルツゲ，ミヤマシグレ，

イワナシなどの低茎の低木の他シノブカグマ，ミツバ川口レソなどがみられ，局所的にチシマザ

サの密生する植分もある。

　群集の生育立地は風衝イノi凋がはげしく，とくにNW向の急傾斜地でよく発達している。望｝曇岩が

椥．1＝1する部分もあるが風化礫を主とし，とくに斜顧中部では有機質ニヒ壌の堆績も厚く，全面植被

でおおわれている二分もみられる。

　剣ケ峰で得られたコケモモーハイマツ群集の植生調査裟筆料からは2つのタイプが識別できる。

チシマザサ亜群集はチシマザサの優占する群落単位で比較的土壌の厚い緩斜面に生育する。アズ

マシャクナゲ亜群集はアズマシャクナゲ，コケモモを区分種とし，岩角地に偏在して生育する。

　剣ケ蜂のコケモモーハイマッ群集は相観的には同群集の特徴をよく示しているが質’的にはコメ

ツガ，アカミノイヌツゲ，クロベなど，アカミノイヌッゲークロベ群集との共通種も多く含み，

群集分布域としては下限封近で風衝作用とつり合いながら存続しているものと考えられる。
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　　67．　コメバツガザクラーミネズオウ群集

　　　　　Arcteric伽Loise丑eur童etum　procu畑わentis　OhわaexSuz．一Tok．

　　　　1964　（Tab．46）

　章互難山帯から商dj帯にかけての省整地は強い風衝作用と極端な乾生立地の条件下で媛性の低木

群落が発達する。コメバッガザクラーミネズオウ群集は本彊の高山↓｝1；や亜高山帯に広く分布する

代表的な群集である。

　剣ケ峰山頂の北西斜面の一角にコメバッガザクラの優占する植分がみられる。この植分はコメ

バツガザクラ，コメツツジ，ガンコウランなどの綾性低木にヒメイワカガミ，コキンレイカなど

が混生している。さらに地衣植物のハナゴケ，エイランタイやコケ植物のフトゴケ，シッポゴケ

の一種が生育している。この種組成から，コメバツガザクラとガンコウランおよび地衣植物の荏

在で上記の群集に所属するものと考えられる。しかし随伴種の多くは1婦也帯にも分布する種であ
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るため，同群集としては分布の下限付近に生育する断片的植分と考えられる。

　生育地は突出した尾根の北灘陶の頂端部に位置し，未分解の基岩にかこまれた極く狭い斜面に

みられる。傾斜は約60度であるが，群落構成種の発達した根群によって安定した植分を形成して

いる。

　　　　　　　　　　　　Tab．46　コメバヵッザクラーミネズオウ群集

　　　　　　　　　　Arcterico－Loiseleurietum　procumbe侃is

Feld　Nr．調査番号：NS－182，　Hδhe看．　Meer海抜高：2020m，　ExpositiQn　u．　Neigung方｛立・傾斜　：NV　60。，

GrδBe　d．　Probef】おche調査面手111：2m2，　H6he　d．　Vegetatlo11植生高：9cm，　Decku難g　d．　Vegetation横被孫1：

90％，Artenzahl畠現種数（Gefasspflanzen高等季i11｛物）：7，（Moose　u．　Flechtenコケ植物）：4．

Kellnarten　d．　Ass．

　／11τ忽1’～とマ771α7～π

　Eηψ8！〃〃ηノ～忽η’11～

Begleiter：

群集標徴種

コメバツガザクラ

　ガンコウラン

随伴種

εノ～oノブ盈50Z面〃6〃。〆46ざvar／／凝／診～々r

／1〃ハηゴ～θηV‘，ん05681～S6

丑〃04‘7漉ノ～4ノηηβごZ～0ηζ25々～～

ヒメイワカガミ

ヘビノネゴザ

コメツツジ

4・4

÷・2

3・3

1・2

ユ・2

　且〃ノゼノ～‘ビ1～ノ・～10δθ

　αノ獄sp，

昏贋oose　U，　FlechteI1

α認07磁7πフ？9乖ノの？α

αかπ1伽sp．

左伽’～ゴノ〃η習7偲os～でη2

1）～oηη1〃｝？sp，

　コキンレイカ　　 i・2

　スゲ属の…．一種　　　エ・2

コケ殖物

　ハナゴケ　　　　　1・2

　一エイランタイの一種＋・2

　フトゴケ　　　　　十・2

　シッポゴケの一種　十・2

Lage　d，　Auflll調査地：Kengamille，13erg　Hotaka武尊山灸1」ケ峰．
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　2．　沼田市にみられる植物群落の体系

　　　Sys重em　der　Pf翌anzengese墨lschafte盤der　StadもNumata

　植物社会学的な立場に立った植物群落の類型には群落形成にあずかるすべての植物の組合せが

最も璽視される。植物群落の訳本的単位は群集；Assoziatio難である。群集は原則的には標二種；

Kennarte11によって規定されるが，時には若干の区分種；Trennarte無を補なって決定される場

合もある。群集は互いによく似た種組成をもつ他の群集と共通の標二種があれぽこオ噴ま群団；

Verbandにまとめられる。さらに共通の証徴種をもつ群団はオーダー；Ordnungに，共通の標

徴種をもつオーダーはクラス；K：lasseにまとめられる。クラスは現在の植生休系では最高位の

植生単位である。

　以下に沼田市の本調査によって明らかにされた植生単位が体系づけられている。

　本調査でll己録された植物群落の数は18クラス，24オーダー，37群団，42群集および20群落

に達している。

！．　ヤブツバキクラス　Camellietea　japoRicae　MiyawakietOhba！963

　常緑広葉樹林。海抜約650m以下。

1．1．　シキミーアカガシオーダー　Illicio一Ωuercetalia　acutae　K．Fujiwara1981

　カシ林。内陸に生育0

1．1。！．　アカガシーシラカシ群団　Ωuercion　acuto－myrsinaefoliae　K．Fuliwara

　1981

　カシ林。内陸に．生育。

1．1．！．1．　シラカシ群集　Ωuercetum　myrsinaefoliae　MiyawakietOhl〕a！965

　嫉徴種シラカシQ沼［1石1∫には潜在自然植生として存在し，現存気分はみられない。

2．　ブナクラス　Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　夏緑広葉樹林。山地帯を中心に一部1纂i地帯にも分布。

2．！．　シオジーハルニレオーダー　Fraxino－Ulmetalia　Suz，一Tok．1967

　温生林。

2．！。1．　サワグルミ群団　Pterocaryion　rhoifoliae　Miyawaki，OhbaetMurase

　1964

　渓谷林。

2．1．1．1．　ジュウモンジシダーサワグルミ群集　Polysticho－Pterocaryetum　Suz．一

　Tok．　et　a1．1956

　サワグルミの優占する渓谷林。四釜絹流域に多い。
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2．1．3．　ハルニレ群団　Ulmion　dav乱dianae　Suz．一Tok．1954

　湿生林。

2．！．2．1．　ヤチダモ群落　F1彊α加z鰐ノ照2z451～z〃廊αvar．ブψ07zガ6α一Gesellshaft

　ヤチダモ優占の湿生林。三原高源にごく小面積で現存。

22．　ササーブナオーダー　Saso－Fagetalia　crenatae　Suz．一Tolく．1966

　ブナを主とする自然高木林。

2．2．1．チシマザサーブナ群団　Saso　kurllensis－Fagion　crenatae　Mlyawaki，

　0hba　et．Murase　1964

　日本海側多雪地のブナ自然林。

2．2．M．　ヒメアオキーブナ群集　Aucubo－Fagetum　crenatae　Miyawakieta11968

　ブナ高木林。野原高源から剣ケ峰にかけて広く分布し，深い土壌上に生育する。

2．2．L2．　ホツツジーミズナラ群集　Tripetaleio一Ωuercetum　mongolicaIe

　grosseserratae　Ohba1973

　ミズナラの自然林。岩角地に生育する。

2．2．1．3．　チャボガヤーブナ群落　乃1γ8ツαノzzκ旋ノ’‘z　var．アーα読αz／z5－Gesellschaft

　低木層にチャボガヤをもつブナ林。

2．2．L4．　アスナローブナ群落：丁加4砂5お40Zαわノー‘z’α一勲gz‘56ノ℃ノ～α’α一Gesellschaft

　アスナロとブナの混生林。

2．2．1．5．　アスナロ群落　丁1吻砂5ズ5♂oZα勘u’‘τ一Gesellschaft

　アスナロの優平する森林。

2。2．エ．6．　ヒメザゼンソウーアスナロ群落　5ン〃ψ♂o‘‘〃ψz‘∫ノz～〃。〃！α‘5－7γπ（ノ砂5富40♂α”1弓α’α曽

　Gesellschaft

　湿原縁辺のアスナロ低木林。

2．2．2。　スズタケーブナ群団　Sasamorpho－Fagion　crenatae　Miyawaki，Ohbaet

　Murase　1964

　太平洋岸導管地のブナ林。

2．2．2．1．ヤマボウシーブナ群集　Como－Fagetum　cre1｝atae　Miyawaki，Ohbaet

　Murase　1964

　乾生立地のブナ自然林。子持山付近に潜在【三〕撚植生として存在するのが現存林分は発兇できな

　かった。

2．2。2．2．　オオモミジガサーブナ群集　Miricacalio－Fagetum　crenetae

　Miyawaki，　Ohba　e亡Murase！964

　湿性立地のブナ自然林。子持山付近に潜在自然植生として存在。現存林分は未発見。

2．2．3．　フサザクラ群団　Eupteleioa　polyandrae　Miyawakieta1．1977
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　下側の先駆群落。

2．2．3．1．　タマアジサイーフサザクラ群集　Hydrangeo　involucratae－Euptelee－

　tum　polyandrae　Miyawakieta1。1964

　山地帯の渓谷に先駆i！1勺に生ずるフサザクラ林。四竹川上流にみられる。

2．3．　コナラーミズナラオーダー　Ωuercetalia　serrato－grosseserr磁ae　Miya－

　waki　et　a1．！971

　夏緑広葉樹の二次林。低海抜地の渓谷林。

2．3．1．　ケヤキ群団　Zelkovion　serratae　Miyawakieta1。1977

　渓谷林。主にケヤキが優目する。

2．3．1．1．　チャボガヤーケヤキ群集　Torreyo　radicantis－Zelkovetum

　serratae　Miyawakieta1．1977

　多雪地の渓谷に発達するケヤキ林。

2．3，！．2。　ケンポナシーケヤキ群集　Hoveaio　dulcis－Zelkovetum　serratae

　Miyawaki　et　al，1977

　低海抜地のケヤキ林。

2．3．2．　イヌシデーコナラ群団　Carpino－Querdon　serratae　Miyawakieta1。1971

　低海抜地の二次林，一部自然林を含む。

2．3，2．1．　クヌギーコナラ群集　Ω．uercetum　acutissimo－serratae．Mlyawaki

　1967

　コナラが優署する二次薪炭林，郊外やτ1∫街地に広く生育する。

2．3．2．2．　タリー⊇ナラ群集　Castaneo一Ωuercetum　serratae　Okutomi，Tsujiet

　Kodaira！976

　クリの混生するコナラニニ次回で前群集より庸’海抜地に生蓑計ずる。

2．3．2．3．　タリーミズナラ群集　Castaneo一ΩuercetuIn　crispulae　Horikawaet

　Sasaki　1959

　ミズナラの優占する二次林で，海抜700m以上に分布。

2．3．2．4．　オオバクロモジーミズナラ群集　Lindero　membra且aceae一Ωuercetu磁

　鷺ユongolicae　grosseserratae　Ohba1973

　日本海側多雪地のミズナラニ次林。

2．3．2．5．　モミ群落Aゐ記∫ガノ・刀2α一Gesellschaft

　夏緑広葉樹とモミの混生する油然林。迦葉山に生育する。

2．3．2．6．　コ…ヨウラクツツジーミズナラ群落　並7z蜘5滋卿磁π4ア”α一9π8ノ櫓α‘5／7zo／zgo砒αvar．

　9～40∬ε5βノフーα孟α一Gesellschaft

　コヨウラクツツジで区分されるミズナラニ次林。
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2。3．3．　アカマツ群団　Pinion　densiflorae　Suz．一Tok．1966

　アカマツ林。

2．3．3．！．　ヤマツツジーアカマツ群集　Rhododendro－Pinetum　densiflorae

　Suz．一Tok．　et　Usui！952

　アカマツの自然および半自然林。

2．3．4．ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団Menziesio一Ωuercion　Miya照kieta1．

　1968

　111地風衝地低木林。

2．3．4．1。　ミヤマナラ群集　Nanoquercetum　Suz．一Tok．1954

　多雪風衝地に発達するミヤマナラ林。剣ケ鋒に生育。

2．3．4．2．　チシマザサーアカミノイヌツゲ群落　＆z5αん‘碗Z8／z5ガ5一π8認5z！g81η読var．ろノ”8ηガー

　ρ86躍zα‘Zα’α一Gesellschaft

　アカミノイヌツゲの低木群落。剣ケ峰，鹿俣1癖こ生育。

2．3．4．3．　チシマザサーミネカエデ群落　5α5αたz〃・漉鋸ガ∫一A6θ1一孟56130／zo5肋一Gesellschaft

　ミネカエデ低木林。剣ケ峰に生育。

3．　オノエヤナギクラス　Salicetea　sachalinensis　Ohba1973

　河床に発達するヤナギ林。

3．1．　コモチマソネングサータチヤナギオーダー　Sedo－Salicetalia　subfragilis

　Oku（まa　1978

　低地のヤナギ林。

3．1．1．　タチヤナギ群i鵡　Salicion　subfragilis　Okuda1978

　低地のヤナギ林。

3．1．1．1．　タチヤナギ群集　Salicetu皿subfragilis　Okuda1978

　タチヤナギの亜高木林。利根川に生育。

3．L2．　シロヤナギーコゴメヤナギ群団　Salicion　lessoensis－serissaefoliae

　Ohba　1973

　山地河床部に生育する高木林。

3．！．2．1．　コゴメヤナギ群集　Selicetum　serissaefoliae　Ohba1973

　コゴメヤナギの高木林。利根川に断片的に生育。

3．1．2．2．　オノエヤナギ群落　3pZ㍑5α01L‘zZfηεπ5ゼ5－Gesellschaft

　オノエヤナギの優占する群落。発知絹灘或に生育。
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4．　ノイバラクラス　Rosetca　multiflorae　Ohba，MiyawakietTx，1973

　回縁低木群落。

4，1．　トコロークズォーダー　Dioscoreo－Puerarietalia　lobatae　Ohba1973

　林縁低木群落。

4．！．1．　ミヤママタタビーヤマブドゥ群団　Actinidio－Vition　coignetiae

　Miyawaki　et　al．1968

　山地帯の林縁低木韓落◎

4．1。1．1．　マタタビ群落　／1漉加読αρo砂gα刀zα一Gesellshaft

　マタタビの優占する低木一つる群落。ケヤキ林のマント群落として生育。

5．　コメツツジーハコネコメツツジクラス　Rhododendretea　tschonoskii－

　tsusiophylli　Ohba1973

　岩角地低木群落。

5．1．　コメツツジ～ハコネコメツツジオーダー　Rhododendretalia　tschonoskii－

　tsusiophylli　Ohba1973

　岩角地低木群落。

5。！，1。　ハコネコメツツジ群団　Rhododendron　tsusiophylli　Miyawaki，Ohba

　et　Murase！969

　岩角地低木群落。

5。ユ．1．ユ．　ヒメノガリヤスーコメツツジ群落　　C々Zα甥α8ノ．’05魔91雌々。／z6／z3ゴ5－Rん04046刀4ノ層。／z

　オ56110／zo3窺∫一Gesellschaft

　岩角地に生育するコメツツジ群落。剣ケ蜂の稜線に生育。

6．　ダケカソバーミヤマキソポウゲクラス　Betulo　ermanii・Ra簸unculetea　acris

　japoniciOhba　1968

　亜高山広葉低木林および広葉草原。

6．1．　オオバタケシマラソーミヤマハソノキオーダー　Streptopo－Ahetaha

　maximowiczii　Ohba1973
　亜高山なだれ低木林。

6ユ。1．　ミドリユキザサ～ダケカンバ群國　Smilacino　yesoensis－Betulion

　ermanii　Ohba！973

　本州に分布するなだれ斜面低木林。

6．！．1．1．　ミヤマハンノキーダケカンバ群集　Alno－Betuletum　ermanii　Ohba1967

　ダケカンバのなだれ斜爾低本林Q剣ケ蜘⊥．傾直下に生育。
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7．　コケモモートウヒクラス　Vaccirlio－Piceetea　Br。一BLI939

　亜高山，亜寒帯の針葉樹林。

7，1．シラビソートウヒオーダー　Abieti－Piceetalia　Miyawakieta1．1968

　わが国の亜高山針葉樹林。

7．1．1．　シラビソートウヒ群団　Abieti－Piceion　Miyawakieta1，1968

　同上。

7．1．1．1．　オオシラビソ群集　Abietetum　maτiesii　Suz．一Tok．1954

　オオシラビソの優占する針葉樹林。剣ケ蜂の海抜！，700m以土に生育。

7．1．2．　シャクナゲークロベ群団　Rhododendro－Thujion　standishii　Miyawaki

　et　al，1968

　岩角地生の針葉樹林。

7．1．2．1．　アカミノイヌツゲークロベ群集　Ilici－Thuletum　standishii　Miyawaki

　et　a1．　1968

　稜線上に生育するクロベ林。剣ケ峰に生育。

7．2．　コケモモーハイマッオーダー　Vaccinio－Pinetalia　pumilae　Suz．一Tok。1964

　高山帯の風衝低木林。

7．2．1．　コケモモーハイマッ群団　Vaccinio－Pinion　pumilae　Suz．・Tok1964

　同上。

7．2．1．1．　コケモモーハイマツ群集　VacclRio－Pinetum　pumilae　Maedaet

　Shimazaki　1951

　常緑針葉樹風衝低木林。剣列峰山頂に生育するが，断片的な植分。

8．　エイランタイーミネズオウクラス　Cetrario－Loiseleurietea　Suz．一Tok．et

　UmeZU　1964

　高山風四四性低木群落。

8．1．　コメバツガザクラオーダー　Arcterietalia　Suz．一Tolく．1964

　同上。

8．1．1．　コメバツガザクラ群団　Arcterion　Suz．一Tok。！964

　同上。

8．1．1．1．　コメバツガザクラーミネズオウ群集　Arc短rico－Loiseleurietum　pro－

　cumbentis　OhbaexSuz．一Tok。1964

　高山性の風衝低木群落。剣ケ峰山頂部にごく狭い三三で生育。

9．　ホロムイソウクラス　Scheuchzerietea　palustris　DenHeld，Barkm段net
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　Westhoff　1969　em．　Tx．　H．　Suzuld　et　K．　Fujiwara　1970

　高層湿原および申間湿原のシュレンケに生育する草本群落。

9．1．　ホロムイソウオーダー　Scheuchzerietalia　palustris　Nordhagen1936

　同上。

9．1．1．ヌマガヤーミカヅキグサ群団Moliniopsio－Rhynchosporion　albae

　Tx．，　H．　Suzuki　et　K．　Fujiwara！970

　同上。

9．1．1．1，　ミカヅキグサーミヤマイヌノハナヒゲ群集　Rhynchosporetum　albo－

　yasudanae　Miyawaki　etK．　Fuliwara　1970

　玉原湿原のミズギク～ヌマガや群集に隣接して生育。

10．　クラス朱門

！0。1．ヌマガヤオーダーMoliniopsietalia　laponicae　MiyawaldetK．Fujiwara

　1970

　中間湿原。

10．1．1．ヌマガや群団MoliniQpsion　laponicae　MiyawakietK，Fuliwara1970

　二上。

10．L1．1．　ミズギクーヌマガや群集　Inulo一．Moliniopsietunl　japonicae　Miya－

　waki　et　K．　Fujiwara　1970

　ヌマガや草原で，玉原湿原の主要な中間湿原植生。

11．ヌマハコベータネツケバナクラスMontio－Cardaminetea　Br．BLetTx．1943

　乏勇水辺植物群落。

1！．！．　オオバセンキュウータネツケバナオーダー　Angelico　genuflexae－Carda－

　minetalia　Ohba1975

　わが国の湧水辺植物群落。

！1．L1，　オオバセソキュウータネツケバナ群目ll　ARgelicO　genuflexae－Cardam量一

　nion　Ohba　！975

　同上。

11．1．1．1．　ミズバショウ群落　加5ゼ61漉瑚z6α漉50hα’082∬8－Gesellschaft

　ミズバショウの優占する群落。玉原高原に点在生育。

12．　ヨシクラス　Phragmitetea　Tx．etPrsg．1946

　低層湿原植生，
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12．1．　ヨシオーダー　Phragmitetalia　eurosib1ricae　Tx．etPrsg．1942

　ヨーロッパおよびアジア大陸の低回湿原植生。

！2．1．1．ヨシ群団Phragmition　W，Koch1962

　抽水植物群落。

12．1．1．1．　ガマ群落　7》11αZα雄bZガα一Gesellschaft

　ガマの優占する群落。利根川セこ狭い面積で生育。

！2．1．2．オギーヨシ群団Miscantho　saccllariflori－Phragmition　Miyawaki

　et　Okuda　！970

　河辺生のイネ科草原。

12．1、2．1．オギ群集　Miscanthetum　sacchariflori　MiyawakietOkuda1972

　河辺冠水草本群落で利根川中水敷セこ生育。

！2．1．3．　セリークサヨシ群団　Oenantho　javanicae－Phaladdion　arundi－

　naceae　MiyawakietOkuda／972

　河辺冠水草原。

12．1。3．1．セリークサヨシ群集　Oenantho－Phalaridetum　arundinaceae　Mi－

　yawaki　et　Okuda！972

　河辺冠水草源でやや富栄養条件下に生育。利根川にみられる。

12．1．3．2．ツルヨシ群集　Phragmitetum　japo爵cae　Minamikawa1963

　河辺冠水草原。急流辺の礫地に発達する。利根剃に広く生育する。

ユ2．2．大形スゲオーダーMagnocaricetaha　Pign．ユ953スゲ優占湿原。

122．1．ホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団Galio　brevipedtmculati－Magno－

　caricion　MiyawakietK：．Fujiwara1970

12、2．1．1．　オオカサスゲ群集　Caricetum　rhynchQphysae　MiyawakietK．Fuji－

　wara　1970

　オオカサスゲ優占のスゲ優占草原。玉原湿原に生育。

12．2．！．2．　カサスゲ群集　Caricetum　dispalatae　MiyawakietOkuda1972

　カサスゲ優占のスゲ草原。四釜川流域に生育。

12．2．1．3．　タムラソウーバクサンタイゲキ群落　＆η層α魏Zα∫7z5認αノーf5－E妙1301・ろ∫α∫og盈κ58／z5ル

　Gese！lschaft

　玉原湿源の中間湿原植生の周辺部に発達する高茎草本植物群落。

13．　オニシモツケー喰オヨモギクラス　Filipe篇dulo－Artemisietea　montanae

　Ohba　1973

　11弛高茎広葉草原。
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13．1．　オニシモツケーオオヨモギオーダー　Filipendulo－Artemisietalia　mQ溢a－

　nae　　Ohba　1973

　同上。

13．L1．　オオヨモギーオオイタドリ群団　Arte皿isio－Polygo簸ion　sachahnensis

　Miyawaki　et　a1．1968

　同上。

13．1．1．1．　アカソ～オォヨr…ギ群集　Boehmerio・Artemisietum　montanae

　M量yawaki　et　al．1968

　山地高茎草本群落。オオヨモギが主要な群落構成種，崩壊地や河辺に生育。

14．　ススキクラス　．Miscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba1970

　刈取草地，海岸風衝草原。

14．！．ススキオーダーMiscanthetalia　sinensis　MiyawakietOhba1970

　刈取草地。

14．！．1．　トダシバーススキ群団Arundinello－Miscaathion　sinensis　Suz．一

　Tok．　et　Abe！959　ex　Suganuma　1970

　北海道～九州の刈取草地。

14LU．アズマネザサーススキ群集Arundinario　chino－Miscanthetum

　sinensis　Miyawaki1971

　ヤブッバキクラス域の刈取草地。市内各地に生育。

14．2．　シバスゲオーダー　Caricetalia　nervatae　Suganuma1966

　放牧草地。

14．2．1．　シバ群団　Zoysion　japo篇icae　Suz．一Tok．etAbe1959exSuganuma！g70

　同上。

14．2．1、1．　ゲンノショウコーシバ群集　Geranio－Zoysietum　japonicae　Suga－

　nunユa　1966

　シバ草原。市内各地に生育◎

15．　ヨモギクラス　Artemisietea　priacipis　MiyawakietO1｛uda1972

　路傍・林縁生草本植物群落。

15．1．　ヨモギオーーダー　Artemisietalia　principis　MiyawakietOkuda1972

　同上。

15．1．1．　カナムグラーヤブガラシ群団　Humulo℃ayration　Okuda1978

　つる植物によるソデ群落。
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15．1．！．L　アキノノゲシ一蹴ナムグラ群集　Lactuco　indicae一八umuletum　japo－

　nici　okuda　1978

　カナムグラの優占群落。富栄養地に生育。

！5．1．2．　チカラシバーヨモギ群団　Penniseto－Artemision　principis　Okuda

　1978

　抵地路傍生草本植物群落。

15．1．2．！．　ユウガギクーヨモギ群集　Kalimerido－Artemisietum　princip1s

　Okuda　1978

　路傍雑草群落。農道や林道ぞいに広く生育。

15．1．3．　カワラバハコーヨモギ群団　Anaphalido－Artemision　principis　Miya－

　waki　et　Okuda　1972

　河辺町の多年生広葉草原。

15。1，3．1．　カラメドハギーカワラケツメイ群集　Lespede201u取ceae－Cassieむしlm

　Okuda　1978

　河原の乾性礫地生の多年生草本群落。利根川に生育。

16．　オオバコクラス　1）ユantaginetea　majorisTx．etPrsg、1950

　路上，冠水地植物群落。

16．！．　オォ・ミコオーダー　Plantagilletelia　asiaticae　Miyawald1964

　わが露1の路上，冠水地植物望洋落。

16．！。1．　ミチヤナギ群団　PolygonioII　av量cularis　japoRicae　Miyawaki1964

　北海道～九州の路」二植物群落：。

16，1．1．1．　カゼクサ一切オバ⊇群集　Eragrostio　ferruginecae－plantagine．

　tum　asiaticae　Tx。1977

　カゼクサで標徴されるオオバコ群落。乾生立地に生育。

！6．1．1．2．　カワラスゲ一樹オバコ群集　Carici　incisae－Plantaginetum　asia。

　ticae　Tx．1977

　ヵワラスゲで標徴されるオオバコ群落。湿生立地に生育。

17．　タウコギクラス　Bideatetea　tripartitae　Tx．，Lohm．etPrsg．1950

　流水辺1年生草本植物群落。

！7．1．　タウコギオーダー　Bidentetalia　tripartitae　BL－B1，etTx．1943

　同上。

17．1．！．スズメノテヅポウ群団　Alopecurion　amurensis　MiyawakietOkuda
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　1972

　春季水田雑草群落。

工7．1．1．1．　ノミノフスマーケキツネノボタン群集Stellario－Ranunculetum　can．

　toniensis　MiyawakietOkuda1972

　乾旺1に生育する春季雑草群落。

17．L2．　オオクサキビーアメリカセンダングサ群団　Panico－Bidention　frondosae

　Miyawaki　et　Okuda　1972

　河辺懲三草本：植物群落◎

17．1．2。1．　アキノウナギツカミーヤナギタデ群集　Polygonetum　sieboldii－hydro－

　p1peris　Okuda　1978

　利根川流水辺に生育する1年生草本植物群落。

18．　イネクラス　Oryzetea　sativae　Miyawald1960

　水1遡欝E草矛洋落。

18．！．　タマガヤツリーイヌビエオーダー　　Cypero－Echinochloetalia　oryzoidis

　Bo16s　et至＞lasclans　1955

　岡上。

！8．！．1．イネーイヌビエ群団　Oryzo－Echinochloion　oryzoidis　BobsetMasc－

　lans　1955

　同上。

18．1．1，1．　ウリカワーコナギ群集　Sagittario－Monochorietum　Miyawaki！960

　三田雑草群落。農耕地に広く生育。

19．　シρザクラス　Chenopodietea　Br．B1．1951

　耕作畑地類登草山ド落。

19．1．　ツユクサオーダー　Commehnetalia　communis　Miyawaki1969

　わが1簸の温帯に分語了する雑草群落。

19．！．！，カヤツリグサーザクロソウ群団Cypero－Molluginion　strictae　Miya－

　waki！969　暖温帯セこ分布する雑草群落。

19．1．1．1．　カラスビシャクーニシキソウ群集　Pinellio　ternatae－Enphorbietum

　pseudochamaesyces　Miyawaki1969

　耕作畑地雑草群落，農耕地帯に広く生育。

20．植生体系上の所属が未定の群落。
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1）　ダケカンバ群落　．B顔‘Zα817παπだ一Gesellschaft

　　ダケカソパニ次林，玉原高原に生育。

2）　シラカンバーウダイカンバ群落　B8孟z‘Zαオαz‘5611ルB6オz‘Zα2照漉1πo癬‘之ガαノzα一Gesellschaft

　　シラカンバとウダィカソバの混生する：二次林。玉原高原に生育。

3）　ハイイヌツゲ群落　五8∬07・82zα’αvar．ρα♂zκ♂05α一Gesellsclユaft

　　湿原の周辺に発達するマント群落。玉原湿原に生育。

4）　エゾノギシギシーカモガや群落　R’〃z薦。伽‘5ヶbZ毎∫一Dαc義yZ∫∫gZo〃zε耀’α一Gesellschaft

　　カモガヤの人工草地維箪群落。子持山麓に多い。

5）ヤクシソウータケニグサ群集Youngio　denticulatae－Macleayetumcor－

　datae　Ohba　1975

　　崩壊地先駆植物群落。各地の林道の法爾に生育。

6）　オランダガラシ群落　2＞～z5‘z〃擁z‘ノπ（～が乞6伽αZ6－Gesellschaft

　　流水辺植物群落。利根川に生育。
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5．現存植生図Karte　der　rea霊en　Vegetation

　前項で述べられているように，沼田市域で識別された植物群落は群集畷洋落を含め62に達して

いる。これらの植物蝉落は多様な自然環境に立地条件，とくに様々な人為的管理に対応して，あ

るものは広域的に，またあるものはごく一部に限って存続して生育している。

　現存植生図は現存する醐々の植生域の広がりと，群落相互の空間的濟己置を示している。植生ま

たは具体的には個々の植物牙虫落は一次的には様々な自然環境要因の組合せを基礎として発達し，

二次的には過去から現在まで受けつづけた人為的干渉の総府：1が具現されたものと見なすことがで

きる。

　したがって，現存植生図は，生物社会を指標とした一種の診断図とみることが可能である。個

々の植生の特質を理解すれぽ現存植生図からは，例えば自然植生域カミ現在どの程度存在している

か，どの地域で環境破壊や緑の喪失が行なかれているかなどの実態を一見して明白によみとるこ

とができる。また，植生の現存量に面利1を掛け合せた髄から，一種の生態学的な財産臣繊1の役回

を果させることもできる。

　現存構生図上の勧il生心置のパターンは，　llll然環：境の多様性やゴニ地利粥の糧密により決定される。

一般に人に1の集申する集落付近はモザイク状の植生パターンを示し，管理の粗放な森林や草地な

どは単調な植生像を示す場合が多い。

　1．沼田市現存植生図の作製　Kartierung面r　realen　Vege重aもions　in　der　Stadt

　　　Numata

　沼「：馴∫内の植生i三調査と平行し，植生図作製の里予外作業が進められた。現地では玉万分の1の白

地図に具休的な現存1・i磁〉を描写し，これを素図として室内で2万5千分の！地図に図化した。植

生図化に際し凡例が；1、1然植生！5代償植生！4その他4の計33に決定された。臼然植生は小πτ1積であ

ってもできる限り図化することに努め，逆に代償植生で相観カミ異なっていても植生が質灼にあま

り差のない場合（耕作畑地とクワ畑や各種の果樹園など）は嗣一の凡隙こまとめられた。なお2

万5千分の1の縮尺は1葉で沼田市域全体を把握するのに適した大きさであることから選択され

た。植生図上での4c殿が実際の1k競こ対癒している◎

　沼田晶晶の植生図化はすでをこ環境庁によって行なわれた第2回自然環境保金基礎調査の現存殖

生図（群馬県）の一員の図幡（5万分の1）にその一部が示されている（環境庁！98！）。しかし

この穂生図はきわめて大まかな植生区分で図化されており，残念ながら市域の植生の実態を知る

上では不：十分である。

2．現存植生図に見る沼田市の植生配分　Verteilung　der　rea蓋en　Vegetation

沼田市域はほぼ南北に垂直的に高度を増し，土地利用もこれに平行して進められていることか
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ら植生配置にいくつかのパターンが認められる。

　1．低　地　部

　利根周本流の氾濫原と利根川の支流である発知州と四釜州にそう低地部は水田雑草群落域；ウ

リカワーコナギ群集がその大部分をしめ，局所的に耕作畑地；カラスビシヤクーニシキソウ群集

が点在する単調な植生域となっている。また利根川本流ぞいの左岸低地は国道にそって埋立によ

る市街地の拡大が認められる。

　堤外地の河川敷植生はッルヨシ群集やタチヤナギ群集が広く生育している。

　2．台地　部

　沼田台地は市の政治・行政の申心として古くから市街地化し，現在は学校のグラウンドに生育

する踏跡群落；カゼクサー田口バコ群集以外は殆んど無植生域となっている。しかし，台地をふ

ちどる段丘崖には，自然植生に近い植生のケソポナシーケヤキ群集をはじめ，クヌギーコナラ群

集，スギ植林，ニセアカシア植林などが細い帯状ではあるが連続して現存している。この段丘崖

に残された緑の帯が，沼田市を水平的に眺めた場合，緑の豊かさを視覚に強くうったえる原点と

なっている。

　市街地近郊には耕作畑士虚，リンゴ網など，カラスビシャクーニシキソウ群集域が広がり，白沢

村に近接する台地，薄根川を挾んだ町rili町，善柱寺町および子持山山麓の扇状地地形上などに広

く生育している。なお近部地帯の集落は古い屋敷林をもち，シラカシの植栽木や高垣が数多くみ

られる（地図上には点で示されている）。

　3，　丘．　巨麦　　膏β

　沼ll［1市の中央部，発知川と薄根川が平行して走る谷部は海抜400～700mの丘陵地形が発達し

ている◎二様に子持山の北葡の山腹およびこれより北の今井町，」二川田Ill∫も背後に500～700m

の丘陵を背負っている。

　丘陵部の植生はコナラを優占種とし，多数の植物で構成される二次薪炭林，いわゆる雑本林で

特徴づけられる。同1晦に，凹状斜面ではスギーヒノキ植林，尾根部の乾生立地にアカマツ植林が

況置し，3つの植生が地形変化に対応し交互に生育するパターンが認識される。なお子持山中腹

ではスギーヒノキ植林が卓越し，三蜂山，戸神山の南陶斜而ではアカマツニ次林，植林が集【報i勺

にみられる。

　佐山町の三1il条1蓬．i中腹では｛父忌地が広く，土地利用の転換がみらオ／しる。

　このように丘陵部はことごとく利用され，二次植生化しており，自然植生の発兇はきわめて困

難である。

　4．　山地帯下部

　市域の北部，発知川上流部の開析谷が急に狭くなり，遜葉山，高手山，板沢山など！，200～

！，300mの山地が接している。垂直的に変化のはげしい地域には，今までのべた低地帯とは異な

り自然植生の残存，大規模な林業開発が植生のパターンから認識される。さらに電源開発々こ伴な
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毒灘

　　　　Flg　35　三原ll｝「磁，林縁低回叫声および高木林の1｛1紅i生紀分

　　　　　　　　（玉｝工iて湿源，　～’胴抜　1，200m）。

Von　Hoしhwa1（1em　un（I　Busしhmantelgesellschaften　umschlossene　Moolvegetatユon

Dle　wc1Bc　Flecken　slnd　Eηo助oγ謝¢o㎎‘〃2認μ溺（㌫400r　Tanbald　1，200m　u　NN）

うタム造成とレクリエーション地域の開発など，近年になって急激に自然利川の変化が起った地

域も含められる。

　この地域に残存する自然類鴇は迦葉山イ寸近のチャボガヤーブナ鮒落，モミ別落，アカミノイヌ

ツケークロベ群集，四条周上流渓流ぞいに懇懇するチャボカヤーケヤキ擶集，ジュウモンシシダ

ーサワクルミを瑠集などてある。いずれも残存而積は狭い。

　伐採によって二次林化した山地斜面はオオバクロモシーミズナラ剛集が広い殉難をしめる。ま

た桶林域はスギ・ヒノキにへってカラマツ1訓本が石なわれており，とくに高手山の西斜面は林！蛉

の古い植林域かつづいている。

　電源開発によって調整地が造成された発知川諒痴部の藤原地区はオオバクロモジーミズナラニ

次林て囲まれた地域であるが，その上端部には瀞原が形威されており，中間圏原のミスキクーヌ

マガや羅象地の湿原植生か発馨している。この湿原一醒ますでにブナ原生林（ヒメアオキーフナ

職集）域に隣接している。タム建設に伴って出現した残ナ捨地，テラス化された平面など無桶生

域ては今後の1超後冗の翌永される地区てある。
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付轟縷灘

姦纏擁麟

Fig．36帯状に残されて伐採されるヒメアオキーブナ群集とダケカンバ群落

　　　　（高手山付近，海抜1，500m）。

　　BeimSchlag　desWaldes　lie6　man　GUrtel　des　ALIcubo－Fagetum

　　crenatae　stehen．　Vorne　rechts　derβθ彦z‘1α　6甥2翻海開Gesellschaft

　　（Umgebung　des　Takateッamaca　1，5001n繭．　NN）

　5．　山地弗；上部・1聯1蕎山帯

　海抜1，200m以上のlii地から最高鋒の剣ケ蜂までの山地および亜高山帯，すなわち帯境界につ

らなる尼ケ禿山，鹿難山，獅子難山，剣ケ峰などのll」稜部とその闘鶏「一帯は沼田τ1ぎ内では最も自

然度の高い地域である。現存植生がヒメアオキーブナ群集で表わされる，多雪地に発達するブナ

原生林がもっとも広い欝積をしめ，その広がりは鹿俣山南麓を1：｛＝1心に連続した植園：三域を示し，尼

ケ禿山南西では団塊的な広がりで存在している。尾根部の風衝地はミヤマナラ群集，キャラボク

鮮落やササ群落となり，海抜1，600m以上で連続して細帯状に生育が認められる。

　亜高山帯は海抜約1，7001nからはじまり，剣ケ峰に向う尾根部にはオオシラビソ群集，チシマ

ザサーアカミノイヌッゲ群落などの弛，山頂部に高山性のコケモモーハイマツ群集がごく小面積

で生育するのが注目される。
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4．　潜在自然植生図　Kar亡e　der　poteR重ie蓋1en　na面r蓋iche薮Vegetation

　現存植生は気候，地質，地形など様々な臼然環境因子に加えて，森林伐採，耕作，造成，生活

廃棄物など長い間の入問の生活活動の様々な影響の総和として成立している。現在，わが国はも

とより，世界各地においても入間活動が植生に与える影響が大きく，自然植生は大部分代償植生

に旧き換えられてきている。沼田市の三二植生も現存植生図に示されているように，クリーコナ

ラ群集などの二次林，スギ植林，カラスビシャクーニシキソウ群集などの畑地雑草群落など，代

償植生が広い顧積を占めている。現在植生に与えている入闘の影響をいっさい停止させた場合に，

その立地がどのような自然植生を支えうる能力をもっているかという理論的に考えられる自然植

生を潜在自然植生Potentielle　netUrliche　Vegetationという。潜在自然植生図は，沼田市にお

ける実際的な土地利用，環境保全，弓造のための基礎資料として有効である。

　1．　沼田市潜在自然植生図の作製　Kartie職ng　der　po総ntiellen　na揃rlichen　VegetatioR

　　　in　der　Stad毛N避mata

　沼田布の潜在自然擁鉦生は植生調査の結果作製された現存植生図をもとに，残存自然植生の配分，

他地域の自然および代償植生との比較，現地における残存木のチェック，空中写真による地形判

読を参考にして判定され，三体的に！：25000の土盧形図に図化された。子持山付近についてはす

でに潜在濡然植生図（宮脇・中村・奥閥ユ978）が発表されており，これも参考にして潜在了然

植生が判定された。

　2。沼田市における潜在自然植生の配分　Verteil双Rg　der　poteRtieHe皿na機rlichen

　　　Vegetaもion　in　der　Stad重N級mata

　1．　低　地　部

　利根川本流および薄根川，発知川，四丁川流域の沖積低地は本流および地下水位が高く，水田

（ウリカワーコナギ群集）として利用されている。これら水田地帯はハンノキ林の潜在自然植生

域と判定される。沼田市およびその周辺域にはハンノキの残存植分は報告されておらず，今國の

現地調査でも発兇されなかった。種組成が不明であるため植生図上には単にハンノキ群落として

示されている。しかし，これまでに関東周辺から報告されているハンノキ林の植生調査資料（宮

脇！969，宮脇他！972，1976，大場1969，中山1978，奥田！978，佐々木1978他）を参考に

植生単位を推定すると，オニスゲーハソノキ群集，ゴマギーハンノキ群集，ニッコウハリスゲー

ハソノキ群集などがあげられる。オニスゲーハンノキ群集は谷あいの谷戸状地や，闘析を受けた

丘陵下部の低湿地を潜在自然植生域とする。このような立地は発知川，四釜川，三根川沿いの沖

積低地に潜在領域が考えられ，ハンノキ林では最も広い潜在自然植生域をもつ。これに対し利根

川，薄根川，四釜川の合流する薄根町の水田地帯では上流から運搬堆積した肥沃な土壌を母材と
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義目掘
難蒙 細細

　　　　　Fig．37　河岸に生紫fする冠水環二原植物1洋灯。右はオギ群集

　　　　　　　　　（不【」；｛艮邦iフ1く折こ，　ナ毎著友　330m）o

AmFluBuferwachstし1．a．adsMiscとmthetumsacchari正lorialsUberf1蓑tete

Wiesengesellschaft（rechts　vome）（Flu87rone　330m　a．　NN）．

するため，ゴマギーーハソノキ群集が成立すると考えられる。ブナクラス域下部の発知州および四

一測の上流部低湿地は，ニッコウハリスゲーハソノキ群集の潜在自然縦亙生域が推定される。

　四凝議，発知川，薄根嚢など利根川支流の河辺は礫質の河床部からなり，ツルヨシ群集の潜在

自然植生域である◎利根川の河辺や中洲でをま，ツルヨシ群集の他カラメドハ随一カワラケツメイ

群集，カワラヨモギーカワラサイコ群集などの河辺冠水草原，タチヤナギ群集，コゴメヤナギ群

集など河辺林などの現存の自然植生がそのまま潜在自然植生域を占めている。

　沖積漸の微高地で地下水位の低い平坦地や緩傾斜地はシラカシ群集の潜在自然植生域と判定さ

れる。

　2，　台地部および丘陵部

　沼田旧市街を中心・とする台地部は広くシラカシ群集の潜在自然難生域と判定される。台地肩部

や段丘崖，小河川沿い斜纐など水分条件の良好な立地では，ケソポナシーケヤキ群集，ヤブデマ

リーケヤキ群落（窩脇・中村・プく山！977）などケヤキ林が潜在自然植生として成立する。丘陵

部でもシラカシ群集の潜在自然糠生域が広いが，海抜500～550m結近を境界としてヤブッバキ

クラス域からブナクラス域のコナラーミズナラオーダー域に移行する。



1！2

　3．　山地帯下部

　戸神山，高尾山などの低しLiや子持肉，三lil釜1．b，迦葉山などの山地部一帯は，モミ，イヌブナ，

クリ，コナラ，ミズナラ，イヌシデなどを主要構成種とするイヌシデーコナラ群団の植生を中心

とする潜在自然斜生域である。この地域は中闇温帯とか，暖温帯落葉広葉樹林などと呼ばれてい

る植生帯に相当する。この植生帯の残存症撚林はほとんど残されておらず，沼田市では尾根にモ

ミ群落が残されているのみである。したがって潜在自然植生の細かな種組成は：不明であるが，関

東燭辺では山梨県（宮脇他1977）からバクウソボクーイヌブナ群落，福島県浜通り（宮脇他！981）

および群馬県水」二lli∫（宮脇・1＝1二1村1981）からアブラツツジーイヌブナ群落，栃木県塩原町から

クリーコナラ群集（宮脇・鈴木・鈴木1984）などが報告されており，これら同質，近似の植生

が成立すると考えられる。植生図上では一括してイヌシデーコナラ群団として示されているが，

尾根付近にはモミ，コナラ，ミズナラ，イヌブナなどの優占する植分が，谷沿いの急斜画にはク

マシデ，イヌシデ，アカシデなどシデ類の優占轡型が成立するものと考えられる。海抜500～600

mを下限とし，900～1，000mを境界としてササーブナオーダーの潜在自然植生域と交替する。

　沢筋の渓畔や斜面ではサワグルミ群団が発達すると考えられ，鵬部の子持山麓ではミヤマクマ

ワラビーシオジ群集およびケヤキ群団に属するケヤキ林が成立すると判定される。また北部山地

では，ジュウモソジシダーサワグルミ群集，チャボガヤーケヤキ群集が潜在自然殖生として成立

する。尾根筋の岩角地には小面積でヤマツッジーアカマッ群集が成立する。

　4．　山測1帯上部

　町回由，尼ケ禿山，迦葉山，高手由，子持山など海抜900m以上のLLi地帯はヒメアオキーブナ

群集，ヤマボウシーブナ群集などのブナ林の潜在自然植生域となっている。

　藍本海型気候下にある北部山地ではチシマザサーブナ群団が発達する。玉1東高原などのなだら

かな山麓や緩斜脚，平坦地ではヒメアオキーブナ群集が潜在自然植生域を占めている。これに対

し高手山，鹿今山などの稜紡尉近や尾根筋，急斜面など乾燥しやすい立地には，マルバマンサク

～ブナ群集が成立すると判定される。

　太平洋岸型気候下にある子持山山頂局辺域でをよスズタケーブナ群団の植生が発達すると考えら

れる。二歩付近の雲霧帯にかかる地域は湿生ブナ林であるオオモミジガサーブナ群集が雲霧帯下

部にはヤマボウシーブナ群集の潜在自然植生域が推定される。

　三峰山にはボツツジーミズナラ群集にまとめられるブナ林が生育しており，山頂部の潜在自然

植生と判定される。

　北部山地の尾根筋や岩角地には，クロベやアスナロの常緑針葉樹が優与するアカミノイヌッゲ

ークロベ群集やアスナロ群落が潜在自然植生域を占める。また，玉無湿原はミズギクーヌマガや

群集，ミカズキグサーミヤマイヌノハナヒゲ群集，タムラソウーバクサソタイゲキ群落などの湿

原植生が生育しているが，そのまま潜在自然植生としても認めることができる。留原湿原周辺の

湿潤立地にもアスナロ群落が成立する。また玉原高原の地形の緩やかな，地表水が停滞しやすい
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Fig．38　亜高1圭lll｝1；風衝地に生育するチシマザサーアカミノイヌツゲ群落

　　　　（武：尊由，海抜1，800m）

　Auf（len　subalpinen　win（1exponierten　RUcken　w誠chst　die　Sα3α々z‘7’」6ηs5s一

　πεκsκgθア。海πvar，∂7’6〃ψ84耀α‘1σ如一Gesellschaft（1，8001n繭．　NN），

立地にはヤチダモ群落の成立が考えられる。

　鹿俣山イ｛1層近の稜線部の風衝多難地には，ミヤマナラ群集，チシマザサーアカミノイヌツゲ群落

などの低木群落が成立する。

　5．　亜高山帯

　武尊rl．i剣ケ1峰付近で々ま，海抜約1，500m付近からオオシラビソ群集を主な潜在臼然1・直生とする

コケモモートウヒクラス域；亜高山針葉樹イ木鐸となる。海抜約1，800m以上の稜線には高’山生の

低木群落であるコケモモーハイマッ群集の潜在i三1i然難生域となっている。難生図には小悪積のた

め示されていないが，剣ケ1峰1．L｝頂には高翫Li媛性低木騨落のロメバツガザクラーミネズオウ群集の

断片的な三分がみられ，ごく小難積で潜在翼然縦〔生として認められる。


